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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私がこうなってしまったことに、理由などなにもない。

　ごく普通の家庭に生まれた。

　健すこやかに、優やさしく、時には厳きびしく、当たり前の倫りん理り観かんを教えられ、当たり前の未来を望まれて育った。脳にも異常は見られず、幼い頃ころに悲ひ惨さんな体験をした訳わけでもない。

　それなのに、こうなった。

　幼よう稚ち園えんではからかってきた男の子の頭を石で滅めつ多た打うちにし、小学校低学年の時は餌え付づけしていた野の良ら猫ねこたちを思い付きで水に浸つけて殺した。四時間かけて蟻ありの行列を端はしから踏ふみ潰つぶし全ぜん滅めつさせたこともあったし、中学に上がる前には女友達の両手の爪つめを全部剥はがしてみたりもした。

　両親は怒り、驚おどろき、それから、自分の娘がまともではないことを理解し、悲しんだ。

　一方で私は、両親が泣いている理由を完かん璧ぺきに把は握あくしていた。

　自分の精神性がごく一般的な人間のそれから大きく乖かい離りしているから。行動や言動のことごとくが反倫理的、反社会的なものであるから。だから彼らは泣いているのだ、と。

　でも私はその時、既すでにそんな自分を受け入れていた。つまり、両親や社会にとっておぞましいものであるこの私自身の在あり方かたを、なんら問題に感じてはいなかった。

　他者の喜き怒ど哀あい楽らくのすべてにまったく共感できないことは難なん儀ぎではあったけれど、それ以上に──私は楽しかった。そう、他人の喜怒哀楽すべてが楽しめたのだ。

　男の子の頭を石で打ち付ける時の感かん触しよくは心地ここちよかった。最初の一いち撃げきで何な故ぜ、という顔になり、次からは泣き叫び始め、それから痙けい攣れんして鼻血と奇声をあげ始めるという変化と過か程ていは、お遊ゆう戯ぎのごっこ遊びみたいに愉ゆ快かいだった。

　毎日こつこつと餌をあげていた野良猫が徐々に懐なついてくるのは嬉うれしかったし、その野良猫が私自身の手で溺おぼれてもがく様さまにもまったく同様の満足感があった。

　蟻の行列が頑がん張ばって飴あめ玉だまを運んでいる光景も、それらが私の足の一撃で千ち々ぢに乱れ混乱する光景も、どちらも私を穏おだやかな気分にさせた。

　小学校の時に一番仲のよかった女友達と一緒に遊んだことは、彼女を椅子に拘こう束そくし爪を一枚一枚ペンチで丁てい寧ねいに剥がした時のことも含めて大切な思い出だ。

　故ゆえに、両親が「お前はどうしてそんなふうになったんだ」と嘆なげき悲しみ絶望にやつれていったとしても、私はそれに、楽しさ以外の感情を覚えることはなかった。

　耐えられなくなったのだろう。十二の時、両親は私を捨てた。

『日ひ溜だまりの家』──なんらかの事情でまともな社会生活を送れなくなった子供たちが、自然の中での集団生活を通して子供らしい心を取り戻すための矯きよう正せい施し設せつ。

　何故、自然に囲まれて集団生活を送ると『子供らしい心』が取り戻せるのかはよくわからなかった。が、人間がそういうことを思い付く生き物なのは知っていた。

　だから、壊こわしてみようと思った。

　目に付いたのは、ひとりの幼い少女だった。住み込みの職しよく員いんである父親と一緒に住んでいる……つまり、そこの子供の中で唯ゆい一いつの親持ちである彼女を、私はまず生いけ贄にえに選んだ。

　施し設せつの子たちは誰だれも彼もが心に問題を抱えていた。それを抉えぐり出し、利用し、嗜し虐ぎやく心しんへと変えて生贄に向かうようにする。同時に大人おとなたちも少しずつ壊こわしていった。そもそも『歪ゆがんだ子供を真まっ直すぐな道へ』なんて綺き麗れい事ごとを信じている者がまともであるはずがない。強い正義を標ひよう榜ぼうするほど人は残虐になれる。それをしなければこの施設は正しく機能しないのだ、という思い込みを与えることで崇すう高こうな倫りん理り観かんはあっさりと暴力を正当化し──そして偶ぐう然ぜんか運命か、私にはそれを成なし遂とげられるだけの高い知性と能力があった──結果、二年と経たたず、そこにいる全員が当たり前のように、幼い少女をこぞって虐待するようになった。

　最も弱い一羽を死ぬまで突き回す、鶏にわとりの群れみたいに。

　二年で彼女は耐えられなくなり、屋上から投身自殺した。

　だから次の『ちいさいニワトリ』を選出し、同じように生贄としてみた。今度は男の子。でも、彼は最初の子ほど強くはなかった。半年ほどで完全に壊れ、他の子供たち五人を巻まき添ぞえに焼身自殺してしまう。その事件が切きっ掛かけで施設は閉鎖された。私が首しゆ謀ぼう者しやであることは施設の内部にいた当人たちですら意い識しきしていなかったから、私は集団の狂気に巻き込まれたひとりとして、なんの罰ばつも受けずに再び家に戻ることとなる。

　とはいえ両親は施設で起きたことが誰の仕し業わざであるか勘かん付づいたらしく、もはや私のことを化け物としか看み做なせないようになってしまった。腫はれ物ものに触さわるように扱われる日々が三カ月ほど続き──ある日、父が私に、養子の話を持ってきた。

　遠とお縁えんにあたる年老いた夫婦が、ひとり娘に姉妹を欲しがっている、と。

　その家の名字は、秋あき津つといった。

　私は素直に従うことにした。両親の反応にはそろそろ飽あきてきていたから。

　かくして私は、秋津家の養子となる。十六歳になったばかりの冬だった。

　県外、田舎いなかの田園地帯にある築五十年の日本家か屋おく。六十歳を過ぎた夫婦と、私よりひとつ年下の、依い紗さ子こという名の娘。それが私の新しい家、新しい両親、新しい妹だった。

　だが、私にとって予想外なことがふたつあった。

　ひとつは夫婦の、年老いてからできた娘に姉妹が欲しい、という言葉が嘘うそだったこと。

　そしてもうひとつは『首くび神がみさま』の存在だ。

　彼らが真しんに欲ほつしていたのは養子などではなく、失しつ踪そうしても誰も困らないような若い娘だった。その娘の首を切り落とし、身体からだを『首神さま』に捧ささげる──そうすれば、愛するひとり娘の依紗子がこの先も息そく災さいでいられる、そんな妄もう執しゆうに取とり憑つかれていた。つまり彼らは私を殺すつもりで引き取ったに過ぎず、果たして三日めの夜、寝ているところを襲おそわれた。

　もちろん、夫婦にとって予想外なこともあった。

　養子に迎えたのがこの私だったことだ。

　私は彼らを返かえり討うちにした。同時に『首神さま』と出会い、その正体を知った。

　鈴すず鹿かの一族。

　首を切り落としても死なない、私のような人間の出来損ないとは違う、本物の化け物。

　鳥とり籠かごの中、首だけの姿で、彼女は私に告げた。

　──貴き様さまは面白い。我が娘になれ。

　だから私は答えた。

　わかりました、と。

　まともな倫りん理り観かんを持った実の母よりも、狂った老ろう婆ばよりも、首だけの化け物が母親である方が面白そうだ。そういう意味で、彼女は私の母に相応ふさわしかった。

　私は彼女を『母さま』と呼び、畏おそれ、敬うやまい、崇あがめ、彼女の言葉すべてをまるで天てん啓けいのように受け取ることにした。そういう設定で振ふる舞まっている。なかなか楽しい。

　母さまによると、秋あき津つ家けの夫婦は、四十年ほど前に最初の娘を病気で失って以来ずっと子供ができなかったらしい。そうしてようやく生まれた依い紗さ子こに対しても、いつか病やまいによって連れ去られるのではという強きよう迫はく観かん念ねんに囚とらわれていたようだ。そんな中で偶ぐう然ぜん、鈴鹿の内乱により身体からだを喪うしなった母さまを山で見付け──不死の存在として、崇すう拝はいの対象とした、と。

　あの夫婦が狂ったのは、最初の子供が死んだ時だろうか。それとも依紗子が生まれた時だろうか。もしくは、母さまと出会ったその瞬しゆん間かんだろうか。

　母さまに新しい身体が必要なことは確かだが過去に受けた傷はまだ完全に治ち癒ゆしておらず、仮に私の首を切り落としても繋げなかったそうだ。依紗子の両親はその辺りのことを理解していなかった。或あるいは、待ちきれなかったのかもしれない。首くび神がみさまの復活を一刻も早く成なし遂とげなければ娘は病に罹かかって死ぬかもしれないと、焦って先走ってしまったのだろう。

　私は、その依紗子を母の身体とすることにした。もちろん将来的な話でもあるし、彼女自身はなにも知らないまともな娘だったので、とりあえずの措そ置ちとして心だけを壊こわした。

　ただ、不ふ憫びんだな、とも思った。

　彼女の両親は、彼女のためだけを思い、彼女の無事と健康だけを願い、狂ったのだ。その思いを叶かなえてやりたい。そっちの方が面白い。

　だから私は、依紗子になることにした。

　今までの自分を捨て、彼女の名前と存在を受け継いだのだ。つまり依わ紗た子しが息そく災さいである限り、老夫婦の愛まな娘むすめである依紗子かのじよもまた息災ということになる。鈴鹿の一族の『喪も着ぎ』と似たようなもの。首をすげ替えるという行為がない分、むしろそっちよりも美しいくらいだ。……私にだって、美しさがどんなものかくらいはわかる。

　母さまの目的は同族に対する復ふく讐しゆうらしい。私も手伝うことにした。

　その一いつ環かんとして、一族の娘たちが慣かん例れい的てきに通うことになっている白しら州す高こう校こうへ進学した。本物の依紗子が通っていた中学を誤ご魔ま化かすのは簡単だった。「大おお怪け我がを負った」ということにして卒業式を前に三学期後半を欠席し、ついでに受験に関する書類すべてを家に送ってもらった。あとは書類の顔写真を自分のものにして終わり。

　区域外だったこともあり、同じ中学校の生徒は誰だれひとりとして白しら州す高こう校こうを受験しなかった。お陰かげで私は堂々と入学試験を受けに行くことができた。

　一年ほど学校生活を満まん喫きつし、冬が来て──叛はん乱らんが起き、鈴すず鹿かの里が焼かれた。

　私は母さま以外の者すべてに自らを鈴鹿の一族だと騙かたり、今に至る。




　　　　　　　　　　※




　鈴鹿の一族のことを知り、彼女らに関われたのは、とても素す晴ばらしい偶ぐう然ぜんだった。

　でも白州高校に通う中で、もうひとつ幸運な出来事が起きた。

　彼との出会いだ。

　私──秋あき津つ依い紗さ子こは、恋に落ちた。

　特に理由があった訳わけではない。ひと目惚ぼれだったのかもしれない。同じクラスになってからなんとなく気になって、声をかけて、仲良くなって。でも、直感もまんざら捨てたものではない。話をすればするほど、私の中の確信が大きくなっていった。

　間違いない。この人だ、この人しかいない、と。

　叛乱の二日後、彼が、学校に逃げ込んだ枯かれ葉はと出会ったのを知った時、私は驚おどろいた。

　この恋は運命だとさえ思った。

　だから私は彼を求める。

　枯葉や灰はい原はら吉よし乃のなんかには渡さない。

　絶対に私のものにしてみせる。

　狂って壊こわれている私が恋愛感情を抱くなんておかしいのかもしれない。事実、繁はん栄えい派はの奴やつらは、私が彼に執しゆう着ちやくする理由をただの酔すい狂きようか、或あるいは枯葉への嫉しつ妬とだと考えている節ふしがある。

　勘かん違ちがいもいいところ。

　私だって、人並みの恋くらいするのだ。




　愛し方と愛され方は、普通の人とは少し違うと思うけれど。
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　　　　　　　　　　１




　昼下がりの喫きつ茶さ店てんは雑ざつ然ぜんとした雰ふん囲い気きに包まれていた。

　平日にも拘かかわらず、客の入りはそれなりに多い。買い物途中の主婦たちや営業途中のサラリーマン、大学生風の一団など、様々な人々が思い思いに時を過ごしている。

　その店の中でも、ひと際きわ目立っているふたり組がいた。

　双方とも少女だった。

　ひとりはセーラー服姿。肩で真まっ直すぐ切り揃そろえた清せい潔けつそうな髪型と、眼鏡めがねをかけた奥に光らせる鋭い双そう眸ぼうは、真ま面じ目めで堅かた物ぶつな印象を与える。

　そして、もうひとり。こちらは特に衆しゆう目もくを集める格好をしていた。

　ピンク色に染そめ上げた頭、そこに乗っかるのは兎うさぎ耳みみのくっ付いた小さなシルクハット。おまけに右目には眼がん帯たいを着けている。更には首輪型のチョーカー、十字架模様があしらわれたパーカー、フリルのついた派手なスカート、原色ストライプのストッキング──身に付けているものすべてが、この田舎いなか町まちにまるで似つかわしくない。

　テーブルを挟んで向かい合って座っており、互いに無言。視線は双方とも刺とげ々とげしい。さながら、風ふう紀き委い員いんに見み咎とがめられた不良とでも形容するのが相応ふさわしく思える。

　先に口を開いたのは、パンキッシュな服装の少女、巳み代よだった。

「……本気か？　通つ夜や子こ」

　手て許もとにあったアイスコーヒーのグラスを指先で弄もてあそびつつ、制服姿の少女に問う。

「ええ」

　彼女──通夜子の返事は短い。

　相手を見返しつつ、はっきりとした調子だった。

「悪いけれど、もうあなたたちに協力はしない」

　その言葉に、苛いら立だたしげな舌打ちを送る巳代。

「ふん、たいした変わり身ぶりだ」

　嘲ちよう笑しようじみて吐き捨てるが、怒りが抑えきれていない。

「でもまあ、これで遠えん慮りよなくお前と殺し合えるって訳わけだ」

「勘かん違ちがいしないで」

　対する通夜子はそれでも冷静さを崩くずさず、僅わずかに首を振った。

「枯かれ葉はたちの味方になる気もないわ」

「あ？　どういうことだ」

「私は人間になる」

「……は？」

　その言葉に、巳み代よは唖あ然ぜんとする。

「てめえ、なにを……？」

「言葉通りの意味よ。私は人間として生きる。鈴すず鹿かの一族の争いにはもう関わらない」

　再び沈ちん黙もくがふたりを包んだ。が、それも数秒──巳代が、通つ夜や子この言わんとしていることを理解するために要した時間だけだった。

　表情が、見る間に怒りへと変わっていく。

「ふざけたこと言ってんじゃねえ！」

　大声に対して周囲の客たちが驚おどろき、注目した。

　けれどそれにも構わず、巳代は鋭い視線でまくしたてる。

「人間になる？　とぼけた科白せりふで誤ご魔ま化かすな！　要するに恐こわくなったってことだろうが！」

　挑ちよう発はつするような口調だった。巳代自身、そうではないというのは承しよう知ちしているだろう。通夜子は戦いを恐れるような性格ではない。

「どう捉とらえるかは好きにして」

　巳代の感情を察していないのか、或あるいは察した上で敢あえて、なのか。

　通夜子の返事は単純で、欺ぎ瞞まんのないものだった。

「とにかく、私は抜ける。それだけよ」

「……っだと」

　巳代は舌打ちした。

「そんなつまんねえ結論でこっちが納得するとでも思ってんのか？　私たちは里まで焼き払ったんだ。後戻りなんかできねえんだよ」

「私は焼やき討うちに参加していない。始めたのはあなたたちよ」

「同じことだろうがっ！」

　さすがに周囲の視線を気にするだけの分別は残っているようで、声量は再び下がっていた。が、代わりに、視線に込められた殺意がいっそう強い。

「てめえは一度協力を申し出た。だったら私たちと同じだ」

「……そうね」

　通夜子は俯うつむいて肯こう定ていする。

「私は今まで、単に逃げてただけだと思う。なっちゃんの言う通りだ」

「あ？」

「でも……だからこそ、私は覚悟を決めたのよ」

　そうしておいて、再び顔を上げた。

　毅き然ぜんと、真まっ直すぐに。睨にらみ付けた巳代の隻せき眼がんに対抗するように。

「もう迷わないし、流されたりもしない。繁はん栄えい派はにも本家側にも一切協力しないわ。代わりにあなたたちの助力も求めない。私の守るべきものは、私自身が……私の力だけで守る」

　巳み代よは恫どう喝かつするように目を細める。

「てめえがなにを考えようが知ったこっちゃねえんだよ。私が尋ききたいのは、てめえの足抜けを私たちが許すとでも思ってんのか、ってことだ」

「思わないわね」

「だったらどうすんだ？　私たちを相手にして……」

「戦っても構わない」

　彼女の言葉を遮さえぎり、通つ夜や子こは宣言した。

「あなたたちが私を許さないというのであれば、いいわ。相手になる。でも、あなたたちにそんな余よ裕ゆうがあるのかしら？」

「……く」

　逆に追及され、言葉に詰まる巳代。

「『ひじり』が帰き還かんし『こかげ』先代までもが手を出し始めた今、状じよう況きようはどっちに転ぶかわからないわ。この前の日曜日、廃はい屋おくでの戦いの結果がどうなったのかは知らないけど……少なくとも、棗なつめたちは生きてる。無事に学校に来てたからね」

　詳しよう細さいをそれとなく問おうとするような口調だったが、巳代はなにも応こたえなかった。

　黙もく秘ひするつもりなのか、或あるいは依い紗さ子こに知らされていないのか。

「加えて……繁栄派は一枚岩じゃない」

　通夜子は更に続ける。

「私とあなたは秋あき津つ依い紗さ子この命令で動いてたけど、それでも意思統一が為なされてるとは言いい難がたかったわ。私たちには、供きよう子こ……『このはな』の動向すら知らされていなかった」

　思い当たる節ふしがあったのだろう。巳代は僅わずかに視線を逸そらした。

「神楽かぐらが、ひいては秋津依紗子がなにを考えているかもわからない。私はただ、彼女たちの命令に黙って従っていただけ。……あなたもそうでしょう？」

「てめえに教える義理があんのか？」

「あなたは何な故ぜ、繁栄派にいるの？」

　尋き返され、巳代が眉まゆをしかめた。

「人間に遠えん慮りよをせずに暮らすなんて、そんな世よ迷まい言ごとを本気で信じているの？」

「……黙れよ」

　小さく制す。通夜子は止めない。止まらない。

　そして巳代にとって根こん源げん的てきな──決定的なひとことを、口にする。

「違うでしょう？　あなたはただ、人間に復讐したかっただけじゃない」

　指し摘てきされ、ついに巳代が叫んだ。

「黙れって言ってんだ！」

　拳こぶしをテーブルに打ち付けた。手て許もとのグラスが倒れ、中身のアイスコーヒーが氷とともに散らかるが、彼女は液体の行方ゆくえを一いち瞥べつすらしない。

「とぼけたことをぬかしたと思ったら、今度はしたり顔で説教か!?　上等だ、なんなら今すぐ白黒つけてやろうか？　私はここで殺し合いを始めたって構わねえんだ！」

「あなたの復ふく讐しゆうは既すでに終わったはずでしょう」

　溜ため息いき混まじりに目を伏せた通つ夜や子こに、なおも声を荒げる。

「うるせえ」

「あなたが憎むべき相手は、もうどこにもいない。それなのに……」

「ふざけるなっ！」

　巳み代よはとうとう立ち上がった。

「てめえはいつもそうだ！　わかったふうにお澄すましして、一歩離はなれたところから私を見てやがる！　……お前だけじゃねえ。枯かれ葉はや、歩ほ摘づみや、供きよう子こも……どいつもこいつも同じだ。諦あきらめろ、仕方なかった、事故だった……そうやって人間どもに我が慢まんしやがって！」

　もはや彼女の吐き出す言葉は、通夜子に向けられてはいなかった。もっと別の──この場にいないなにかに対して、深い憎しみのようなものをぶつけようとしている。

「だったら私のこの感情はどこへ行けばいい!?　あいつをあんなふうにした奴やつらに復讐できるんだったら私は一族を裏切ったって構わないって、そう決めた！　だから……」

　通夜子は、巳代のそんな絶ぜつ叫きようを許きよ容ようしない。

　まるで断じるように、問う。

「何な故ぜ、型かた羽はがあの施し設せつの子供たちを皆殺しにしなかったのか考えたことはある？」

「それはあいつが腰抜けだからだ！」

　巳代は吐き捨てる。が、

「霧きり沢さわ景けい介すけくんも、大事な人を殺された。でも復讐なんか考えなかった」

「人間なんかと……」

「枯葉は父親の仇かたきであるあなたを見逃したわ」

　重ねられる彼女の言葉を無視できなくなり、

「……なにが言いたい」

　拳こぶしを握る指に力を込めたまま、通夜子を睨にらみ付けた。

　通夜子は、言った。

「復讐を果たして、あなたは救われたの？　あなたの恋人は、救われたの？」

　あくまで静かに。

　同時に、どこか悲しげに。

「……っ！」

　その言葉に──。

　巳代が絶句する。

　弾はじかれたように隻せき眼がんを見開き、硬こう直ちよくし、そして、視線を逸そらす。

　彼女の反応に、通つ夜や子こは、

「それが、あなたの答え」

　小さく嘆たん息そくした。

「みんなわかっていたわ。だから『諦あきらめろ』と言ったの。その言葉があなたの気持ちを逆さか撫なでしたのは事実かもしれない。でも……あなたは結果、止まらないことを選んだ。殺意と敵意に身を任せて、行き場のない感情を破は壊かい衝しよう動どうに変えることしかしなかった」

　巳み代よはなにも言わない。

「復ふく讐しゆうを果たしたのに、あなたはまだ止まれずにいる。きっと目に付くものすべてを壊こわしてしまうまで……いいえ、壊してしまっても、止まれないわ」

　いや──言えないのか。

「あなたが自分の感情にどう折り合いをつけるかは自由よ。でも、今のあなたはその憎しみを繁はん栄えい派はに利用されている。それだけは覚えておいて」

　伝えるべきことはすべて伝えた、とでもいうように。

　通夜子は椅い子すから腰を上げた。

　立ち上がったままの巳代を一いち瞥べつし、レシートを掴つかんで踵きびすを返す。

「待てよ」

　数歩進んだところで、巳代が低い声で通夜子を呼び止めた。

　通夜子に背を向けたまま、

「お前の幼おさな馴な染じみ、なんていったかな。もし私が……そいつを殺しても、てめえ、私に同じことが言えるのか？　私と同じことをしないと断言できるのか？」

「……わからないわ」

　だから通夜子も同様に、振り返らず答える。

「でも、たとえあなたを殺しても、死んだ人は決して戻ってこない」
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「……復讐？」

　それと同じ頃ころ。

　巳代と通夜子が会話をしていた喫きつ茶さ店てんから数キロ離はなれた、公園のベンチ。

　微び妙みような距きよ離りを開けて座る少女がふたり、昼下がりに似合わない会話を交わしていた。

　ふたりともセーラー服姿だ。

　ひとりは一見して淑しとやかな風ふう貌ぼうに上品そうな笑顔を浮かべていた。もうひとりは対照的に、陰いん惨さんに唇を歪ゆがめ、表情もどこか薄暗い。

「ええ、そうよ。復ふく讐しゆう。それが巳み代よさんの目的」

　依い紗さ子こが風になびいた髪かみを優ゆう雅がに手で押さえながら、頷うなずいた。

「あれか。……くだらないね」

　対する供きよう子こは吹いてきた春風に忌いま々いましそうな一いち瞥べつをくれつつ、吐き捨てる。

「知っているの？」

「里にいた者ならみな知っている。巳代の恋人のことは」

「あら、そうなの」

　意外そうな顔をし、依紗子は「残念」と笑った。

「せっかく面白い話を仕入れたと思ったのになぁ」

「くく……あれを『面白い』と形容できるお前の性しよう根ねは腐くさっている」

「あなたもよく言うじゃない。不幸なお話を『面白い』って」

「私はそんな笑い方はしない」

　供子の言葉通り、依紗子は楽しそうな顔をしていた。

　まるで、川沿いに咲いていた花を見詰める子供のような目だった。話題の内容はどちらかといえば剣けん呑のん、もっと言えば痛いたましい部類のものであるはずなのに。

「私が狂っているなら、世の中はもっと狂っているわ」

　依紗子の表情は変わらなかった。公園の風景を愛いとしげに眺ながめているようにさえ見える。

　彼女は隣となりの供子に尋たずねる。

「ねえ、巳代さんの恋人はどうして目を覚まさないの？」

「あれの脳のう死しは、篠しの田だ医い院いんの折り紙付きだ」

「ええ、そうね。知っているわ」

　あっさりとそう口にする依紗子に、供子が訝いぶかしげな視線を向ける。

「なにが言いたい？」

「私が知りたいのはね、供子さん」

　同時、依紗子も供子の目を見詰めた。

「……どうして脳死した人間は目を覚まさないのか、ってことよ」

「ふん……、お前と哲学を語る気はない」

「そんな高こう尚しようなものではないわ。もっと簡単なことを言っているのよ」

　と、依紗子の目の前に、一匹の蝶ちようがひらひらと飛んできた。

　紋もん白しろ蝶だ。足あし許もとに咲いたタンポポに惹ひかれてやってきたのか。

　ベンチの縁ふちに止まったのを見ると、彼女は羽を休めた蝶へと手を伸ばす。

　つい、と掴つかみ、そして──ぐしゃ、と。

　躊躇ためらいなく、握にぎり潰つぶした。

「見て」

　供きよう子こに向かって開いた掌てのひらには、潰つぶれた腹と捩よじれた羽根が汚らしくへばりついている。

「潰れた蝶ちようは元に戻らない。脳のう死し状じよう態たいの人間は目を覚まさない。それは狂っていることだと思わない？　だって、その恋人が目を覚ましさえすれば、巳み代よさんは救われるのに」

　供子が無言でいるのに気をよくしたのか、依い紗さ子こは続けた。

「たとえばこの世界に『死者が蘇よみがえる』という理ことわりがあれば、誰だれも不幸にはならないわ。憎にくしみや恨うらみが飽ほう和わしてしまうこともないし、復ふく讐しゆうの連れん鎖さなんて起きない。きっと戦争さえもなくなるでしょう。……だから、おかしいのはこの世界なのよ。狂っているのは、世界の方」

「ふん」

　どこか夢見るように語る依紗子に対し、供子は冷笑を返した。

「空くう論ろん過ぎて反へ吐どが出る。ふざけ過ぎていて腹立たしい。お前の言っていることは理り屈くつにすらなっていない。……憎しみや恨みがそんなことで消え去るものか」

「あら。あなたたち『このはな』も、きっとその世界では平和に暮らせるわ」

　そう言うと依紗子は立ち上がり、水飲み場へと歩いた。

　掌に付着した蝶の死し骸がいと体たい液えきを水で洗い流し、再び戻ってくる。

「鱗りん粉ぷん、なかなか落ちないわね」

「それがお前の求めている答えだろう？　依紗子」

　指先を矯ためつ眇すがめつしていたところへ、供子がくつくつと嗤わらった。

「蝶を潰せば手は汚れる。たとえ生き返ったとしても、染しみ付いた汚れが消えることはない」

「へえ。なかなか上う手まいことを言うのね」

　感心したように表情を明るくさせる依紗子。

「それがあなたの考え？」

　供子は不意に、視線を地面へ落とした。

　しばし沈ちん黙もくし、

「……くだらない」

　ぽつりと呟つぶやく。

「水で洗って落ちないなら、腕ごと焼き払ってしまえばいい。巳代がしているのはそういうこと。だから、私はあの娘こを責める気も莫ば迦かにする気もない。……ただ、巳代のあの愚ぐ直ちよくさは、おぞましくて笑えるね。美し過ぎて羨うらやましくもない」

「巳代さんは、世界を巻き込んで死ぬ気なのかしら？」

「いずれそうなる。世界とやらに負けなければ、だけど」

　微かすかな嘆たん息そくとともに口にした後、

「……私はあなたと無む駄だ話ばなしをする趣味なんかない。呼び出した用件は？」

　それでも、依紗子はまだ不満げだった。

「いいじゃない。私は世間話に飢うえているの」

「用件がないなら、私は帰る」

「もう。……わかったわよ」

　立ち上がりかけた供きよう子こに唇を尖とがらせ、ようやく切り出す。

「そろそろ始めるって、お母さまが仰ってるわ」

　口にしたのは、抽ちゆう象しよう的てきな言葉でしかなかった。

　が、供子は表情を変える。

「……く、く」

　つまり、陰いん鬱うつな笑みを更に凄せい惨さんに歪ゆがませた。

「そうね。それは素す敵てきだ。素敵で愉ゆ快かいだ」

「お母さまは無事にお身体からだを手に入れたし、『つうれん』はこちらにある。もう裏でちまちまと動く必要はないってことね」

「タイミングはお前の好きにすればいい」

　返答はあっさりとしていた。

「私は『このはな』として動く。いいな？」

　そして続くのは、

「ええ、もちろんよ。……正直、あなたがなにを企たくらんでいるかには興きよう味みがないけど、私の邪じや魔まになるとも思えないわ。協力してくれるのでしょう？」

「ふん、それはこちらの科白せりふ。お前がなにを企んでいるのかは知らない。ただ、私の邪魔になるようなら遠えん慮りよなく排はい除じよさせてもらう」

　長閑のどかな昼下がりにはまるで似合わない、牽けん制せいを込めた剣けん呑のんな応おう酬しゆうだった。

「俄が然ぜん、楽しくなってきたわね」

　依い紗さ子この表情に変化はない。

　それどころか、より一層笑顔を朗ほがらかにし、

「彼は、どこまで耐えられるかなあ」

　まるで遠足を明日あしたに控ひかえた子供のように、呟つぶやく。

　供子が小さく溜ため息いきを吐ついた。

「まだあの婿むこ殿どのに拘こう泥でいしているとは。呆あきれるね」

　依紗子は供子から目を逸そらし、視線を宙へと向け、

「呆れられるとは心外ね。好きな人に執しゆう着ちやくするのは当たり前のことでしょう？」

「……本気で言っているの？」

　と──。

　問われた瞬しゆん間かん、依紗子の表情から笑みが消えた。

　唐とう突とつに供子へと向き直り、この上なく真剣な──秋あき津つ依紗子が滅めつ多たに見せない、それ故ゆえに彼女らしくない表情で──言う。

「ええ、本気よ。冗談や酔すい狂きようだなんて、二度と言わないで欲しいわね。……私は彼のことが好き。大好きよ。愛しているわ」

　それは切実さを通とおり越こして、まるで殺気のようだった。

「……、依い紗さ子こ」

　気け圧おされたのか、或あるいは彼女の言葉と態たい度どが意外だったのか。

　供きよう子こが僅わずかに眉まゆをひそめる。

　そして、なにかを言おうとして唇を開きかけた。

　同時、

「供子姉ねえさま！」「供子姉さまっ！」

　依紗子たちの後方、公園の芝生から少女ふたりの声がする。

　酷こく似じした声質の重なった呼よび掛かけに、供子は口を閉じ、振り返った。

「見て見て、みーぶくろよ」

「さっき捕つかまえたの。可愛かわいいでしょう？」

　駆かけ寄よってくるのは、双子。

　外見は十二、三歳ほど。長い髪かみの毛を左右対称に括くくっている。

「そんな汚いものを私に見せるな。血ち香か、血ち沙さ」

　双子の片方が抱いた三み毛け猫ねこに、供子は顔をしかめた。

「うー……供子姉さまはみーぶくろがお嫌きらいなのかしら、血沙さん」

　向かって右の娘が左の娘に呼び掛け、

「そうね、血香さん。こんなに可愛いのに」

　向かって左の娘が抱いた猫の頭を撫なでる。

「ふん。私は、生き物を可愛がるお前たちの気が知れない。そんなもの、醜みにくいだけ」

　つれない態度だった。が、双子が話し掛けてきたことを好こう機きとばかりに立ち上がる。

「行くよ、血香、血沙」

　はーい、と返事がユニゾンし、血沙が猫を芝生に離はなす。途と端たん、にゃあ、と不ふ機き嫌げんそうな声をあげ、三毛は明後日あさつての方向へ逃げてしまった。

「私たちは帰る。決行の時期は追って連絡しなさい」

　未いまだベンチに座ったままの依紗子を見下ろしながら、供子が言った。

　依紗子が頷うなずく。

「ええ。わかったわ。その時はよろしくね。あ、ところで……」

　不意に思い出したかのように、背を向けようとした供子へ尋きいた。

「ねえ、前から尋きたかったんだけど……あなた、どうしてまだ白しら州す高こう校こうの制服を着ているのかしら。学校は先月、卒業しているわよね？」

　質問に、足を止める供子。

　立ち止まったことで、セーラー服のスカートが微かすかに揺れる。

　しかし返ってきたのは、質問に対する答えではなかった。

「私に言わせれば、世界を歪ゆがませているのは憎にくしみや恨うらみなんかではないね。そんなもの、一いつ過か性せいの感情でしかない。どんなに強くても、どんなにおぞましくても、焼き払えば消えてしまう……燃え盛る炎には勝てない。陳ちん腐ぷでありきたりだ」

　無関係にしか思えない、けれど示し唆さ的てきな言葉。

「へえ」

　けれど依い紗さ子こは面白そうに、身を乗り出した。

「あなたの、枯かれ葉はに対する憎しみもそうなの？」

「私は別に枯葉を恨んでも憎んでもいない。ただ、気に入らないだけ」

「言葉遊びね。でも……だったら、なにかしら？　世界を歪ませているのは」

　供きよう子こは──。

　依紗子の顔を眺ながめ、それから双子をちらと一いち瞥べつし、少し俯うつむく。身に纏まとった制服から目を逸そらし、最後に空、どこか虚こ空くうに視線を留とめて、

　ぼそり、と。

「愛だ」

　答えを聞くや、依紗子が突然、弾はじかれたようにきゃらきゃらと笑い始めた。

　供子は彼女を無視し、双子を連れてその場を去っていく。
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　あれから五日経たって、再び週末が訪れようとしている。

　枯葉は表向き明るく振ふる舞まっていた。

　とはいえやはり心の裡うちでは思い悩んでいるようで、時折ぼうっとしていたり、気付けば人知れず沈ちん鬱うつな表情をしているということも多かった。景けい介すけはそれを見る度たび、彼女をどう慰なぐさめていいものやらと思し案あんするのだが、なかなか妙みよう案あんが浮かばない。

　仮にも砂さ姫きの前で『あいつは俺が支える』なんて啖たん呵かを切ってしまった以上どうにかしなければと思いつつも、いざその時になってみるとなかなか難しかった。

　彼女の懸け念ねんを解決してやるのが一番の方法ではある。が、それができれば苦労はしない。

　枯葉が、ひいては景介たちが抱えている問題は多い。

　一族の宝ほう刀とう『つうれん』が奪うばわれてしまったこと。

　それを奪った相手が、恐おそらくは日ひ崎ざき歩ほ摘づみであること。

　神楽かぐらの正体と、里が燃えた夜に枯葉が見ていたという情景。

「姉ねえさまを殺したのは母さまだ」──彼女があの夜口にした言葉は、果たしてなにを意味するのだろう。それが真実だとしたら、神楽かぐらは本当に『神楽』なのか。

　加えて秋あき津つ依い紗さ子この動向も気になる。供きよう子こや巳み代よがいつ仕し掛かけてくるやもしれない。

　景けい介すけ自身のこともある。姉の雅みやびがどうなってしまったのか、こんな状じよう況きようで果たして突き止められるのだろうか。現状持っている情報だけでは中ちゆう途と半はん端ぱで、かえって不安が募つのる。

　列れつ挙きよしただけで頭が痛いたくなりそうな難題ばかりが押し寄せていた。

　ひとつずつやるしかない、とは思う。そしてそういう意味で、小こ折おり谷や通つ夜や子こを説得できたのは大きい。もっともこれは景介の手柄なんかではなく、木こ陰かげ野の棗なつめが身体からだを張ったからだが。

「はあ……」

　景介は知らず、嘆たん息そくした。

「あらまあ」

　目の前にいた女性が、呆あきれたように肩を竦すくめる。

「来た途と端たん、黙り込んだと思ったら溜ため息いきだなんて。男の子はね、女の前ではもう少し余よ裕ゆうを見せておくものよ？　空から元げん気きも元気のうち。夫の持ってた漫まん画がで見た、受け売りだけどね」

「あ……すみません」

　慌あわてて顔を上げる。寝台で半身を起こした着物姿の女性が、悪戯いたずらっぽく頷うなずいた。

「でも、落ち込んでいる男の子は可愛かわいいわね」

「……俺はどうすりゃいいんですか」

　相変わらず掴つかみどころのない彼女の言動に、思わず苦笑してしまう。

「そのままでいいわよ。格好をつけるのは、好きな女の子のために取っておきなさい」

　女性──夭ようが、赤い唇を僅わずかに撓たわめ、目を細めた。

　金曜日の放課後。

　景介はひとり、篠しの田だ医い院いんへと来ていた。

　特に具体的な目的があった訳わけではない。が、枯かれ葉はが落ち込んでしまっている今、できるだけいろんな人に話を聞いておきたいと思ってのことだ。景介が持っている情報は少な過ぎる。繁はん栄えい派はが里に行った焼やき討うちひとつとっても全ぜん貌ぼうが掴めない。

　もっと知りたいと思う。いや、知らなければならない。焼き討ちのことだけではなく──枯葉たち、ひいては鈴すず鹿かの一族そのものについて。

　あれから木陰野や型かた羽は、檻おり江えにも話を聞いた。今日は夭の番、という訳だ。

　病室でひと通りの世間話をした後、そのことを切り出す。

　日曜の夜に起きたことは既すでに彼女にも知らされていた。だから単たん刀とう直ちよく入にゆうに「なにか知っていることはありませんか」と問う。

　しかし、夭は首を振った。

「せっかく来てくれたのに申し訳ないのだけれど……私は里が焼けた夜も、ここにいたの」

「わかってます」

　もちろん、そのことは想定内だ。

「俺が知りたいのは、襲しゆう撃げきのことじゃない。それよりも前のことです」

「前？」

「夭ようさんから見て、あいつらがどう見えてたかを教えて欲しい。……こう言っちゃ失礼だけど、あなたはどちらかといえば、当事者じゃない」

　夭を見詰めると、彼女はややあって、

「そういうこと、か。確かに、私は枯かれ葉はたちよりも少し年上だし、病気のせいで臥ふせっていることが多かったから。あの娘こたちと一緒に遊ぶっていうより、あの娘たちが遊んでいるところをちょっと離はなれたところから見てた、っていう方が正確ね」

「聞かせてくれませんか？　その視点から、意見を」

「でも、それだったら、檻おり江えさんの意見の方が参考になるんじゃないかしら？」

「あの人は……聞いてみたんですけど、私情がゼロというか」

　里で疎そ外がいされてきた檻江は、その仕打ちに耐たえるためにずっと心を閉ざしていた。だから里での様子を文字通り『見ていた』だけで、それに対してどう思ったかとか、なにを感じたかとかを一切記き憶おくしていない。目に映った情景をただの情景としてしか捉とらえておらず、結果、枯葉と日ひ崎ざきが親友だったことすら承しよう知ちしていなかった。

「……そう」

　寂さびしそうな顔をした夭だったが、すぐに表情を改め、居住まいをただす。

「わかったわ。私から見た印象、でいいのね？」

「はい」

　そして夭は、ゆっくりと、思い出すように話し始めた。

　まずは枯葉。今の──景けい介すけの知っている彼女は、あれでも随ずい分ぶんと丸くなったそうだ。昔は自他ともに厳きびしく、融ゆう通ずうの利かなさは今以上で、色いろ恋こい沙ざ汰たなど「くだらない」と切って捨てるようなタイプ。巳み代よとは当時から仲が悪く、なにかにつけていがみ合っていたとのこと。

　その巳代だが、かつては今ほどに乱らん暴ぼうな性格ではなかったと聞き、驚おどろいた。もちろん好戦的ではあったが、そこまで刺とげ々とげしさを持っている訳わけではなかった、と。

　じゃあ、なにが切きっ掛かけであんなふうになったのだろう。夭にもわからないらしい。数度の喪も着ぎが関係しているのか、それとももっと別の原因があるのか。

　だが最も意外だったのは、供きよう子このことだった。

　夭は眉まゆを僅わずかに寄せつつ昔の彼女を思い返し、言った。

「供子は……少なくとも、本家には忠実だったわ」

「そうなんですか？」

「ええ。先代の『このはな』も、神楽かぐらの内乱の際、先せん陣じんを切って戦ったと聞いているし。性格は当時からあんなで、同い年の巳代とも一緒に遊ぶことは少なかったけれど……それも『このはな』の修しゆう練れんで忙しかったからっていうのが大きな理由に思えた。なによりあの娘こは、木こ春はるさまと仲が良かったわ。修練のない時はずっと、木春さまに付いて回ってたくらいよ」

「え……」

　枯かれ葉はの姉──木春。

　死んでしまった、或あるいは、枯葉の母が殺したかもしれない、本来の次じ期き頭とう首しゆ。

「木春さまは供きよう子こと同い年だったの。そういう意味じゃ、あの年の生まれだと巳み代よがちょっと浮いてたのかもしれないわね。あの娘はどちらかというと、歩ほ摘づみや棗なつめや通つ夜や子こ……年下の娘をからかって遊ぶのが好きだったから」

「だったら、供子が繁はん栄えい派は側につく理由なんかないんじゃ……」

「もちろん、心の中はわからないわ」

　景けい介すけの疑問に、夭ようは否定とも肯定とも取れない頷うなずきを返した。

「『このはな』の宿しゆく業ごうを恨うらみに思ってたかもしれない。木春さまと仲が良かったといっても、妹の枯葉も同じように、とは言えないわ。あの双子のこともあるし、彼女たちと似た境きよう遇ぐうにいながら平和に暮らしていた枯葉のことを人知れず憎にくんでいたのかもしれない。木春さまが死んでしまって、枯葉が次期頭首になることが許せないのかもしれない」

「なるほど……」

　──向こう側につく理由は幾いくらでもある、ってことか。

　とすると、供子は叛はん乱らんにどの時点から加わったのかが気になるところだ。

　実行された後からというのであれば、今の夭の言葉とは矛む盾じゆんしない。が、企くわだてられたその時からだとすれば仲のいい木春を裏切ったことになる。その場合、動機はなんだ？

　釈しやく然ぜんとしないものが残るが、各々の事情は以前よりも見えてきた気がする。

　やはり思っていた以上に繁栄派の内部は複ふく雑ざつなようだ。少なくとも、当初景介が聞かされていた──『人間に遠えん慮りよをせず一族を繁栄させる』という理念に基づいて行動している者ばかりではない。神楽かぐらや巳代は本気かもしれないが、供子と双子は別の理由で動いている可能性が高いだろう。……ただ、秋あき津つ依い紗さ子こがなにを考えているのかは想像しづらいが。

「ねえ、景介くん」

　考え込んでいると、夭がふと尋たずねてきた。

「あなた、どうするつもりなの？」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、意味がわからず問い返すと、

「『つうれん』が奪うばわれて、歩摘が敵として動いているかもしれない。神楽は甦よみがえって、枯葉はショックを受けてる状じよう態たい……なのでしょう？　正直なところ、私には八はつ方ぽう塞ふさがりに見える。これからあなたたちがどうすればいいのか、見当もつかないわ」

　どこか不安げな表情を見せる彼女に、景介は笑った。

「ま、なんとかなるでしょう」

　半ば虚きよ勢せいだった。が、空から元げん気きも元気のうち、とは他ほかならない夭ようの科白せりふだ。

「俺たちのやるべきことは少ない。『つうれん』と日ひ崎ざきを取り戻す、それから神楽かぐらや秋あき津つを止める……突き詰めればそのふたつだけだ」

　もちろん困難なことには変わりない。圧倒的不利なのは夭の指し摘てきした通りだろう。

　けれど、それでも、

「ひとつ切きり崩くずすだけでもパワーバランスは動くし、不可能じゃないと思うんです。向こうの勢力を削そぐって意味じゃ、俺たちは何度も成功してる」

　檻おり江えを引き込めた。通つ夜や子こを止められた。『しらぬえ』を壊こわせた。

　それに景けい介すけが鈴すず鹿かに関わり始めた二月とは違い、砂さ姫きも帰ってきている。いざとなれば木こ陰かげ野のの両親も手伝ってくれるだろう。景介自身も『かみらの枝えだ』で一族に対抗できる術すべを身に付けつつある。わからないことも多いし枯かれ葉はが塞ふさぎ込んでいるのは頭が痛いたいところだが──どうにもならないというほどじゃない。

　こうして話を聞いて回っているのも、その取っ掛かりを求めてのことだ。

　ひとつひとつはたいした情報でなくても構わない。敵のことを知っているのと知らないのとでは、対応ひとつとっても差が出てくる。思いもよらない解決策に繋つながるかもしれない。

　もちろん巳み代よや供きよう子こを通夜子みたいに説得できるとは思えないが、ひょっとしたら意外なところで、彼女たちに戦う意味を失わせることができる可能性だってある。

　──小さなことからこつこつと、って奴やつだ。

「ま、夭さんは安心して養よう生じようしといてくださいよ」

　景介は立ち上がった。

　気付けば日が暮れかかっている。

「あいつらも、さすがにもう病院にまで手は出してこないと思いますし。状じよう況きようがどうあれ、気を抜けないのは向こうも同じです。ここを敵に回す訳わけにはいかないでしょう？」

　ただでさえ『ひじり』が繁はん栄えい派はを快こころよく思っていないのだ。

「……、そうね」

　夭は一拍置き、微び笑しようした。

「景介くんも気を付けてね。枯葉によろしく」

「また来ますよ。枯葉たちを連れて」

　篠しの田だ玲れい二じ郎ろうに挨あい拶さつをしておこうかとも考えたが、正直あの人は苦手だし、なによりそういう社交辞令を大事に思うタイプではない。「で、用件は？」などと問われても返答に困る。

　鈴鹿の一族の情報を提供してくれるはずもない。診察室へ行くのはやめておこう。

　病室を辞す直前、夭に目だけで挨拶をする。

　彼女はどこか浮かない顔をしていた。やはり心配してくれているのだろう。

　ありがたいと思いつつ、景けい介すけは微び笑しようし、扉を閉めた。
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　そして、霧きり沢さわ景介が部屋を去ってから一分ほどが経たった後。

　夭ようの部屋にあるインターホンが鳴った。

　白く細い指先が、枕まくら元もとに備え付けられているスイッチを押す。

　スピーカー越ごしに「はい」と応答した夭に、無ぶ愛あい想そうな男の声が問とい掛かけた。

『彼はもう帰ったのか？』

「……ええ」

　夭は頷うなずいた。霧沢景介と別れる直前の、憂うれいを帯びた表情のままで。

　彼女の気持ちを察したのか、回線の向こうにいる相手は言う。

『大丈夫だ』

　安あん堵どさせるように。或あるいは、謝しや罪ざいするかのように。

『きみはずっと、そ知らぬ振りをしていればいい。やるべきことは全部、僕がやる』

「……、ねえ、あなた」

　そんな相手の声に、夭は唇を開きかけた。

　が、すぐに顔を俯うつむけ、

「いえ……なんでもないわ」

　微かすかに首を振りながら、自分の言葉を押し止める。

　電話の相手は少し沈ちん黙もくした。

　それから、迷いのない口調で、今度ははっきりと謝罪する。

『すまないね。きみのためだなんてくだらないことを言うつもりはない。これは完全に、僕の我わが儘ままだ。……恨うらんでくれても構わないよ』

　夭は応こたえない。

　だから、通話は切れた。

　短い会話は終わり、病室には再び静せい寂じやくが戻る。

　しんという音すら聞こえるのではないかという無音の中で、夭は──篠しの田だ夭は、

「恨むことなんて、できる訳わけないじゃない……」

　まるで血を吐くように、小さな声をあげた。

「……愛してるのに。愛してるのよ、あなたを」

　誰だれも応える者はいない。

　少し咳せき込んでから、彼女は目を閉じ、布団ふとんへと顔を埋めた。




　　　　　　　　　　※




　病院を出ると、時刻は午後六時近くになっていた。

　状じよう況きようが状況だけに、夜になってまでひとりで出歩くのは危険だ。おまけにこの辺りは人通りも多くない。景けい介すけは足早にバス停を目指した。

　けれどそういう時に限って、危き機きというのは訪れるらしい──景介はここへひとりで来たこと、そして帰る時間を間違えたことを後こう悔かいする。

　国道沿いの道路、病院の敷しき地ちからバス停までのわずかな距きよ離りにも拘かかわらず。

　まさに『ばったり』という表現に相応ふさわしく、見たくもない顔と出くわしてしまった。

「あ……」

「ん？」

　その姿を認めた時にはもう遅い。向こうにも気付かれる。

　黄昏たそがれ時どきでなければ遠目からでもわかっただろう、実に特とく徴ちよう的てきなシルエット。

「おいおい」

　呆あきれたように、巳み代よが笑った。

「随ずい分ぶんと無む警けい戒かいにほっつき歩いてるんだな、婿むこさんよ」

「……っ！」

　咄とつ嗟さに、腰の『かみらの枝えだ』へと手を伸ばし、抜く。

　以前と違い、景介だって戦えるはずだ。だがこうして一対一で対たい峙じしているとさすがに恐きよう怖ふの方が大きかった。それに現実問題、いくら鈴すず鹿かの一族に対抗できるようになったからといっても、格かく闘とう技術は比べるべくもない。反応もできず殺される可能性の方が遥はるかに高い。

　身構えた景介に、巳代は一いつ瞬しゆんだけ気配を鋭するどくした。

　が、すぐに警戒を解とき、

「なんだお前、戦いたいのか？　だったら相手になってやるけど」

　肩を竦すくめる。

　景介は呆あつ気けに取られた。巳代の性格なら襲おそいかかってくると思っていたからだ。

「……あんたにそのつもりがないなら、勘かん弁べんして欲しいところだけど」

　刺し激げきしないように慎しん重ちように、言葉を選びつつ問う。

「俺だって、死にたかないんだ」

「は、偶ぐう然ぜんとはいえ供きよう子こを負かした奴やつの言う科白せりふかよ」

　巳代はどこか虚きよ無む的てきに笑った。

「安心しな。私だって場所と相手くらいは選ぶ」

　そこで気付いた。

　彼女の口調は、余よ裕ゆうをアピールするようなわざとらしいあれではなく、素すの──ぞんざいな男言葉だ。それでいて、こちらに明確な敵意を見せていない。

　本当に戦う気はないのかもしれない。騙だまし討うちを考える性格でないのは知っている。

　警けい戒かいしつつも、ゆっくりと『かみらの枝えだ』を下げた。

「悪いんだけど、仕し舞まうのは勘かん弁べんしてくれるか。恐こわがりなんでね」

「ふん」

　巳み代よは鼻を鳴らすも、なにも言わない。景けい介すけは『かみらの枝』を手に、棒立ちの形になる。

「あんた、なにしてんだ？　こんなとこで」

　怖おず怖おずと問うてみた。

「は、別にお前に言う必要はねえだろ？　仲良しこよしって訳わけじゃないんだ。それよりこっちが尋ききたいね。なにやってんだ？　知り合いが入院でもしてんのか？」

　景介の背後にある、夕暮れに染まった病院を見上げる巳代。

「夭ようさんの見み舞まいだよ」

　答える。

　なるほどね、と巳代は呟つぶやき、

「枯かれ葉はは？」

　思い出したように、好戦的な笑みを浮かべた。

　それを教える必要はない、と言いたいところだったが、

「いない。俺ひとりだ」

「そうか。そりゃ残念だ。あいつがいたら決着を付けるいい機き会かいだったのに」

　唇の端はしを歪ゆがめつつ、皮肉げにそう口にする。

　どうも、景介ひとりを前にして油断しているようだった。どうせなら虚きよを突いて襲おそいかかってやるかと微かすかに思うが、わざわざ危険な橋を渡っても意味がない。

　それよりも──相手に戦う気がないのであれば、

「なあ、あんた……なんで、枯葉が嫌きらいなんだ？」

　幾いく許ばくかでも、情報を引き出せるのではないだろうか。

「あ？」

　怪け訝げんな顔。が、すぐに嘲ちよう笑しようを浮かべ、

「そんなの、気に食わないからに決まってんだろうが」

「説明になってないだろ、それ」

　遠えん慮りよがちに食い下がると、巳代は頭をがしがしと掻かき、面倒そうに、

「ふん。あいつの言うことはいつも正論なんだよ」

「……正論？」

「聞いてて苛いらつくんだ。本家としてだの、次じ期き頭とう首しゆだなんだの。挙あげ句く、節度だの、矜きよう持じだの……言ってることは正しいのかもな。でも、それをこっちにまで強制されちゃたまらねえ。てめえがそうするのは勝手だけど、なんで私までそれに付き合う必要がある？」

　罵ば倒とうは嘲あざけりから、どこか苛いら立だたしげなものへと変わっていた。

「あんな奴やつの下で我が慢まんして生きたくはないね。私は好きにやりたい」

「……その結果が、人殺しかよ」

　思わず呟つぶやく。

「なにが悪い？」

「俺は人間だぞ。悪いと思わない訳わけが……」

「私は人間じゃないんだよ。悪いと思う理由があるか？」

　当たり前のことのように、巳み代よは言い放った。

「さっきも言っただろう。私は好きにやりたいんだ。足並み揃そろえるなんてまっぴらだね。なんでこの私が、鈴すず鹿かの一族である私が……人間の倫りん理り観かんに合わせなくちゃならない？」

「だからって、ほいほい殺していい理由にはならないだろうが！」

　反論した。言わずにはおれなかった。

　だが、案の定、というか。不安が的中した、というべきか──。

　彼女は視線を細め、迷いなく一直線にこちらへと歩いてくると、目の前で立ち止まる。

　そして景けい介すけを睨にらみ付けながら、

「ひとつ教えておいてやるよ、人間」

　ドスの利きいた、低い声をあげた。

「私はな。枯かれ葉はだけじゃなくて……お前のことも、気に食わないと思ってんだよ」

　にやり、と。獰どう猛もうな笑み。

　たったそれだけ。それだけのことだったにも拘かかわらず。

「……っ……！」

　景介は、完全に射い竦すくめられる。

　動けない。『からばの魔ま眼がん』を使われたのではないかと疑ってしまうほどに。

　巳代が一歩、こちらから離はなれる。それでもなお硬こう直ちよくは解とけなかった。

　そんな景介を見て、ふん、と微かすかに鼻はな白じろみつつ傍かたわらをそのまま通り過ぎ、

「枯葉に伝えとけ、婿むこ殿どの」

　背中越ごしにひらひらと手を振り、巳代は言った。

「今度会ったら、夫婦揃そろって仲良くあの世に送ってやる、ってな。私を通つ夜や子こみたいに懐かい柔じゆうできると思うなよ？　私は止まらないさ。止められない……お前らにだけはな」

　応こたえられない。

　気け圧おされてしまった自分を立て直すのに必死だった。

　景介が息を吐いたのは──巳代の姿が完全に見えなくなってからようやくのことだった。

「冗談じゃ……ねえよ」

　よくもまあ枯かれ葉はや木こ陰かげ野の慎しん一いちは、あんな奴やつと真っ向から冷静に渡り合えたもんだ。

　供きよう子このような不気味さはないし、秋あき津つのような不可解さはない。

　ただその代わりに彼女が持っているのは、純じゆん粋すいな、圧倒的なまでの、猛もう獣じゆうじみた凶きよう暴ぼう性せい。シンプルに本能へ訴うつたえかけてくるだけに始末が悪い。

　たった今、彼女自身が口にした通りかもしれない。

　あんな猛獣を飼かい馴ならす方法などないだろう。たとえ力で負かしたとしても、死ぬまで──殺してしまうまで、牙きばを剥むくのをやめないのではないか。

　いったいなにが彼女をそうさせているのか。鈴すず鹿かの種族としての本能ではない。もっと別の、強固なものによって突き動かされているような気がする。

　景けい介すけの頭の中はその疑問でいっぱいになっていた。

　だから、巳み代よがここを通りがかった理由については、考えられずにいた。
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　霧きり沢さわ景介と別れ、篠しの田だ医い院いんの駐車場を横切る。玄関の自動ドアを潜くぐろうとしたところで、巳代はそこに人影があるのに気付き、足を止めた。

「なにしてる？」

　柱に背をもたれさせた供きよう子こは、そのぶっきらぼうな声に短く応こたえた。

「愚ぐ妹まいどもの検診」

「あいつらか」

　一カ月前、枯葉によって、供子の妹たち──血ち沙さと血ち香かは片足を切断された。『つうれん』で受けた傷は、浸しん蝕しよくが止まってなお、鈴鹿特有の驚きよう異い的てきな恢かい復ふく速度を失わせる。接合手術を受けて無事に繋つながり退院したとしても、しばらくは経過を診みなければならないのだろう。

　とはいえそれは、巳代にとってナンセンスなものだ。

「面倒くさいな。すげ替えりゃよかったんだよ」

　身体からだを欠損したのであれば喪も着ぎを行えばいい。彼女はそういう意見の持ち主だった。

「あの年代の身体はなかなか手に入らない。しかもふたつ同時だからね」

　供子は薄く笑った。

　それはいつも他人に見せている陰いん惨さんさを混じらせたものではない。不気味さは拭ぬぐえないものの、ごく自然な雰ふん囲い気きだ。幼おさな馴な染じみである巳代は、この顔が供子本来の、素すの表情だということを知っている数少ないひとりだった。

「なあ、供子」

　そして巳代もまた、自分では意い識しきしていないにせよ、供子に対してはある種の気安さを持っている。口調がほんの少しだけ柔やわらかくなっていた。

「……お前、どうして木こ春はるを裏切った？」

　質問は単たん刀とう直ちよく入にゆうで、遠えん慮りよがない。

「ふん……なにを今更」

　対する供きよう子こもそっけなかった。

「気になってたんだよ、ずっと」

[image: ]

　言うと、供子は柱から背を離はなし、目を細め、

「……私は『このはな』だ」

「あ？　それが、どういう……」

「鈴すず鹿か暗あん役やくは、ただ頭とう首しゆのためにこそ存在する」

「あの依い紗さ子こを認みとめてるってことか？」

「まさか」

　どこか乾いた声。

「まあ、認めているかどうかなんて関係ないのは確かだね。私は『このはな』として生まれた。だから『このはな』としての責せき務むを果たす。それだけ」

　そんな供子に、深く嘆たん息そくしてみせる。

「そういうがんじがらめなところ、お前は枯かれ葉はの奴やつにそっくりだよ」

「否定はしない。気に食わないけど。……言ったのがお前でなかったら怒ってるところだ」

「は、ありがたいね、そりゃあ」

　ふたりは揃そろって、どこか諧かい謔ぎやくじみた苦笑を浮かべる。

　ひとしきりそうした後で、巳み代よはどこか気遣うような口調で、静かに問うた。

「それでも……お前がまだ制服着てんのは、木こ春はるへの義理立てだろ？」

　返事は、ない。

「本当に大人おとなになれないままくたばっちまったな、あいつ」

　木春。

　本来の次じ期き頭とう首しゆであり、同時に、成長しない病やまいに冒おかされていた、巳代と供きよう子この幼おさな馴な染じみ。

　供子が制服を脱がないのは──次へと進もうとしないのは──死んだ木春を偲しのんでのことだろう。同時に、彼女を裏切ってしまったことへの罪ざい悪あく感かんを、そうすることで律りつしているのかもしれない。少なくとも巳代は、そう考えたのだった。

「お前は悔くやんでいるの？　叛はん乱らんに加担したことを」

　供子が巳代を一いち瞥べつした。

「くだらねえ質問だな」

　巳代は肩を竦すくめ、一いつ笑しように付ふす。

「あの夜、たくさんの奴らが死んだ。叛乱を起こした方も、起こされた方も。でもそんなこと、私にとっちゃあ覚悟の上だ。そして私は今も生き残ってる。……それが答えだ」

　実際、焼やき討うちに加担した者の半数以上はその夜のうちに死んでしまっている。本家側と相打ちになった形だ。もはや途と絶だえた分家よりも残っている分家を数えた方が早く、種としての鈴すず鹿かの一族は──このまま滅ほろぶしかないだろう。

「繁はん栄えい派は、ってのが笑えるな。神楽かぐらもふざけた名前を付けたもんだ。あんだけ殺し殺されといて繁栄もなにもありゃしねえ。本気で再さい興こうできるとでも思ってんのかね」

　半なかばひとりごとめいた言葉に、供子はなにも言わなかった。

　だから巳代も微かすかな溜ため息いきを吐つき、会話をやめて踵きびすを返す。

　病院の自動ドアが開いた。

　巳代は玄関へと入っていく。

　再び柱へと背を預けた供子に、軽い一瞥を送りながら。




　自動ドアが閉まり、巳代が中へ消えたのを確認し、供子は薄く笑む。

「言う通りだね、巳代。私はがんじがらめだ。縛しばられている。でもね……」

　小さな呟つぶやきは無む論ろん、相手に聞こえるはずもない。

　だからそれは、まるで自じ嘲ちようのようだった。

「お前だって縛られてるんだよ。私とは別のものに」

　日が暮れようとしている。

　病院の周囲は静けさだけが際立っていて、おまけに肌寒い。

　それでも供きよう子こは身み震ぶるいひとつせずに、妹たちが出てくるのを待っていた。
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『そういう訳わけで、明日あしたはよろしく頼む』

「……なに言ってんの。あたし、行かないわよ」

　携帯電話越ごしに聞こえてくる霧きり沢さわ景けい介すけの声に、木こ陰かげ野の棗なつめは微かすかな溜ため息いきを吐ついた。

　週末の午後八時、風呂上がりに火ほ照てった身体からだを手で扇あおぎながらの会話だった。

　はしたなくも下着姿なのはもちろん景介の知るところではない。相手はこちらを女扱いしていないし自分もこいつを男扱いしていないとはいえ、さすがにそんなことをわざわざ告げて女としての最後の砦とりでを自ら陥かん落らくさせる必要はないというのが棗の考えだ。

『っても、万が一ってことがあるだろうが』

「ふざけてんの？　霧沢」

　そして電話の向こうにいる男は、実に男らしくない相談を持もち掛かけていた。

「あたしに、あんたたちのデートにのこのこついて歩けっていうの？」

『いや、だからデートって訳じゃ……』

「だからあんたはダメなのよ……」

　さすがに呆あきれて開いた口が塞ふさがらない。

　景介の相談はこうだ。曰いわく、枯かれ葉はが落ち込んでいるのを慰なぐさめてやりたい。明日、街に買い物にでも連れて行こうと思う。ただ、さすがにこの時期、無む防ぼう備びに出歩くのは危険な気がする。よってお前もついてきてくれないか──。

　それに対し、まずは棗が「甲か斐い性しようなし」と罵ののしった。

　そういう時はふたりっきりで時間を過ごす以外にあり得ない。バカか、と。

　けれど景介は「危険だ」というのを理由に食い下がる。せめて近くにいてくれと主張する。

「いい、よく聞きなさいよ」

　仕方ないので声を低くし、説教モードで、

「枯葉が落ち込んでるのはあたしにもわかる。どうにかしなくちゃって思う」

『だったら……』

「だったら、じゃないわ。枯葉を励はげますのはあんたの役目じゃないの？」

　棗は、言ってやった。

「霧沢、この前のあたしと同じじゃない。あんたがやるべきことをあたしたちが代わりにやって、それで構わないっての？　あんたはそれでいいの？」

　一週間前の復ふく讐しゆうであり、恩返しだ。

　通つ夜や子ことのことで迷っていた棗なつめは、景けい介すけにこうして叱しつ咤たされた。

「そりゃあね、あたしだって枯かれ葉はのことは心配よ。型かた羽はや檻おり江えさんもそうでしょ。でも、あたしたちが励はげまして、それで元気出しても意味ないの。あんたがそうしなきゃ、意味ない」

　景介は神しん妙みように聞き入っている。棗の口調も真剣味を帯びてくる。

　ベッドの上に腰こし掛かけ膝ひざを組み替えながら、

「あんた、枯葉のこと好きなんでしょ？　だったら……」

　しっかりやりなさい。そう言おうとした時だった。

「……え？」

　いつの間にか目の前に立っていた気配に、棗は気付く。

「ちょ、ちょっと、母さんっ!?」

　反射的に携帯電話の通話口を手で押さえ、叫ぶ。熱中していてまったく気付かなかった。

　母の薊あざみが部屋に入ってきていて、呆あきれ顔で棗を見下ろしていた。

「あんたねえ……」

　母は言った。

「なに、下着姿で男友達の恋の相談に乗ってんの？」

「え、あ、いや」

　狼ろう狽ばいのあまり言葉が出てこない。

「まったく。わが娘ながら色気のいの字もありゃしない」

「っ、そん、な……って、そうだ、なに勝手に部屋に入ってきてんのよ！」

「夕ご飯。何回呼んだと思ってんの？」

　一般的な母親として実にありがちな反論だった。

『……木こ陰かげ野の？』

　携帯越ごしに景介が怪け訝げんな声をあげる。途と端たん、下着姿でいることを妙みように意い識しきしてしまった。というか、まさかさっきの母との会話、聞こえてはいなかっただろうか。

「……、そういうことで！　明日あしたはあんたひとりでちゃんとやりなさいよ！」

『え、おい待てよ、まだ話は……』

　電話を切る。羞しゆう恥ち心しんで顔が熱あつくなっているのが自分でもわかった。

「あら、もういいの？」

「うるさいっ、服着るから出てけ！」

　怒ど鳴なりつける。母は肩を竦すくめて「ご飯食べちゃいなさい」と捨すて台詞ぜりふを残し踵きびすを返した。

　棗は額を押さえつつ、大きな溜ため息いきを吐ついた。




　そういう訳わけでパジャマを着て居間に降り、せめてもの反抗としてふくれ面で食事を始める。が、元々根に持つような性格をしていない。相手が肉親であればなおさらだ。食べ終わった頃ころにはさっきのことを水に流し、皿洗いをする母の背中に話し掛かけていた。

「ねえ、さっきの話、聞いてたの？」

「聞いたんじゃないわよ。聞こえたの」

「一緒じゃない……。ね、母さんはどう思う？」

　棗なつめは率直に尋たずねた。

「そうねえ」

　水道を止め、エプロンで手を拭ふきながらこっちを向く母。

「枯かれ葉はに関してはあんたの言う通りよ。でも、危険なことは確かね」

「やっぱ、そうかな」

「状じよう況きようが状況だしねぇ」

　椅い子すに座り、棗と向かい合う。どこか真剣な顔をしていた。

「今は『つうれん』が向こうの手にあるし、用心に越こしたことはない」

『つうれん』──一族殺しの宝ほう刀とう。

　母は続けた。

「これは父さんが言ってたんだけど……たとえば『つうれん』を鋳溶かして、一部を針に仕立てなおせば、人混みの中で簡単に暗殺ができる」

「そんなこと……」

　棗は愕がく然ぜんとした。考えたこともなかった。

「鈴すず鹿かには思い付かないわね。でも、人間ならそうするだろう、って。そして、秋あき津つ依い紗さ子こは私たちと違って、そういう人間みたいな策が思い付く娘こなんでしょう？」

「……、うん」

「向こうも顔が割れてる訳わけだし、衆しゆう人じん環かん視しの中でってのは簡単じゃないはずだけど……用心しておくのに越こしたことはないと思うわ」

「そっか。そうよね……」

　母の意見にしばらくの間考え込んでいたが、やがて、

「……あ」

　降ってわいたように妙みよう案あんが閃ひらめく。

「うん。これでいこう」

　頷うなずくと、立ち上がった。

　いい考えだ。完かん璧ぺきとすら言える。

「……『これでいこう』って、どうするの？」

　怪け訝げんな顔をする母に、にやり、と、悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべた。

「ふたりきりにするのは危ないけどデートの邪じや魔まはしたくない。だったらやることはひとつ」

　この案なら、矛む盾じゆんする双方をきっちりやり遂とげられる。なにより──楽しそうだ。

　そうと決まれば、準備をしなければならない。

「ごちそうさま！」

　棗なつめは二階の自室へと駆かけ上がる。

　なんだかちょっとわくわくしてきた自分を、不ふ謹きん慎しんだと恥はじつつも。
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　そして次の日の早朝、夜明け前。

　石造りの地下室だった。

　十帖じようほどの広さを持ったその空間は、半分ほどが白木の檻おりで仕切られている。つまり、地下に建造された座ざ敷しき牢ろうだ。壁に取り付けられた燭しよく台だいは蝋ろう燭そくの明かりが灯ともされてはいたが、それは部屋を照らすというよりも不気味さを演出する効果しか持たない。

　地下牢といっても、地上へ繋つながる階段を上がった先にもはや建物はない。そこに積み重なっているのは黒焦げの残ざん骸がい、大量の木炭たちだけだ。

　十七年前まで『迷まよい家が』と呼ばれ、十七年前を境に打ち捨てられ、そうして五日前に焼失した、古い和風の屋や敷しき──その焼け残った地下牢に、秋あき津つ依い紗さ子こはいた。

「……ここともお別れね」

　彼女の隣となりには、ひとりの少女が立っている。

　肩で切きり揃そろえた髪かみに華きや奢しやな身体からだ付きは、どこかあどけなさが残る。しかし、髑どく髏ろに群がる蝙こう蝠もりという醜しゆう悪あくな着物の柄と、側頭部に戴いただいた狐きつねの面は、対照的におどろおどろしい。

　少女の瞳ひとみに色はない。顔には表情もない。唇だけが微かすかに引ひき攣つっていた。

「ねえ、歩ほ摘づみちゃん」

　依紗子は少女の名を呼んだ。

「知ってた？　この世界を歪ゆがめているのは、愛なんですって」

　問とい掛かけに、彼女──歩摘は答えない。

　ただ僅わずかに視線を依紗子へ向け、二度ほど瞬まばたきをしただけだった。

「確かにそうかもしれないわね。だって私は、誰だれも憎にくくないし恨うらんでもいないんだもの」

　それでも依紗子は構わずに、まるでひとりごちるように語る。

「あなたもそう。そんなもの、もう捨ててしまった」

　向かい合い、指先を伸ばす。

　歩摘の頬ほおを撫なでる。

　陶とう磁じ器きよりも滑なめらかな彼女の肌が土気色なのは、蝋燭に照らされている故ゆえか。

「供きよう子こさんも残ざん酷こくなことを言うわね」

　両手で歩ほ摘づみの頬ほおを包み、くすくすと、可お笑かしそうに笑った。
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「この世界を歪ゆがめるのが愛って言うなら、霧きり沢さわくんへの愛だけで行動している私が……まるで歪んでいるみたいじゃない？　とんだ皮肉だわ」

　反応を見せない歩摘から視線を外し、その場でくるりと回れ右をし、

「でも、愛とか憎にくしみとか恨うらみとか……化け物がそんな感情を語るなんて、くだらない」

　失笑と冷笑の中間に、唇を歪ませた。

「愛も恋も、恨みも憎しみも、すべては人間のもの。人間だけのもの。化け物なんかに理解できる訳わけがない。供きよう子こさんが……いえ、供子さんだけじゃないわね。枯かれ葉はも、棗なつめちゃんも、あなたも。型かた羽はちゃんも、檻おり江えさんも。巳み代よさんも、通つ夜や子こさんも、双子たちも。そして、神楽かぐらも。人外の化け物どもが愛だの憎しみだの、滑こつ稽けいでしかないわ。……だってあなたたちがどんなに笑っても苦しんでも、所しよ詮せんは人間ごっこに過ぎないのよ？」

　夢見る少女のように。

　無む垢くな赤子のように。

　高こう慢まんな貴族のように。

　卑ひ屈くつな奴ど隷れいのように。

　疲れた娼婦のように。

　打算する女のように。

　依い紗さ子こは、複ふく雑ざつに笑う。

「私にはわからないわ。化け物たちが人間の振りをすることがわからない。だって、人間に憧あこがれている化け物がいるとしたら、私はなんなの？　人から化け物呼ばわりされて、化け物になるしかなかった私は何者なの？　莫ば迦かみたいじゃない、そんなの」

　笑う──。

「私は人間。あなたたちとは違う。だから、あなたたちの目もく論ろみになんて興きよう味みはない。神楽かぐらがなにを考えているのか知らないし、供きよう子こさんがなにを企たくらんでいるのかも知らないけど……それら全部を利用させてもらうわ。私が歪ゆがんでいるのなら、その歪みに巻き込んであげる」

　振り返り、歩ほ摘づみを再び一いち瞥べつした。

　彼女は一切の感情を見せず、まるで化け物のように幽ゆう然ぜんと佇たたずんでいる。

「さあ、行きましょうか。歩摘ちゃん」

　だから依紗子は、その化け物を促うながした。

　手を取り、引っ張り、階段へ向かって一歩を踏み出す。

「私の恋の成じよう就じゆのために、化け物退治と洒落しやれ込こみましょう」

　あくまで朗ほがらかな笑顔をたたえ、私は楽しんでいる、と自身に言い聞かせながら。




　──けれど、依紗子は知らない。

　幼い頃ころから、他人の喜き怒ど哀あい楽らくすべてを楽しんできた彼女は、気付いていない。

　憎にくい時でも人は笑えるのだという、当たり前の事実に。
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　　　　　　　　　　１




　土曜日は晴れだった。その爽さわやかさが実に憎にくらしい。

　景けい介すけは待ち合わせ場所の駅前に、憂ゆう鬱うつ半分高こう揚よう半分で向かっていた。

　結局昨夜は話し合いが中ちゆう途と半はん端ぱなまま、木こ陰かげ野のに押し切られてしまった。電話が切れた後で『いいから絶対にあんたが誘さそってふたりで行くこと。さもなくば殺す』と実に一方的かつ物ぶつ騒そうなメールが送られてきて、それきり。仕方ないので檻おり江え経由で迷まよい家がに連絡し、枯かれ葉はを誘い出した。彼女ははしゃぐでもなく、きょとんとしていたように思う。……その反応はまだ日曜日のショックから立ち直っていないということなのか、それとももっと別の原因だろうか。

　それにしても、デート、などと考えると変に緊きん張ちようしてしまう。

　前にも一度、型かた羽はの誕たん生じよう日びプレゼントを買いに枯葉とふたりで街へ出たことがあったのだが、その時は景介自身にあまりその気はなかった。

　今は違う。もうはっきりと自覚してしまっている。

　どうも自分はあの少女に、惚ほれてしまったらしいということを。

　幼い頃ころの記き憶おくを思い出してしまったのだから仕方ない。初恋の相手だったと考えればこれほど幸福なこともないではないか。いっそ運命だったのだと自分に酔ようのもいいかもしれない。

　だって、そうでも思わなければあいつは──普通に付き合うには厄やつ介かい過ぎる。

　バスから降りて待ち合わせ場所に近付き、遠目に枯葉の姿を確かく認にんして溜ため息いきを吐ついた。予想通りというか、ものの見事に周囲から浮いている。

　真まっ赤かな着物姿の美少女が浮かない田舎いなか町まちがあったら教えて欲しい。そこに引ひっ越こす。

「あいつ……ま、いいか」

　この前も同じように着物で街に来ていて思いきり目立っていたのに、懲こりなかったのか。いや、よく考えたら懲りようがない。あの時枯葉は周囲の反応に気付きもしなかったし、そんな彼女に呆あきれた景介はつっこむことを放ほう棄きしたのだから。

「景介」

　こっちの姿を見付けた枯葉が駆かけ寄よってきた。道ゆく人々がぎょっとしたり怪け訝げんな顔で注視してくる。テレビカメラを探す者すらいた。撮さつ影えいとかじゃねえよ。

　片手を挙あげつつ彼女の全身を改めて眺ながめる。

　鮮あざやかさの中に落ち着きが感じられる赤色だなと思った。

「唐から紅くれないだ」

　景介の視線に気付き、少しはにかんだように枯葉は言った。

　──からくれない？

　……『みずくくる』という単語が頭に浮かんだ。百人一首だった気がする。

　ちなみに、かつて人の社会に存在した唐から紅くれないに対する『高貴な色』という認にん識しきは、鈴すず鹿かの文化において今でも通用する。彼女たちは特別な時でなければこの色の着物を纏まとうことはない。

　つまり有あり体ていに言えば、枯かれ葉はは気合いを入れておめかししていて、そのことを照れながら告げていた──景けい介すけがそれを知るのは、もっと後のことだ。

　とはいえ、知識がなくても、似合っていると思った。

「いい色だな」

　適てき当とうな言葉が見付からなかったので素直に感想を述べる。嬉うれしそうに枯葉は笑った。

「じゃあ、行くか」

「うん」

　と、歩きだしかけてふと思し案あんした。

　数秒ほど迷う。けれどすぐに決心する。

　無言で、隣となりに立つ枯葉の手を握にぎった。

「……あ」

　枯葉は一いつ瞬しゆん驚おどろきの声をあげこっちの顔を見上げてきたが、景介がなにも言わないので、やがて戸と惑まどったように再び前を向いた。

　握った手の指に、微かすかな力が込められる。

　平へい静せいを装よそおっていた景介だったが、ばくばくと煩うるさい心臓を必死で制しつつ、こういうのって照れるな、などと、至し極ごく当たり前なことしか考えられずにいた。




　　　　　　　　　　※




「……み、み、みましたか！　て、て！」

　枯葉と景介がいる歩道から二十メートルほど離はなれた場所。

　街灯の陰かげに隠かくれる格好で、型かた羽はは背後に立つ檻おり江えの脇わきを肘ひじでつついた。

「見たよ。景介、やるね」

「やるね、じゃありませんっ！　てなんぞつなぎおって、ずうずうしい！」

　殆ほとんど無表情でそんなことを言う檻江を他よ所そに、怒いかり心しん頭とうといった調子で叫ぶ。たまたま近くを歩いていた中年のサラリーマンが、怪け訝げんと驚きよう愕がくの中間の顔でふたりを一いち瞥べつした。

　傍はた目めからは、さぞかし謎なぞのふたり組に見えるだろう。

　型羽は普段の白しろ装しよう束ぞくではなく、霞かすみ草そう柄のワンピースを着ていた。ただし両方の袖そでがだらりと垂たれている上に伸び放題の髪かみの毛と相まって、妙みようちくりんな西洋人形に見える。

　檻江は私服姿だが、元々の顔立ちがやや幼いのに加えて、ハンチング帽にオーバーオールという微び妙みように野や暮ぼったい格好をしているせいで、スリを生業なりわいにするストリートチルドレンみたいだった。昔のイギリスにいそうだ。

「けいすけおにいさま、ゆるすまじ……」

　どうも枯かれ葉はと仲良くしているのが許せないらしく、型かた羽はが牙きばを剥むいてふたりのところへ乱入しようと身構える。檻おり江えが襟えり首くびを掴つかんで止めていなければ、二十メートルの距きよ離りは一いつ瞬しゆんで詰められてしまうだろう。……ついでに、尾行がばれる。

　檻江たちが棗なつめから連絡を受けたのは、昨夜のことだった。

　枯葉を元気づけるために、明日あした、景けい介すけがデートに誘さそう。しかし現状、街中といえども油断できない。敵が襲おそってくるかもしれない。ついてはふたりに遠くからの監視をお願いしたい──型羽はデートそのものに反対したが、結局棗に押し切られてしまった。

　かくして檻江と型羽のふたりで、枯葉たちを遠巻きに見守っているという訳わけである。

「距離を詰め過ぎないようにして」

　檻江が、息巻いている型羽を制す。

「見付かっちゃ、意味ないよ」

「しかし、おりえおねえさま……わたしには、てきよりもけいすけおにいさまのほうがきけんにおもえます。このままでは、かれはおねえさまのみさおがっ」

「……景介はそんな人じゃないよ」

　檻江はほんの少しだけむっとした。景介を貶けなされたせいだ。

「それに、枯葉、嬉うれしそうだよ」

「うー……」

　指し摘てきされ、反論できない型羽。確かに、時折見える彼女の横顔は笑顔だ。昨夜、枯葉がずっとどの着物で行くか迷いに迷っていたのも型羽自身がよく知っている。四時間ばかりあれでもないこれでもないと付き合わされたからだが。

　景介のことだって、認みとめていない訳ではない。

　ただ、やっぱり──いちゃいちゃしているのは、なんだか許せない。

「行くよ、型羽」

　複ふく雑ざつな顔をしていると、檻江が肩を軽く叩たたいてきた。

「見失っちゃ意味ない」

「そうですね」

　繁はん栄えい派はが襲ってこないとも限らない。

　型羽は唇を引き結ぶと、檻江と一緒に再び歩きだした。




　　　　　　　　　　※




　一方、型羽と檻江から三十メートル、枯葉たちから十メートル離はなれたコンビニの中。

　つまりやってくる枯葉と景介を前方から待ち構える形で、木こ陰かげ野の棗は雑誌を読むふりをしながら、歩道をこっそりと覗のぞき見していた。

「……あいつら、目立ち過ぎ」

　尾行を開始した檻おり江えと型かた羽はを見み遣やりつつ小さく呟つぶやき、溜ため息いきを吐つく。

「檻江さまは、変装、すると、仰おつしやって、おりましたが」

　棗なつめの隣となりで棒立ちに控える棺かん奈なが、説明するように言った。

「あれで？　いや、確かに変わった格好だけどさ……」

　棺奈を一いち瞥べつし、

「……あっちの服装も、棺奈みたいにあたしが見み繕つくろえばよかったかも」
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　彼女はいつもの着物にエプロンではない。棗の母から借りてきた、落ち着いた感じのシックな洋装だ。棗も普段あまり穿はかないミニスカート姿で、印象を変えてある。

　棺奈の仕草や行動から侍じ女じよっぽさがまったく抜けていないことに目を瞑つぶれば、傍はた目めには姉妹か、或あるいは歳の離はなれた友人かといった感じだろう。

「昨日きのう、枯かれ葉はの様子どうだった？」

　雑誌から顔を離し、棗は棺奈に尋たずねる。

「はい、お嬢じようさまは、複ふく雑ざつな、ようでした」

「やっぱ、そうか……」

　実際のところ、デート程度でなにもかもを忘れられるようなら苦労はしない。枯葉が抱えている問題は多く、しかもどれも根が深い。

『つうれん』が奪うばわれたことへの自責。何な故ぜ歩ほ摘づみが依い紗さ子こと行動をともにしているのかという不安。そして、神楽かぐらと母親の顔がそっくりだったことに対する疑ぎ念ねん。無理して気丈に振ふる舞まっていたここ数日間は、見ていて痛いたましくなるほどだった。せめて一時でもそれらを忘れることができればと思うのだが──さすがの枯かれ葉はもそこまで単純ではないだろう。

　と、枯葉と景けい介すけがコンビニの前へと差さし掛かかる。

　棗なつめは息を呑のんだ。

　枯葉の横顔。なにごとかを景介と話しつつ、歩いていく。

　多少なりともリラックスしていたらいいな、そう思いつつ様子を窺うかがう。

　窺い──、

　一歩、二歩、三歩。

　ウィンドウ越ごしから姿が見えなくなり、

「……棺かん奈な？」

　棗は、言った。

「はい」

「枯葉、どう見えた？」

「はい」

　こくりと頷うなずいた棺奈は、無感情に淡々と分析した。

「お嬢じようさまは、非常に、浮かれて、いらっしゃる、ご様子でした」

「……あのさ、棺奈」

「はい」

「実は、あたしにもそう見えたんだけど」

　なんだかイラっとくるくらい、めちゃくちゃ嬉うれしそうだった。

「棗さま」

　首だけでこっちを向き、直立不動で棺奈が補ほ足そくする。

「お嬢さまは、景介さまの、ことになると、お悩みも、吹き飛ぶ、ようで、ございます」

「みたいね」

　溜ため息いきを吐つく。心配していたのがバカみたいだと思えるほど、効果覿てき面めんなデートだ。

「……、ま、いいか。浮かれてるんならそれはそれで」

　気を持ち直す。そもそも枯葉の監視が目的なのではない。万が一、枯葉たちが敵から襲しゆう撃げきを受けた時に対応するのが自分たちの役目だ。

「よし。じゃあ行こうか、棺奈。型かた羽はたちが後をつけつつ、あたしらは先回りする」

「承しよう知ち、しております、棗さま」

　枯葉たちがどこへ行くのかは事前にそれとなく尋きいている。気き紛まぐれで予定変更もあるだろうが、その辺はこちらが臨りん機き応おう変へんに対応しなければならない。

　棺かん奈なを促うながし、棗なつめはコンビニを出た。

　ちなみに読んでいた雑誌は、なんとなくコンビニに申もうし訳わけないので買った。
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　どうしてこんなことになっちまったんだろう、と。

　景けい介すけはマラカスを振りながら心中で首を傾かしげた。

　デート開始から四時間ほど、昼の二時過ぎ。

　目の前では枯かれ葉はがマイクを手に、クイーンを熱ねつ唱しようしていた。

　けっこう上う手まい。しかし歌詞は出で鱈たら目めだ。英語が読めないくせにクイーンだのドアーズだのニール・ヤングだのばかり歌っている──「にゃーにゃーにゃー」と空耳で。

　枯葉がカラオケボックスに興きよう味みを示したのは、偶ぐう然ぜんだったのかそれとも必然か。

　そもそもデート開始時点から、兆ちよう候こうはあった。街に慣れていないこいつは目に入ったものすべてに容よう赦しやなく食い付くのだ。看板のひとつひとつに「あれはなんだ」とか、ティッシュ配りに「あの者はなにをしているのだ」とか。

　だから午前中は駅前にある大型デパートの中を見て回ることにした。以前、型かた羽はの誕たん生じよう日びプレゼントを買った際にも入ったことのある建物だから説明がいらないと思ったのだ。……普段なら絶対立ち寄らないであろう着物売り場に行くことになり──どうも、一度めの来訪の際に気になっていたらしい──そこに陳ちん列れつしてあった和風の髪かみ留どめのひとつを気に入って結局買ってやる羽目になったのだがまあそれはいいとしよう。

　昼食もデパートの中で済ませ、午後になって再び街をぶらつこうと思ったのがよくなかったのかもしれない。正直、景介も気が緩ゆるんでいた。

　途中で見み掛かけた『カラオケ』という看板に対しての質問。

　カラオケという遊ゆう戯ぎのことを説明してやった瞬しゆん間かん、目付きが変わった。

　きらきらと子供のように輝かがやく瞳ひとみは、明らかに「入りたい」と言っていた。……無視するには段ボールに入った捨て猫ねこを平気で放置するくらいの冷れい酷こくさが必要だっただろう。

　当然、景介はそんなことなどできなかった。

　ちなみに、店員は明らかに戸と惑まどっていた。当たり前だ。鮮あざやかな着物を纏まとった美少女と冴さえない少年とのふたり組がやってきたら、景介が店員でもびっくりする。

　部屋に入ってからも、照明スイッチだのテレビだのカラオケマシンだのスピーカーだのリモコンだのにひと通り食い付いて、曲を入れるまでに二十分かかった。

　かくして、歌い始めてから四十分ほど。未いまだに景介は一曲も入れていない。

　まあいいか、とも思う。

　歌うことはストレス発散になるだろうし、景けい介すけも別に退たい屈くつではない。

　曲が終わり、音楽が止まった。ちなみに『キラー・クイーン』だった。

「……はあ」

　枯かれ葉はがすっきりしたように息を吐き、マイクをテーブルに置いた。

「どうした？　疲れたか？」

　問うと、微び笑しようして、

「うん、少し。……あと、喉のどが嗄かれてしまった」

「飲み物でも頼むか。なにがいい？」

　曲目の載のった冊子の下からメニューを引っ張り出す。と、枯葉の目が見開かれた。

「……なんだ、それは？」

「え？　ああ。飲み物とか食い物、頼めるんだよ」

　そういえば説明していなかった。メニューの中から好きなものを選んでインターホンで頼むと持ってきてくれるんだよと教えた刹せつ那な、

「……、景介！　そこに載っている写真は、ぱ、ぱふぇか!?」

「え？」

　景介からメニューを奪うばい取とり、枯葉が叫ぶ。

「なんだこれは……けーきまであるではないか！　どうしてこれの存在を隠かくしていた！」

「いや、隠してたって……」

「なんということだ。こんなにたくさん種類があると選びきれん」

　もはや頼む気満々だった。飲み物のことなどすっかり頭から消えているらしい。

「お前、ちょっと待て。さっき昼飯食べたよな？　でかいハンバーグの和食セット」

　この小さな身体からだのどこにそんなに入るのかという食いっぷりだった。

「心配するな、甘いものは別腹だ」

「いや、デザートも食ったよな？　ジェラート三段重ね」

　こっちはデパートを出た直後、露ろ店てんで買った。

「うん。でも、ぱふぇもけーきも食べていない」

「なんだその理り屈くつはっ」

　駄だ目めだこいつ。満腹中ちゆう枢すうがいかれてやがる。

　仕方ないので理性を攻めることにする。

「いいのか？　虫歯になるぞ？」

　ちょっと意地悪に脅おどすと、顔をしかめ、

「むー、お前も棺かん奈なみたいなことを言うのだな」

「棺奈と一緒で、心配してんだよ」

「お前だけはそんなこと言わないと思っていたのに……」

　続いて悲しそうに唇を尖とがらせた。

　そんな顔をされたのでは、反対できない。……ああ畜ちく生しよう、こいつ狙ねらってやってんのか？

　景けい介すけはあっさりと白旗を揚あげる。

「仕方ねえな……。でも、どうしても食いたいなら、ひとつだけにしろ」

　ただし全面降伏する気はない。この調子だと、欲望のままに山ほど頼んで結果残してしまうという四歳児も真まっ青さおな未来が目に見えている。

「こんなにあるのにひとつだけしか駄だ目めなのか？」

「……っ」

　上うわ目め遣づかいで乞こうようにこっちを見てくる仕草に思わずどきりとするが、ここで甘やかしてはいけない。そもそも景介の財布の中身にも限界があるのだ。

　少し考えた後、

「俺もひとつなにか頼むから。それを半分こすればいいだろ？　そうしたらふたつ食える」

「おお、そうか、なるほど！　お前は頭がいいな！」

「いや、そんなんで褒ほめられても嬉うれしくないんだが……」

　それでようやく納得したようだった。真剣な形ぎよう相そうでメニューを凝ぎよう視しし始める枯かれ葉は。

「つーかお前、この前の飴あめ玉だまといい、甘けりゃなんでもいいのかよ」

「ん、なにか言ったか？」

　もはや聞いていなかった。

　景介は苦笑し「なんでもない」とソファに背を預ける。

　飲み物はさすがにジュース類じゃなくて烏龍ウーロン茶ちやかなにかにしよう、などと考えながら。




　　　　　　　　　　※




　どうしてこんなことになってしまったのやら、と。

　型かた羽ははストローをくわえながら難しい顔をした。

　デート尾行作戦開始から、既すでに四時間以上が経過している。

　だが、今は何な故ぜか──型羽の目の前で、棗なつめがマイクを手に『天あま城ぎ越ごえ』を熱ねつ唱しようしていた。

　ぶっちゃけ、そんなに上う手まくない。しかもさっきから演歌ばかり歌っている。

　それもこれも、景介と枯葉がカラオケボックスなんかに入ったせいだ。ふたりを追つい跡せきする型羽たちも、外で出てくるのを待つ訳わけにもいかず入店する羽目になった。

　だが、ついでだからということで棗と棺かん奈なを合流させたのが運の尽きだった。

「暇ひまだから誰だれか歌わない？」と棗が言いだした。誰も手を挙あげなかったので、なんの気なしに型羽は「なつめおねえさまがうたってはどうですか？」と切り出した。その結果がこれだ。

　……つまり原因を作ったのは型羽自身の迂う闊かつなひと言だった訳わけだが。

　室内を見渡した。

　檻おり江えはどうでもよさそうにタンバリンを揺らしている。棺かん奈なは棗なつめの歌など知ったことかと言わんばかりに、ドアに張り付いてガラス越ごしに外の様子を窺うかがっている。三つ先の部屋にいる枯かれ葉はたちがカラオケを終えて出てくるのを律りち儀ぎに待っているのだ。

『天あま城ぎ越え』が終わった。

　棗は満足したようにマイクを置くと、手て許もとのオレンジジュースを飲み干した。

「ねえ、誰だれか歌わない？」

　部屋を見回しながら言う。

「あの、なつめおねえさま……」

「あ、型かた羽は歌う？　じゃあ、はいこれ」

　厚い冊子を渡される。

「いや、これ、えんかげんていのやつなんですけど……」

「あ、ごめんね。うっかりしてた。はい、こっちなら全部載のってるよ」

「……って、ちがう！　そうじゃなくてっ。その、こんなことしていていいのですか？」

　自分たちは遊びにきている訳わけではないのだ。

「え、ああ……、うん、大丈夫だって。心配いらないよ」

　泳がせた視線と、一いつ瞬しゆんの間を型羽は見み逃のがさなかった。完全に目的を忘れていたに違いない。

「ほら、ここって密室じゃない？　人混みの中よりは安全よ。それに、午前中でもうみんな疲れちゃってるでしょ？　休きゆう憩けいするいいチャンスだって」

「いえ、それはそうですが……」

　なまじ筋が通っているだけに反論できない。

　肉体的にはともかく、精神的には棗の言う通りだ。型羽はかなりの疲ひ労ろう感かんを覚えていた。

　だいたい、景けい介すけがでれでれと枯葉の手を握にぎって歩くのを見るだけで苛いら々いらするのに、挙あげ句くの果てにプレゼントまで。枯葉は物で釣つられるほど安い女ではない。頭に血が上って、尾行を忘れて飛とび掛かかりかけた。檻江さえ止めなかったらあの人間を血祭りにできていたのに。

　昼食の時もそうだ。ナイフとフォークの使い方がわからない枯葉にわざわざハンバーグを切り分けてやっていた。そんなことで枯葉の心が掴つかめると思っているのか。

　──実際、枯葉は物で釣られていたし心も掴まれまくっていた様子だったのだけど、型羽は見なかったことにしていた。というか、見たくなかった。色ボケした枯葉なんて。

　その手の苛々を募つのらせずに済む分、カラオケボックスはマシかもしれない。ただ、枯葉と景介が密室にふたりきりでなにをしているのかというのが気になって仕方なくはある。その上、こうまで演歌のオンパレードではリラックスできそうにない。

「次はどうしよっかな。……やっぱ『昭和夢つばめ』かな」

　棗が再び冊子を手に取る。

　型かた羽はは目を細めた。正直、もう演歌はうんざりだ。

　とはいえ代わりに型羽がマイクを持つ訳わけにもいかなかった。そもそも音楽など殆ほとんど聴かないから曲を知らない。唯ゆい一いつ知っているといえば、日曜の朝にやっているアニメ『凡才魔女ぐるるちゃん』の主題歌だったが──考えて、即座にやめた。

「あ、その……おりえおねえさま、うたってはいかがですか？」

　檻おり江えにそれとなく助けを求める。

　彼女はよく、暇ひまな時に詩を諳そらんじていた。あれにはメロディも伴ばん奏そうもないが、たいして変わりはないだろう。歌が嫌きらいではないはずという期待を込めるが、

「私、カラオケ初めてだから」

　やはり、そっけない答え。

「しっているきょくとか、ないのですか？」

「そうだよ、檻江さんも歌ってみれば？」

　棗なつめが乗ってきた。さすがにワンマンステージは遠えん慮りよがあったのか。

「……私が？」

　目をぱちくりとさせる。

「うん。番号言ってもらえれば入れるから」

　檻江はしばし視線を宙に固定していたが、やがて無表情のまま差し出された冊子を受け取ると、矯ためつ眇すがめつしながらぱらぱらとめくり始める。

　型羽は密ひそかに、ほっと息を吐いた。

　同時にちょっと楽しみになる。檻江の声は美しい。詩を諳んじていると、景けい介すけでなくても思わず聞き入ってしまうほどだ。きっと歌も上う手まいだろう。棗の演歌が悪いとは言わないが、さすがにこのまま連続で聴かされるのは勘かん弁べんして欲しい。

「あ、これ、知ってる」

　檻江がページをめくる手を止めた。

「何番？」

　棗が、檻江の口にした番号をリモコンで入力する。




　三十秒後、山やま崎さきハコの『呪のろい』によって型羽たちの部屋が恐きよう怖ふのどん底に叩たたき落とされた。
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　カラオケボックスを出たのは午後四時を過ぎたくらいだった。

　結局あの後、なんだかんだで押し切られてしまい、合計四品ほどパフェだのケーキだのを頼む羽目になってしまった。枯かれ葉はが幸せな顔をしていたからいいやと思おうとしたのだが、正直なところ、けっこう財布が痛いたい。

　カラオケそのものに関しては、三時間いて景けい介すけが歌ったのは三曲ほどだった。……たぶんこいつは、カラオケがどういう文化であるかを決定的に理解し損なってしまったような気がする。今度大人数で行くことがあればひと言注意しておかなければいけない。ありゃみんなで順番を守って歌うものなんだぞ、と。

　ともあれ、それなりに楽しくはあった。

　さすがに今の状じよう況きようで遅くまで遊び歩くわけにはいかない。今日きようはこの辺で切り上げ、再び駅まで戻ることにした。乗るバスはそれぞれ別方向のものだから、そこでお別れだ。

「楽しかったか？」

　道すがら尋たずねると、枯かれ葉はは笑顔で頷うなずいた。

「うん。髪かみ留どめも買ってもらったし。ありがとう、大事にするぞ」

「安物だけどな」

「値段の問題ではない。お前に買ってもらったというのが重要なのだ」

　相変わらずこっ恥ぱずかしいことを堂々と言ってくる。が、最近どうも麻ま痺ひしてしまったらしい。照れるとかではなく、素直に『嬉うれしい』と感じている自分がいた。

　駅前のバスターミナルに辿たどり着つき、時刻表を確かく認にんした。

　景介が乗るものは二十分後、枯葉のは十五分後。ターミナルといっても所しよ詮せんは田舎いなか町まち、土曜日ということもあり本数は少ない。

「まだちょっと時間あるな」

　ベンチに並んで腰こし掛かけた。と、

「……景介」

　隣となりに座った枯葉が、ぽつりと──それまでとは違った、どこかかしこまった声で言った。

「ありがとう」

「ん？」

　とぼけてみたが、

「妾わたしを励はげましてくれるためだろう？　今日きようのは」

　やはり察していたらしい。

　景介の手が握にぎられた。そして肩にそっと頭を乗せ、寄より掛かかってくる。

「妾は、不安でたまらない。母さまのこと、歩ほ摘づみのこと、『つうれん』のこと……開き直ってしまえとここ数日何度も頑がん張ばったけど、できなかった」

「当たり前だ。……そう簡単に開き直れるもんじゃねえよ」

　肉親、親友、そして頭とう首しゆとしての立場。すべてが枯葉に牙きばを剥むいているのだ。表向きででも取とり繕つくろっていられること自体が、景介にとっては感きよう嘆たんに値する。

　緊きん張ちようの糸が緩ゆるんだのか、枯葉はぽつぽつと、弱い声で話を始めた。

「あれは母さまなどではない、神楽かぐらだ。そう思いたい。でも、だとしたら妾わたしのあの記き憶おくはなんなのだろうな？　何な故ぜ、母さまは姉ねえさまを……見間違いであればいいのに」

「お前があの夜に見たのは、屋や敷しきに討うち入いりした神楽だったんだよ。神楽が、お前の姉貴を、その……襲おそってたのを、炎の中で見間違えた、そう考えろって言ったろ？」

　それは現段階の情報の中で説明できる、最も有力な仮説だ。週明けにも景けい介すけは枯かれ葉はに話している。もちろん、里の焼けた夜の時点で神楽が身体からだを持っていたとしたら、一週間前のあれはなんだったのだという疑問も出てくるが──景介たちが先週の日曜日に見た女は神楽ではなく枯葉の母親だなどと考えるよりは、遥はるかに合が点てんがいく。

「歩ほ摘づみはどうして、依い紗さ子このもとにいるんだろうな。やはり妾の言葉はあやつに通じなかったのだろうか。あやつは、妾を憎にくんでいるのかもしれない。……『つうれん』も奪うばわれてしまった。妾が頭とう首しゆを名乗るのは、もはや滑こつ稽けいだ」

「関係ねえよ。日ひ崎ざきも『つうれん』も、奪い返せば済む話だ。お前が言ってただろ？　裏切られても構わないって思えるのが親友だ、って。あいつがまだ人間を憎んでるなら、ふざけるな、って無理矢理こっちを向かせりゃいいんだ」

　笑って励はげましてみせながらも、自分の無力さを痛つう感かんする。

　こんなこと、口で何度言って聞かせても、枯葉の傷を癒いやせはしない。

　心には──言葉ではどうしても届かない領りよう域いきが、存在するのだ。

「……こんな愚ぐ痴ち、次期頭首たる身が口にすべきではないのはわかっている。でも、お前になら弱音を吐ける。お前にだけは甘えていられる。許してくれな」

「なに言ってんだ、莫ば迦か」

　景介はたまらなくなって、枯葉の肩を抱いた。

「次期頭首とか関係あるか。お前の持ってる責任なんて、俺は知ったこっちゃない。……俺はな、お前が鈴すず鹿かの次期頭首だからこうしてるんじゃねえんだぞ？　だから、愚痴を吐きたい時は遠えん慮りよ無む用ようだ。立場なんて気にするな。弱音も大だい歓かん迎げいだ。お前は俺にとっちゃ、次期頭首とかそんな大たい層そうなもんじゃない。……ただの枯葉なんだからな」

　あの日、幼い頃ころ、雪の中で出会った少女。

　やたら偉えらそうで、笑うと可愛かわいくて、南なん天てんがないのにも気付かず「雪ゆき兎うさぎを作ってやろう」だなんて自じ慢まんげに口にした、間抜けな女の子。

　景介にとっての枯葉は、あの少女でしかない。

　鈴鹿の一族だとか、頭首だとか、内乱だとか。そんなもの二の次だ。

「大丈夫だ、きっとなんとかなる。ま、もし、頭首の座が秋あき津つに奪われても心配すんな」

　冗談めかしながら、それでも本気で、

「木こ陰かげ野のたちはお前についてくるし、それに……そうなったら、俺が婿むこに行くんじゃなくて、お前が嫁よめに来ればいいさ。一族のことなんか、忘れてな」

　──言った。

「けい……すけ」

　枯かれ葉はがこっちを見た。頬ほおに吐と息いきがかかる。

　景けい介すけもだから、彼女の瞳ひとみを見詰める。
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　僅わずか二センチの距きよ離り。通行人が背後を行き交っているはずだが、そんなもの知ったことか。

　ゆっくりと目を伏せる──いや、閉じる枯葉の、赤い唇に、景介は、




「……それいじょうは、わたしがゆるさ……むぐ！」




　背後、遠くで、なんだか聞き覚えのある声がして、寄せかけた唇が固まる。

「……景介？」

　枯葉が目を開けた。

「どうしたのだ？　その……あの、妾わたしは」

　顔を真まっ赤かにしてもじもじする。『期待していたものが来なかったけどもしかしてそれ自体が自分の勘かん違ちがいだったのだろうか』という、察するのすら申もうし訳わけない表情だった。

「違う。あ、いや、それは違わないんだが……ちょっと待て」

　ベンチを立ち、周囲を窺うかがった。思いの外ほか多い人通り。だがバス停自体はがらんとしていて、景けい介すけたち以外にベンチへ腰こし掛かけている者はいない。

　バス停の背後にはネットカフェと、旅行社の事務所。その隙すき間まには細い路地。

　路地の隙間、電柱の陰かげで動くものがある。

　ばたばたと揺れる服の袖そで。……腕よりも長い、だぶついた袖。

　どうも暴あばれているのを取り押さえられているようだ。そして取り押さえているのは、ハンチング帽にオーバーオールの少年──いや、少年ではなく、よく見れば、

「……檻おり江えさん!?」

　景介は叫んだ。枯かれ葉はもつられて立ち上がり振り返る。

「あ、……」

　名前を呼ばれ、型かた羽はを羽は交がい締じめにして口を塞ふさいでいた檻江が、反射的にこっちを向く。

　直後、さらりと言った。

「……私はここにいなかったことにして」

　いやそれ無理だから。

「むぐ！　むぐむ、むー！」

　じたばたと型羽が檻江の腕の中で暴れる。顔を真まっ赤かにしてこっちを睨にらみ付けていた。

「景介」

　枯葉が険けわしい声をあげた。景介とは逆の方向、道路を挟んだ反対側、遠くの一点を見み据すえ、

「棗なつめに電話をかけろ」

「え？　……ああ」

　携帯を取り出して言う通りにする。三コールめに、

『……もしもし？』

　通話が開く。何な故ぜか向こうの口調がぎこちない。

　瞬しゆん間かん、枯葉が景介の手から携帯をひったくった。

「姿を現せ、棗。お前のいるところはわかっている」

　数秒後、枯葉の視線の先に、果たして。

「マジかよ……」

　木こ陰かげ野のが、喫きつ茶さ店てんの陰から出てきた。

　続いてもうひとり。長身の女性で、洋装姿のあれは、

「棺かん奈なもか？　ってことは」

　景介は振り返り、檻江と型羽を再び一いち瞥べつし、すべてを悟さとった。

「……いつからだ？」

　檻江に問う。彼女の拘こう束そくを逃のがれた型羽が代わりに答えた。

「さいしょからすべてですっ。この……はくちゅうどうどういちゃいちゃとしおって！」

「逆ギレで白状してんじゃねええ！」

　檻おり江えがまた無表情で言った。

「景けい介すけ。私たちはここにいないから、続きしていいよ」

「よくねえよ！　いるよちゃんと！　見えるよ！」

「棺かん奈な、なんだその格好は!?　……棗なつめが着せたのか？」

　観かん念ねんして道を渡ってきたふたりに枯かれ葉はが詰め寄っている。

　頬ほおはさっきよりも遥はるかに濃く染まっていた。唐から紅くれないの着物もかくやというほどに。

　景介は頭を抱える。

　自分の顔もあのくらい赤くなっているということが、なんとなくわかったからだった。
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　それと同じ頃ころ。

　町外れ、篠しの田だ医い院いんのほど近く。

　国道沿いの道路を、巳み代よがひとりで歩いていた。

　相変わらずのファッションは田舎いなか町まちに不ふ釣つり合あいで目立っていたが、人通りはないに等しく、見み咎とがめる者はいない。国道を行き交う車の運転手が気付いたとしても通り過ぎるのはあっという間。巳代もわざわざ睨にらみ返したりはしなかった。

　歩を進める度たびに揺れる兎うさぎ耳みみに反し、視線は鋭い。相変わらずの他人を拒絶するような雰ふん囲い気きだ、と──その横にある公園に身を隠かくしていた秋あき津つ依い紗さ子こは、思った。

　木の陰かげから身体からだを出し、茂みをまたぎ、巳代の前へ立つ。

　彼女は依紗子を認みとめ、眉まゆをひそめて立ち止まった。

「……なんだ？」

「なんだ、とはつれないのね」

　腕を後ろ手に、巳代の方へと近寄っていく。

「せっかく待ってたのに」

「用事があるなら電話にしろ。……こんなところで待ち伏せするんじゃねえよ」

　口調は刺とげ々とげしい。明らかに機き嫌げんを悪くしている。

「……ったく。昨日きのうはたまたまだったからまだよかったものを」

「昨日？　昨日、なにかあったのかしら？」

「お前に言う義理はねえな」

　ち、と舌打ちしてそっぽを向く巳代に、依紗子は微笑ほほえんだ。

「いいじゃない、話してくれたって」

「用件はなんだ？　さっさと言えよ。電話じゃないってことは、別に急用でもねえんだろ」

「いいえ、急用よ」

　かぶりを振ると、相手は怪け訝げんな顔をした。

　だから──あと一歩前に出て、瞳ひとみを覗のぞき込む。

「ねえ、巳み代よさん。尋ききたいことがあるの」

「なんだよ、ったく……」

「愛しい人が二度と目を覚まさないって、どんな気分？」

　瞬しゆん間かん。

　巳代の全身に一瞬で、殺気が満ちた。

「……どこでそれを聞いた？」

「あなたの恋人……将来を誓ちかい合った相手。婚約者。あなたに似合わず、穏おだやかな人だったみたいね。でも、そのせいかどうかはともかく、同級生からの暴ぼう行こうを受けた。灰はい原はら吉よし乃のさんのように。或あるいは、型かた羽はの妹のように。……驚おどろくほどそっくりだわ。鈴すず鹿かはそういう人に惹ひかれる遺い伝でん子しでも持ってるの？　それともただ単に、世界に悪意が満ち満ちているだけ？」

「答えろっ！　なんでてめえが知ってる!!」

　胸ぐらを掴つかまれ、引き寄せられる。文字通り血相を変えて睨にらんでくる。

　けれど依い紗さ子こは構わない。

　構わず、続けた。

「だからあなたは人間を憎にくんだ。復ふく讐しゆうを許してくれない鈴鹿の里も憎んだ。そして叛はん乱らんに加担し、里を焼き……それから、仇かたきである人間たち六人を、その手で切り裂いた」

「それがてめえに関係あるのか!?」

「霧きり沢さわくんや型羽のことを殊こと更さらに気に入らなかったのは、彼らがあなたと違って、復讐という手段を選ばなかったから？　枯かれ葉はの父親……本家の婿むこを自らの手に掛かけたのは、復讐を許してもらえなかった恨うらみと、人間そのものに対する憎しみから？」

「……殺すぞ」

　図星だったのか。

　襟えりが伸びるどころか、破れてしまいそうなほど力が強められる。そして、さっきにも増して激はげしくなる怒ど気き。このまま挑ちよう発はつを続ければ恐おそらく巳代は言葉通りに依紗子を殺すだろう。

　自分たちの立場など関係なく、後先のことなどなにも考えず。

「いえ……立場なんて考こう慮りよするはずもない、か。あなたは元々、それだけが理由で繁はん栄えい派はに加担したんですものね。私を殺すことに躊ちゆう躇ちよはない」

　喉のどが潰つぶれそうな圧迫感を無視し、それでも笑みを絶やさず、

「恨み。憎しみ……。ねえ、巳代さん。私はそういうものを世界からなくしたいと思うの」

　スカートのポケットに、手を突っ込む。

　震える指先に握ったのは、携帯電話。

　持ち上げ、開き、アドレスを呼び出し、電話をかけた。

　ちゃんと巳み代よにも聞こえるように、スピーカーモードにして。

　数回のコールの後、回線が繋つながった。

『……もしもし？』

　陰いん鬱うつで、けれどどこか楽しそうな声。

「ああ、供きよう子こさん。そっちの首尾はどう？」

『もう終わった』

「あら、凄すごいわね」

　さすが鈴すず鹿か暗あん役やく、仕事が早い。

　いきなり取り出された携帯電話と、始まった会話に、巳代の殺気が弱まった。

「おい、なんだ？　供子か？　これは……」

『巳代？』

　スピーカー越ごしに供子が呟つぶやく。

　直後、咎とがめるように、

『依い紗さ子こ、どういうこと。お前が巳代と一緒にいる理由がわからない』

「大丈夫よ、心配しなくても。過か程ていが変わっただけ。結果に狂いはないわ」

「……てめえら、なにを言ってる？」

「ねえ、供子さん」

　依紗子は訝いぶかしげな顔をする巳代を無視し、電話の向こうにいる供子へ問うた。

「なにか巳代さんに言っておくこと、ある？」

　刹せつ那な、沈ちん黙もくがあった。

　しかしすぐに、

『……いや、ない。なにもない』

　無む機き質しつな返事。そして、

　ぶつり、と。

　電話が──切れる。

「あらまあ。冷たいのね」

　無音になった携帯電話を下げた。

「いえ……逆、かしら？　だったら滑こつ稽けいね。あの人にも感かん傷しようなんてものがあるなんて……」

「おい、依紗子！　なんなんだてめえは!?」

　こちらが喋しやべっているのを遮さえぎって、巳代が叫んだ。

　彼女の怒りと戸と惑まどいはとても愉ゆ快かいだ。ただいい加減、息が詰まって苦しかった。

　だから依紗子は、言った。

「巳代さん、教えてあげましょうか？」

「勿もつ体たい振ぶってんじゃねえよ！　意味のわからないことを……」

　彼女の眼を真まっ直すぐに見て、




「あなたは生いけ贄にえなのよ」




　それが、合図。

　公園から道路に影が一いち陣じん、躍おどり出た。

　薄く風が依い紗さ子この頬ほおを──いや、依紗子と巳み代よの間を撫なでる。

　衝しよう撃げきすらなく、唐とう突とつに呼吸が楽になった。だから、一歩退さがる。それでも巳代の右腕は未いまだ依紗子の胸むな許もとを掴つかんだまま、切断面から血の雫を落としつつ垂れ下がっている。

「え……？」

　巳代がきょとんとした。

　影が──巳代の右腕を切り落とした影が、小こ太だ刀ちを手に、依紗子の前に背を置く。

「あ……、……っ!?」

　腕がないことにようやく気付いた巳代。

　そして苦く悶もんとともに顔をあげ、

「な、……てめ、えは」

「ええ、そうよ」

　依紗子は彼女の代わりに、返事をした。

「『かいら』の娘、歩ほ摘づみ」

　かぶっていた狐きつね面めんを側頭部にずらし、歩摘が顔を巳代に晒さらした。

「お、まえ……なんで」

「『なんで』ですって？　巳代さん、あなたなにを言っているの？　私と歩摘ちゃんは友達同士なのよ。私の味方をしてくれるに決まってるじゃない」

　無表情な視線の歩摘に驚きよう愕がくし、巳代が叫んだ。

「依紗子……てめえ、歩摘になにをした!?」

「あなたに答える必要はないわね」

　笑いつつ、胸許にぶら下がった巳代の腕を毟むしり取とる。

　矯ためつ眇すがめつし、しかし捨てたりはしない。拾って再び繋つながれては困るのだ。

　依紗子は視線を公園へ向けた。

「ここじゃ目立つわ」

　歩摘にひと声かける。即座に彼女は行動を起こした。

　ゆらり、と。

　巳代に、斬きり掛かかる。

「……っ！」

　咄とつ嗟さに対応したのはさすがと言うべきか。巳み代よは残った左腕で『ものぬしの杖つえ』を握にぎる。

　伸長、硬質化。横よこ薙なぎの一いつ閃せんを受け止めた。

　だが、彼女は歩ほ摘づみを──鈴すず鹿か随ずい一いちの技量を舐なめている。

「なっ……が!?」

　横薙ぎと同時に放たれた蹴けり。防ぼう御ぎよなど意味をなさない。巳代はそのまま数メートル、道の横にある公園へと弾はじき飛とばされる。

　後を追って跳ちよう躍やくする歩摘を横目に、依い紗さ子こはのんびりと、巳代の右腕を弄もてあそぶ。これで国道を往いく車に殺し合いを見み咎とがめられることはない。

「……もっとも、車の中からこれを見ても意味がわからないかもね」

　ひとりごちた言葉通り、公園では既すでに、人同士ではあり得ない戦いが始まっていた。

　歩摘が地を這はうような疾しつ走そうから巳代の足を狙ねらって斬きり付ける。

　それを飛びつつ躱かわす巳代。同時、歩摘の身体からだが跳はね上がり、空中で動きの取れない隙すきを狙う。が、巳代は『ものぬしの杖』を伸ばし、背後のジャングルジムへと巻き付ける。そのまま鞭むちを収しゆう縮しゆくさせ、勢いきおいを利用しジャングルジムの上へ。

　歩摘が立ち止まり、見上げた。

「……歩摘、てめえっ！」

　怒ど号ごうとともに『ものぬしの杖』が振るわれる。

　上方から、蛇へびのように。人間の依紗子には音速を超こえた不規則な軌き道どうなど読めないが、歩摘は僅わずかに身を捩よじらせただけだった。着物の繊せん維いすら裂さけない。

「無む駄だよ、巳代さん」

　彼女の代わりに依紗子は笑った。

「それが歩摘ちゃんの本当の実力。稽けい古こですら負け知らずだったんでしょう？　それに加えて倫りん理りや感情なんて無駄なものをすべて捨て去った結果がこれなのよ」

「ち……っ！」

　ジャングルジムの天辺まで一足飛びに跳躍してきた歩摘に、巳代は対処できない。小こ太だ刀ちの一いち撃げきをかろうじて受けたものの、もんどりうって落下する。

　転げ落ちながらも体たい勢せいを整え、空中からの突きを躱したのはたいしたものだ。

　連続、高速で放たれている斬ざん撃げきを片手で受けているのには感心する。

　たとえ腿ももが、脇わき腹ばらが、肩が、次々に切り裂かれようとも、致ち命めいの一撃を食らわずに済んでいる様さまは素す晴ばらしかった。彼女はこういう土ど壇たん場ばでこそ力を発はつ揮きするタイプなのだろう。

　だが、それも時間の問題。

　徐じよ々じよに巳代は追い込まれていく。

　勝てるはずがないのだ。

　巳代が持っているのが蔵ぞう物ぶつで、歩摘が使うのはただの小太刀であっても。

　もし仮に、巳み代よの右腕が失われていなかったとしても。

　巳代が苦し紛まぎれに、

「こ……のぉ、っ！」

　眼帯を引ひき千ち切ぎり『からばの魔ま眼がん』を露あらわにしたとしても──。
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　今の歩ほ摘づみに、恐きよう怖ふなどという感情はない。

　故ゆえに、動きが止められるはずもなかった。

　ざん、と。

　蒼あおく輝かがやく『からばの魔眼』の光を両目に映し、歩摘が小こ太だ刀ちを無造作に振った。

　巳代の腹部から、血が飛し沫ぶく。

「く……あああっ！」

　だが、そろそろ頃ころ合あいだ。

　ここで歩摘が巳代を殺してしまってはいけない。依い紗さ子ことしてはそれでも構いやしないのだけれど──どういう訳わけか、それでは神楽と供子にとって都合が悪いらしい。今の依紗子は、彼女たちに言われたことを忠実に守る道具でなければならなかった。

「……歩摘！」

　短くひと声掛かける。歩摘の動きが僅わずかに止まった。

　そして、それを見み逃のがす巳代ではない。

　腹部の傷口、そこから溢あふれる血を左手に付着させ、歩ほ摘づみの眼前へ飛ばす。

　咄とつ嗟さに歩摘が着物の袖そでで顔を覆おおった隙すきを見て、巳み代よは歯は咬がみしつつ、跳ちよう躍やくした。

　選んだ行動は、この場からの逃走。

　無理もない。いや、そうでなければ困る。

　右腕は失われ、実力差は圧倒的。その上で治ち癒ゆに多大な体力を消しよう耗もうするほどの重傷を負ったのだ。おまけに味方だと思っていた依い紗さ子こに襲おそわれたという混乱もある。

　これでなお戦おうという方がどうかしている。一度態たい勢せいを立て直すのが賢けん明めいだろう。

　歩摘は追わなかった。依紗子も追えと命令しなかった。

　袖を下ろし、腰帯に差した鞘さやへと小こ太だ刀ちを納める。

　そんな彼女に視線で頷うなずきつつ、依紗子は再び携帯電話を取り出した。

　コール音を聞きながら、逃げていった巳代に心の裡うちで問とい掛かける。




　──ねえ、巳代さん。

　愛する人が二度と目を覚まさないって、どんな気分？

　悲しいかしら？　憎にくいかしら？　それとも、やりきれないのかしら？

「……私は、違うわ」

　きっと、私は、嬉しい。

　だって、好きな人が永遠に、どこにも動けず、自分の傍そばにいるのだから。

　電話はなかなか繋つながらない。

　無理に連絡する必要もないか、と思い、依紗子は通話終了ボタンを押した。




　　　　　　　　　　※




「ち、くしょ……う」

　怒りと困こん惑わくと苦痛、それらがごちゃ混ぜになった表情で、巳代は走った。

　腹部の傷はどうにか治ち癒ゆできているものの、吐く息が荒い。失った右腕の傷口からも血液がかなり流れ出てしまっている。もちろん鈴すず鹿かにとってこの程度の怪け我がが致ち命めい傷しようになることはないが、気を失ってしまっても不ふ思し議ぎではない。

「ふざ、けんな……！」

　罵ば倒とうは夕方の道路に虚むなしく響ひびいた。

　歩きながらパーカーを脱ぎ、ぞんざいに右腕の傷口を縛しばった。もはや切断面を治癒するほどの体力は見込めない。恢かい復ふくには第三者の手を借りる必要があった。

　だから、行く先は自然と決まっていた。

　すぐ近くに見える灰色の大きな建物──篠しの田だ医い院いん。

　そもそも巳み代よは、依い紗さ子こたちと出会う前からそこへ赴おもむこうとしていた。だが立場は襲しゆう撃げきのせいで変わってしまっている。見み舞まう側から、治ち療りようを受ける側へと。

　正面玄関から入っては目立つ、という理性はあった。裏口へと回り、地下駐車場へ。そこから職員用のエレベーターに乗り込む。

「……ふん、ざまあねえ……な」

　エレベーターのドアが閉まってから、壁へ背を預け自じ嘲ちようした。

　失った右腕は後回しにして、まずは体力を取り戻さなければならない。人間よりも遥はるかに強きよう靭じんな身体からだを持つ鈴すず鹿かにとっては、ブドウ糖なりビタミン剤なりを大量に投与するのが最も効果的だ。それから寝て、起きて、腕を補ほ充じゆうするか、それとも身体ごとすげ替えるか。

「あいつら……なんなんだ？」

　疑ぎ問もんをひとりごちる。

　病院の敷しき地ちへ足を踏ふみ入いれたことで、幾いく分ぶん冷静さを取り戻しつつあった。

　だが、短時間で思考がまとまるはずもない。味方だと思っていた依紗子が自分を襲おそったこと、供きよう子こもそれに賛成しているかもしれないということ、歩ほ摘づみのこと、そして、今後自分がどうすべきかということ。合理的な結論を即座に出せるほど巳代は計算高くなかった。

　エレベーターが四階へ着いた。

　薬品の匂においに染そまった空気の中で、真まっ直すぐに篠しの田だ玲れい二じ郎ろうの診察室を目指す。

　ノックもなしに扉を開け部屋へと足を踏み入れると、椅い子すに座ってデスクワークをしていた篠田が、気配に気付き立ち上がった。

「巳代か？　どうした、それは」

　目を細め、訝いぶかしげな顔をする。

「またぞろ、枯かれ葉はとでもやり合ったのか？　きみも懲こりないな」

「残念ながらちょっと違うね」

　診察用のベッドに腰こし掛かけた。

「とにかく、処しよ置ちしろ」

「……やれやれ。説明もなしに治療とは、まったく相変わらずだ」

　溜ため息いきを吐つく篠田だったが、それでも拒否はしなかった。

「右腕を出したまえ。服は脱がなくていい」

　言う通りにする。

　篠田は傷口に巻き付けていたパーカーを剥はがした。

　肘ひじ辺りから先が綺き麗れいに切断されている。傷口には土が付着していた。

「他ほかに怪け我がは？」

「ない。治した」

「ふむ。では止血だけでいいな？　あとはセオリー通り、栄養剤だ」

　立ち上がると、道具を持ってきててきぱきと処しよ置ちし始める。

　まずは傷口が洗せん浄じようされた。

「焼くのと縛しばるの、どっちか選べるが？」

「縛る方にしろ。今、焼かれるのはキツい」

「そうか。……ん？　ちょっと待て」

　篠しの田だが不意に動きを止めた。

　やおら、メスを取り出す。

「おい、なんだそりゃ。切る必要があんのか？」

　巳み代よは眉まゆをしかめた。

「気付いてないか。無理もない。背中に……これはガラスか？　破片が食い込んでいるぞ」

「……ち」

　舌打ちする。恐らくは公園で戦った時だろう。

「ついでに取り出しておこう。俯うつぶせになれ」

　面倒だ、と思いながらも従った。篠田の治療を受けたことは以前にも何度かあるが、どうにも完かん璧ぺき主義者のきらいがあり、小さなものも決して見過ごさない。巳代にとってはまどろっこしかった。硝子ガラスの破片など、放っておいても死にはしないのに。

　背中、左肩辺りに、皮ひ膚ふを切られる微かすかな痛いたみ。

「これでいい。絆ばん創そう膏こうでも貼はっておくか？」

「そんな小さい傷、どうだっていいんだよ。それより早く腕をどうにかしろ」

「了解」

　そこから先は早かった。

　手際よくゴムチューブで脇わきを縛しばり、傷口に包帯を巻く。それから注射を三本。僅わずか数分で処置は終わった。傷口の洗浄からでも十分とかかっていない。

「さて。その右腕はどうする？　死体を手配しておこうか」

「一応やっといてくれ」

　いつもの巳代なら、その辺の女性を攫さらって喪も着ぎを行うところだ。しかし、今自分が置かれている状じよう況きようを考えると派手なことをするのは憚はばかられる。繁はん栄えい派はも本家側も、信用できない。

「それにしても、いったいなんでまたそんな怪け我がをしたんだ？」

　医い療りよう道具を片付けながら、呆あきれ顔で篠田が尋たずねてくる。

「枯かれ葉はとやり合った訳わけじゃないと言ってたな。だったら……」

　と──。

　巳代が応こたえようとしたのにまるで合わせたかのように、部屋に電子音が鳴なり響ひびいた。

　インターホンだった。

「失礼」

　篠しの田だがデスクの上の受話器を取る。

　二言三言返事をしたところで、彼の声こわ音ねが変わった。

「なんだと？」

　巳み代よが怪け訝げんな顔で視線を送ると、何な故ぜかこちらを一いち瞥べつしつつ、

「いや、いい。僕が行く。あと、この件は僕が全責任を追う」

　妙に剣けん呑のんな雰ふん囲い気きで通話を切ると、巳代へと向き直った。

「……きみか？　このトラブルを持ち込んだのは」

「なんだ？　どういう……」

　緊きん迫ぱくした顔で、篠田は言った。

「彼の病室に異常が発生した」

　瞬しゆん間かん──、

「……っ！」

　巳代は血相を変えて立ち上がった。篠田に確かく認にんすら取らず、踵きびすを返し走りだす。

「おい、待……」

　篠田の制止など聞いてはいられなかった。

　──『彼』。

　その代名詞が意味するところは、この病院の中で巳代にとってたったひとりだ。

「まさか、あいつら……っ」

　歯は咬がみしつつ、冷静さはもはや微み塵じんもない。そうなるだけの理由が『彼』にはある。

　いや、巳代にとって、彼の安否以上に心を乱すものなど存在しない。

　廊下を走り非常階段へ。

　一段ずつ下る時間すら惜しい。跳ちよう躍やくして手て摺すりから身を投げ、三階の踊り場へと着地する。

　巳代が鈴すず鹿かではなく普通の人間であれば、この事じ態たいを想像できたかもしれない。

　依い紗さ子こは『彼』──巳代の恋人のことを知っていた。執しつ拗ように訳わけのわからないことを問うてもいた。それに、そもそもあの場所で待ち伏せていたという事実もある。そういう意味で依紗子は始めから、病びよう床しようの彼に危害を加える可能性を仄ほのめかしていた。

　だが、鈴鹿の一族には埒らち外がいの思考だ。

　人質などという姑こ息そくな手段を使わなくても戦いに勝利できる強さを持っているが故ゆえに。

　正々堂々、公明正大な決けつ闘とうこそが闘争の本質であると考えるが故に──。

　巳代自身も信じられない思いだった。というよりも、彼を巻き込む理由すらわからない。

　非常口を開け、三階、一般病棟へ。

　看護婦や患者たちが数人歩いていたが、無視して疾しつ走そう。人ではあり得ない速度のせいで、彼ら彼女らは巳代が通り過ぎた後でようやく人影がよぎったことに気付く。

　目的の扉を開け、病室へと駆かけ込こむ。

「……克かつ哉やっ！」

　ほとんど絶ぜつ叫きようのように、巳み代よは恋人の名を呼んだ。

　返事はない。

　視界に入るのは、いつもの光景。

　ベッドと、そこに横たわる目を閉じた少年。

　人工呼吸器をつけられており、伸びたチューブが隣となりにある大きな機き械かいへと繋つながっている。腕から伸びる管は点滴。表情は穏おだやかで、巳代の叫びになんの反応も示さない。

　半年前からずっと、彼は、巳代の恋人は、この状じよう態たいのままだ。

　だが──病室に、依い紗さ子こや歩ほ摘づみの姿は見られなかった。

「克哉……」

　呆ぼう然ぜんと立ち止まり、肩で息をしながら部屋を見渡す。

　生命維持装置は正常に動いている。誰だれかが押し入った形けい跡せきもない。ベッドの脇わき、枕まくら元もとのテーブルには、巳代が折りかけにしていた千せん羽ば鶴づると色紙の束が昨夜のまま置かれている。

「……、どういう、ことだ？」

　さっきの篠しの田だの言葉。

　彼の病室に異常が発生した、確かにそう言っていた。

　なのに見る限り部屋の中は昨日きのうのままで、そんなものはどこにも──。

　しかし、直後。




　どさり、と。

　巳代の傍かたわらに、なにかが落下した。




「え……」

　床を見る。音に驚おどろいて──いや、違う。

　音に驚いてではない。自分の身体からだがいきなりバランスを崩くずしたことに驚いて、だった。

　そこに転がっていたのは、巳代の左腕だった。

「あ。……え？」

　きょとんとする。それでも鈍にぶい痛いたみがあることを自覚した。

　自分の左肩に視線を遣やる。肩口から先が、ない。

　反射的に背後を確かく認にん。誰だれもいない。敵が襲おそってきた訳わけではない。

「……っ、あ？　な、」

　表情が変わった。ようやく事じ態たいを把は握あくした。だが意味がわからない。

　何な故ぜなら、これは。

　腕が勝手に落ちるという状じよう況きようは。

　怪け我がに反して酷ひどく鈍い、感覚が麻ま痺ひしているかのような痛みは。

　傷が治るどころか、徐じよ々じよに広がっていくという奇き怪かいな現象は──。

『巳み代よ。そこにいるか？』

　彼の枕まくら元もとに備え付けられたインターホン、そのスピーカーから声がした。

　男のもの。くぐもっているが、巳代もよく知っている声。

「しの……だ」

『悪いが、病室はロックさせてもらった』

　いつものぶっきらぼうな調子だが、感情は読み取れない。

「どう……いう」

　愕がく然ぜんとし過ぎて怒りすら湧わいてこない。それでも巳代は、回線の向こうの彼に問う。

「どういうこと、だよ。これ……は。この傷、は」

　傷口が徐々に成長している。肩を越こえ、鎖さ骨こつをも蝕むしばみ始めている。

　篠しの田だはあっさりと白状した。

『すまないね。きみの肩にガラス片なんか突き刺さっていなかった』

　つまり、あのメスは、まさか。

「……つう……れん？」

　──刀身の一部を分ぶん離りさせ、メスへと偽ぎ装そうさせたのか？

　巳代の驚きよう愕がくを他よ所そに、宣告は続けられる。

『あと、忠告しておくけど、そこにいた方がいい。さっききみに射うったのも、栄養剤ではなく麻ま酔すい薬やくだ。効果が出るのを遅らせたからまだ平気だろうが、じき意い識しきが失われる』

　それは、周しゆう到とうだった。

『以前の供きよう子このケースを鑑かんがみて、薬剤の強さも調節した。一時間ほど効果が続くようにしてある。だから……もうきみはどうしようもない。そこで最期を迎えた方がいい』

　虚きよ偽ぎの診察をして『つうれん』によって傷を与える。

　麻酔薬を注射し、暴あばれられないようにする。

　恋人に異常があったと嘘うそを吐つき、隔かく離りさせる──。

『悪く思うな。これが人間の戦い方だよ』

「なん、でだ。……てめえ」

　足あし許もとがふらついた。成長する傷口のせいか、それとも麻酔薬のせいか。

「なん、で。私を」

　枯かれ葉はの、いや、霧きり沢さわ景けい介すけの策だろうか。

　それとも、まさか──。

「……いさこ、か？」

　身体からだがぐらりと揺らいだ。立っていられない。

　視界に入ったのは、恋人の、克かつ哉やの顔だった。

　数度よろめきながら、巳み代よは彼の寝ているベッドの上に身体からだを倒れ込ませる。

　マスクから洩もれる人工呼吸器の音を間近に、恋人の胸へ頭を乗せる。

「か、つや。うそだ。……わたし、は」

　意味がわからないまま、意い識しきが朦もう朧ろうとしていく。

　自分は死ぬのだろうか。

　この世からいなくなるのだろうか。

　だったら、彼は──こいつは、どうなる？

　身よりもなく自分以外に世話をする者もいない、愛いとしい人はどうなってしまう？

『巳代』

　篠しの田だの声が、スピーカーから聞こえた。

『もうすべて遅いが……きみと克哉はきっと、いい夫婦になれたと思う』

　巳代は言う。

「……あたりまえだ、ばか」




　克哉の心しん臓ぞうの鼓こ動どうを聞きながら、彼女の意識は途切れた。
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　そして、一時間十五分の後。

　篠田玲れい二じ郎ろうは、三階の病室、三〇八号室のロックを解かい除じよした。

　扉を開け、足を踏ふみ入いれる。

　血と酸さん素その匂においが、そこには満ちていた。

　目に入るのは、ベッドに寝ている脳のう死し患者。

　彼のシーツはどす黒い血でしとど濡ぬれ、床に赤い雫しずくを垂らしている。

　巳代の死体はどこにもない。

　落ちたはずの左腕も、彼女の身体そのものも。

「すべて食い尽くすのか。残ざん酷こくだな」

　他ひ人と事ごとのように呟つぶやかれた言葉を聞く者は誰だれもいない。

　歩を進め、ベッドの傍そば、枕まくら元もとへと立つ。

　そして、篠田は。

　まるで祈るように目を閉じ、一分ほどそのまま動かずにいてから再び目を開けると──。

　手を伸ばし、人工呼吸器のスイッチを切った。
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　なんだかんだで、とてつもなく疲れた一日だった。

　木こ陰かげ野の棗なつめは帰路につきながら、苦笑とともにそう思った。

　カラオケまではまだ楽しかった。枯かれ葉はと景けい介すけがキスしようとしたのを見た時はかなり盛り上がった。だがその寸前、型かた羽はたちに続いて自分と棺かん奈なも見付かったのは完かん璧ぺきに計算外だ。しかも枯葉の多大な怒りを買ってしまったのは実によろしくない。景介が彼女をなだめなかったら、たぶん一時間以上に及ぶ説教が待っていただろう。

　ただ、なだめてくれた景介も、味方かといえば違う。ある意味で枯葉以上に厄やつ介かいか。「覚えとけよ」と薄笑いで捨すて台詞ぜりふを吐かれてしまった。月曜日、学校でなにをされるか不安だ。性しよう悪わるの本ほん領りよう発はつ揮きでちまちました嫌いやがらせをちくちくやってくるに違いない。

　ともあれ──枯葉が元気になってくれたのは嬉うれしかった。

　そういう意味では、さすがだな、と思う。

　枯葉もやはり女の子だった。女の子は好きな人に励はげまされれば勇気がわいてくる。それは人間とか鈴すず鹿かとか関係なく、遥はるか昔から決まっているこの世界の真理だ。

「……人のこと心配してる場合じゃないかもね」

　道を歩きつつ、自じ嘲ちよう気味に笑んだ。

　自分も、好きな人のひとりやふたり、さっさと作らないといけない。

　今まではその気が欠片かけらもなかった。自分は人間ではないという事実と喪も着ぎに対する忌き避ひ感かんから、恋愛というものに目を背そむけてきたからだ。けれど通つ夜や子こや枯葉が恋をしているのを見ると、そんな自分が情けなくなってくる。ただ、鈴鹿の一族であることから逃げていただけ。なにより通夜子に対してあんな啖たん呵かを切った以上、我が身を省かえりみずにはいられなかった。

　かといって、即座に相手が見付かるかといえばそうではない。それが最大の問題だった。

　友人の男子たちを片かたっ端ぱしから思い返してみてもまったくそんな気分にはならない。……というかそもそも自分は、女であるという自覚すら足りないような気がする。

　──ちょっとやばいよね、これ。

　母は父とどうやって出会い、どうやって恋に落ちたのだろう。

　あの母が、あの父を好きになった理由。考えてみれば真ま面じ目めに聞いたことはなかった。いくつかのエピソードは知っているが、それだけだ。

　尋きいてみようか、とちょっと思った。でも恥はずかし過ぎる。母のことだから「あんたもついにお年とし頃ごろになったのねえまったく遅かったわ」などとからかってくるに違いないし、父は父で「お前にそういうのはまだ早いよ」と見当違いな心配をしてくるに決まっていた。

　それに、戦いの技術で遥か先を行かれているのに、その上恋愛相談なんかできるものか。

　まあ、別に現状、誰だれかを好きになったとかではないのだ。気になる相手ができたら考えればいいか。その時には自分ももう少し大人になっていて、両親にてらいなく相談できるだろう。

　角を曲がり、自宅が見えてくる。

　まだ時刻は五時を回ったばかりだが、住宅街には夕食の匂においが漂っていた。木こ陰かげ野の家けの晩ご飯はいつも午後七時半。今日きようは父も休みだから、三人で食べることになるだろう。

　枯かれ葉はと景けい介すけのデートの顛てん末まつをあれこれ尋きかれるのはちょっと面倒くさいなと思いつつ、玄関の門をくぐった。鍵かぎを差し込もうと取り出す。

「あれ」

　鍵穴の形にきょとんとした。施せ錠じようされていない。

　呆あきれた。幾いくら家にふたりいるといっても、不用心過ぎる。ただでさえ今はいろいろと警けい戒かいしなければいけないのに。それでなくとも空あき巣すとか強盗とかがない訳わけではないのだ。

　ドアを開けつつ「ただいま」と声を掛かけた。

「母さん、鍵くらいかけなよ！」

　靴を脱ぎながら居間へ向かって声を張り上げる。

　張り上げて、

「……ん？」

　吸い込んだ息に、違和感があった。

　なんだろう。変な臭においがする。

　その正体がわからないまま、玄関から廊下へと上がり、棗なつめは動きを止めた。

　挨あい拶さつに対する、返事が──ない。

　それどころか、しんとしている。テレビの音もしない。




　鼓こ動どうが、どくん、と跳はねた。




　まさか、と思う。

　──まさか本当に、なにかあったとか……？

　唾つばを呑のみ込み、居間へと繋つながる扉に手をかけた。磨すり硝子ガラスで中は見えない。

　開ける。

　果たしてそこには、誰もいなかった。

「……はあ」

　さっきまでの緊きん張ちようが胃から抜けていき、息を大きく吐く。

「もう、冗談じゃないわ。心臓に悪いってのよ」

　考えてみれば、両親は揃そろってバカみたいに強いのだ。空き巣や強盗など話にならないし、たとえ繁はん栄えい派はの誰かが襲おそってきたところで、撃げき退たいしてしまうだろう。向こうにしたって、わざわざ先代に喧けん嘩かを売る意味がない。売るなら当代、つまり棗なつめだ。こっちは実に弱っちい。

　どうやらふたり揃そろって二階か客間にでもいるらしい。もしくはどこかへ出で掛かけているか。

　夕食の準備も放っておいて寝室しかない二階でくつろぐ理由などどこにもないし、客間でそうする理由ももっとないし、鍵かぎもかけずに出掛けるはずもないが、そうに違いない。

　だって、そうでなければ──そうでなければ、この静けさに説明がつかない。

　それに、




　ドアを開けた途と端たん異常に濃くなった、

　この、

　鉄が、

　錆びたような、

　においにも、

　説明が、

　つかない




「母さん！」叫んだ。

「父さん!?」

　居間へ入った。

　テレビ。消えている。台所。ドアを開ける。誰だれもいない。片付けられている。夕食の準備。まだ。冷蔵庫。ぶんぶんいってる。換かん気き扇せん。ぐるぐる回ってる。踵きびすを返す。居間へ戻る。さっきとは違う角度からの視点。テーブル。ソファ。その向こう。なにかある。なんだろう。インテリアなんかじゃない。大きい。さっきは陰かげに。隠かくれていた。形。貌かたち。人の、形をしている。

　──父さん。

　俯うつぶせで顔は見えないけれど、棗は確信した。

　だって、幼い頃ころからずっと、その背中を見ていたのだから。

　駆かけ寄よった。

　でも、駆け寄れなかった。足が崩くずれ、もんどりうって床へ転がった。腰が抜けて動けない。だって──どうして──父さんが──倒れて──背に──短刀が──刺さっている？

「か、あ」

　声にならない声が、喉のどから洩もれた。

「かあ、さん。どこ。かあさん？」

　血の匂におい。濃くなっている。どこからだろう。父さんの胸からだろうか。

　違う。その程度じゃない。噎むせ返かえりそうだ。くらくらするほど、血の匂いがする。

　父が倒れているカーペット。

　黒かった。

　本来は落ち着いた緑色のはずなのに、真っ黒だった。

　まるで大量の血を吸い込んだかのように、赤を飽ほう和わさせた黒だった。

　父のものではない。この量はあり得ない。

　歯をがちがちと鳴らした。勝手に鳴った。

　手足は動かなかった。そのくせ、バカみたいに震ふるえていた。

「どこよ。どこにいるの？　母さん……お母さん」

　もう一度呼んだ。

　返事はない。

　血の香りが急におぞましいものに思え、棗なつめはその場に嘔おう吐とする。
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　太陽が落ちた。

　夜はすべてを覆おおい始めた。もちろんあと十時間も経たてば再び陽が昇り、朝が来るだろう。しかし更に十二時間後には再び暗くら闇やみがすべてを支配する。そうして昼と夜とを繰り返し、世界最後の日は果たしてどちらで終わるのだろう、と供きよう子こはなんとなく思った。

　世界最後の日。つまり、自分が死ぬ日の、死亡時刻。

「くく。……その程度は選ばせてもらってもいいかな」

　なんとなくひとりごちる。

　周囲は闇だ。舗ほ装そうもぞんざいな田舎いなか道みちで、街灯など存在しない。それでも足取りに迷いはなかった。鈴すず鹿かの一族は人間よりも目の感度が高い。

　とはいえ、今日は満月。今は薄うす曇ぐもりだが、天気予報ではあと小一時間もすれば綺き麗れいに晴れるらしい。そうなれば影ができる程度に光が射す。そうならなければ困る。わざわざ満月の日を選んで実行に移すのだから。──鈴鹿と違い、人間は夜よ目めが利きかないから。

「ねえ、供子姉ねえさま。今日きようは殺していいの？」

「そうね、供子姉さま。私たち、前回は負けちゃったから……」

「今日は頑がん張ばりたいわね、血ち沙ささん」

「そうね、血ち香かさん。頑張りたいわ」

　前を歩く妹たちが振り返り、楽しそうな顔で笑った。

「……ふん」

　供子は呆あきれ、鼻を鳴らす。

「血香、血沙。何度言えばわかる。私たち『このはな』は、殺すために存在するのではない。存在するために殺すのよ。……殺すことを求められていないのであれば、殺す必要などない」

「でも、戦うのでしょう？」

　ふたり同時に発したユニゾンに、頷うなずく。

「もちろん戦う。でも、殺してはいけない。殺すのは私たちの役目ではない」

　そう。

　少なくとも鈴鹿の一族に対して、自分たちが止とどめを刺すことは許されない。

「鈴鹿の命は『つうれん』が吸う。……わかっているな？」

　背後から声があった。

　その厳げん粛しゆくな響ひびきに、供子は応こたえる。

「ええ、もちろん」

　満足したように後ろの気配が頷いた。

　血ち香かと血ち沙さは少し不満げに「はぁい」と返事をした。




　もう十分も歩けば、目的地へと辿たどり着つく。

　あとは晴れるのを待って、それから行動開始だ。
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　迷まよい家がの居間は静まり返っている。

　誰だれもが沈ちん鬱うつな表情をしていた。型かた羽はも、棺かん奈なも、檻おり江えも、枯かれ葉はも──誰ひとりとしてなにも喋しやべろうとしない。柱に背を預けた景けい介すけはそんな彼女たちを見ながら溜ため息いきを吐つくこともできずに、ただ自分の胸、心臓の辺りを握にぎり締しめた。

　景介の携帯電話が鳴ったのは、午後八時のことだ。

　砂さ姫きからだった。彼女は緊きん迫ぱくした様子で告げた。

『薊あざみと慎しん一いちが死んだ』──と。

　最初はなにを言っているのかさっぱりわからなかった。木こ陰かげ野のの両親が殺されたと理解するまで数分かかった。ただ、理解はできても言葉の上でだ。未いまだに信じられないし実感もない。あの夫婦がこの世からいなくなった？　……そう聞かされただけで、納得などできるものか。

　砂姫が言うには、発見したのは家に帰った木陰野で、それを通つ夜や子こが保ほ護ごしたそうだ。

　非ひ常じよう事じ態たいだ、と砂姫は続けた。

　こちらは『ひじり』として事態の隠いん蔽ぺいに奔ほん走そうしなければならず、動きが取れない。枯葉たちには既すでに伝えてある。お前は家にいろ。完かん璧ぺきな護ご衛えいとまではいかないが、周囲に人を置いてやる。人ひと目めがあれば奴やつらも容よう易いに手は出せないだろう──早口にそれらのことを告げられても、景介は呆ぼう然ぜんとしてしまって殆ほとんど反応できずにいた。

　何な故ぜ、繁はん栄えい派はの連中はそんなことをしたのか。

　木陰野の両親が殺された理由について考えた。敵として手て強ごわいと見て暗殺に踏ふみ切きったのだろうか。秋あき津つ依い紗さ子こならやりそうなことだ。

　ただ一方で、別の可能性もあった。

　つまり、無差別に殺さつ戮りくを始めたのかもしれない。

　砂姫はそのことを考こう慮りよして、景介に家から出るなと言ったのだ。景介自身の安全からではない。問題なのは、標的になるかもしれないのは、景介の両親だった。

　本来、そんなことをするメリットなどどこにもない。

　しかし秋津が、メリットとかデメリットとか、そんなものを考慮するだろうか。『霧きり沢さわくんを苦しめたかったから』などと言って、あっさりと実行してもおかしくない。

　だから言われた通り、素直に家にいることに決めた。

　木こ陰かげ野ののことは心配だった。ショックで会話できるような状じよう態たいではないという。彼女のところへ駆かけ付つけたかったが、自分が動き回って同じ轍てつを踏ふむ訳わけにもいかない。

　そんな景けい介すけが迷まよい家がにいるのは、そのすぐあとに届いたメールのせいだ。

　まさに秋あき津つ依い紗さ子こから。

　内容は短かった。『迷い家に行けば家族に危害は加えない』それだけ。

　信じるに値あたいする訳がない。が、聞かざるを得なかった。裏を返せばそれは、迷い家に行かなければ家族に危害を加えるという脅きよう迫はくとなる。

　砂さ姫きに仔し細さいを伝えると、霧きり沢さわ家けのために数人護ご衛えいを増やしてくれた。

　ただ、景介にそう言ってきたということは、即すなわち確実に、秋津はここへ来るつもりだ。

　もちろん道のりが洩もれているはずもないので、辿たどり着つける道理はない。が、迎むかえ撃うたない訳にもいかない。恐らくは森の中での戦いになるだろう。

　迷い家に来てからわかったことといえば、通つ夜や子こと木陰野の詳しよう細さいだった。

　こちらは通夜子から檻おり江え経由で情報が入った。

　曰いわく、夕方の六時頃ごろ、木陰野から連絡があった。行ってみると、父親の遺体の前で踞うずくまっている木陰野がいた。薊あざみの身体からだはどこにもなかった。ただ彼女のものらしい大量の血ち溜だまりがカーペットを染そめていた。すぐ砂姫に連絡し、木陰野は今、自分の家に連れ帰っている──。

　通夜子の話から導きだされるのは、木陰野の母親が生きているかもしれないという可能性などではないだろう。彼女は恐らく、本当に殺されている。

　血けつ痕こんを残した身体の消失。

『つうれん』によるものだ。

　景介はもちろん枯かれ葉はたちも、あの宝ほう刀とうで一族を実際に殺したことはない。それでも、成長する傷口をそのまま放っておけばどういう結果になるのかはわかりきっている。

「……誰だれだよ」

　景介は口を開いた。それは久しぶりに居間に響ひびく声だった。

「誰が、あの人たちを殺したんだ？」

　枯葉は俯うつむいて黙っている。檻江は無言でこっちを見たのみ。

　問い返してきたのは、型かた羽はだった。

「どういうことですか？」

「あんなに強い人たちが、簡単にやられるはずがない」

　慎しん一いちは背後から、短刀で心臓をひと突きされていたらしい。

「……やみうちでは、ないでしょうか」

「どうやって？」

　そう──おかしい。

　通夜子は言ったのだ。部屋が荒らされた様子すらなかった、と。

「客を無む警けい戒かいに招き入れて、不意を打たれた。状じよう況きようを考えるとそうとしか思えない。……繁はん栄えい派はの誰だれが、あの人たちにそんな莫ば迦かな真ま似ねができるってんだ？」

　木こ陰かげ野のの両親は供きよう子こと巳み代よ、秋あき津つ、それに神楽かぐらの顔を知っている。あの双子も、供子の妹であること、年齢は十二、三歳程度であるという情報だけで対処は充分だ。

「ひょっとして、そういう蔵ぞう物ぶつがあるのか？」

「いえ、ない……と、おもいます。すくなくとも、わたしのしるなかには」

　基本的に、蔵物の殆ほとんどは本家のもの、つまり棺かん奈なの『くらい墓はか穴あな』の中にある。分家が所しよ蔵ぞうするものも本家によって把は握あくされているはずだ。

「棺奈」

　問うと『くさりめ』は首を振った。

「いえ。本家の、所蔵する、中にも、そのような、ものは、ありません」

「姿を消せる、もしくはそういうふうに応用できそうなやつは？」

「ありません」

「そうか……」

　──だとしたら、何な故ぜ？

「妾わたしのせいだ」

　と、不意に。

　枯かれ葉はが俯うつむいたまま、小さく口にした。

「妾が『つうれん』を奪うばわれたから。だから、こんなことに……」

「莫迦なこと言うな、枯葉！」

　反射的に否定する。

「お前のせいな訳わけあるか。殺した奴やつが悪いに決まってるっ」

「でも……」

「でもじゃねえよ」

　責任感が思考を悪い方へ誘さそっている。気分を変えさせなければいけない。

　景介は立ち上がり、枯葉のところまで歩いて正面にしゃがみ込むと、両肩を掴つかんだ。

「それに、背負い込むってことは、そういうんじゃないだろ？　自分のせいだってうじうじして塞ふさぎ込こんでも、なにも変わらない。頭とう首しゆの仕事は後こう悔かいすることか？　違うだろうが」

「景介……」

「それでも、どうしてもそう感じるんなら、俺が後で幾いくらでも受け止めてやる。だから……今は忘れろ。前を向け。落ち込んでる場合じゃねえんだ」

　秋津がやってくる。恐らくは、神楽を連れて。

「あいつらがどういうつもりなのかはわかんねえけど……俺らはもうすぐ戦わなきゃならないんだ。塞ぎ込んだままだといろんなもんが鈍にぶる。鈍れば負ける。負ける訳にはいかない。だったら……塞ふさぎ込こんでる訳わけには、絶対にいかない」

　説得力があるのかないのかさっぱりわからない強引な言葉だった。

　だが、枯かれ葉ははしばし考え込んだ後、顔を上げた。

「……そう、だな」

　双そう眸ぼうには決意の光が宿っている。

「妾わたしはもうこれ以上、みんなが傷付くのを見たくはない」

「よし」

　だから景けい介すけは立ち上がる。型かた羽はに、檻おり江えに、棺かん奈なに向き直り、

「作戦会議だ。森の中で迎むかえ撃うつことになるんなら、対策を練ねっておこう」

　木こ陰かげ野のの両親についての謎なぞは後回しだ。まずは秋あき津つたちの襲しゆう来らいを乗り切らなくては話にならない。そのためには事前にチームワークを確かく認にんしておく必要がある。

　目標は、敵の撃げき退たい、もしくは捕ほ縛ばく。なにより、できるのであれば──いや、なにはなくとも──『つうれん』を取り返すこと。これ以上、犠ぎ牲せい者しやを出してはならない。

　景介を主導にして、話は進んでいった。

　幾いくつかの作戦を考え、それを吟ぎん味みしてもらう。どう動くのが効率がいいか、どう戦うべきか、最終的にどう勝つべきか。戦力は五人。檻江にも参加してもらわなければならない。

　十分ほどで打ち合わせは終わった。どのみち素人しろうとの身で奇き策さくなど望むべくもないし、それぞれの得え手て不ふ得え手てもある。殺さないという前ぜん提ていがある以上勝ち方も自おのずと決まってくるから、自然、作戦はオーソドックスなものになった。

　幸いにして今日は満月で、森には月明かりが差し込んでいる。景介も暗くら闇やみの中で右往左往せずに済むだろう。ただ、やはり鈴すず鹿かの本気の動きには対応できないので、棺奈に守ってもらうことにした。一族同士の戦いに加担できない彼女だが、景介を抱えて逃げることは可能だ。




　そして、話し合いが終わったのをまるで見計らったようにして、檻江の携帯電話が鳴った。

　供きよう子こから、場所の指定。そこに来なければ山を燃やすということらしい。

　──脅おどされようが関係ない。どのみち、行かなければならない。

　かくして景介たちは武器を携たずさえ、迷まよい家がを出た。

　再びここへ帰ってくることを、誓ちかいながら。




　　　　　　　　　　※




　景介たちが迷い家を出発したのと、丁ちよう度ど同じ頃ころ。

　秋津依い紗さ子こは既すでに森の中にいた。

　傍かたわらに連れているのは歩ほ摘づみだ。

　本来、自分の役目は霧きり沢さわ景けい介すけを迷まよい家がに行かせることだけで、襲しゆう撃げきにおけるメンバーには含まれていない。だが、独断でここに来た。

　理由はふたつ。

　まずは、供きよう子こがなにを企たくらんでいるかを知りたかったから。

　鈴すず鹿かの里の焼やき討うちから始まった一連の計画には、依い紗さ子こと供子、そして神楽かぐらが絡んでいる。ただ、自分たちはなにを為すべきかを共有してはいるが、なぜそれを為すのかに関して、それぞれ微び妙みように異なった思おも惑わくを持っていた。

　神楽は恐らく、十七年前の復ふく讐しゆうのために動いている。依紗子はそんな神楽に付き従うふりをしつつ、霧沢景介を手に入れることが目的だ。……だが、供子の目的だけは、少なくとも依紗子にとっては不ふ透とう明めいで、謎なぞが多い。「『このはな』として動く」という抽ちゆう象しよう的てきな言葉の裏に、彼女はいったいなにを隠かくしているのか、それが気になっている。

　もうひとつの理由は、依紗子の目的そのもの──霧沢景介だ。

　供子はどうも、景介の扱いに対するスタンスがはっきりしない。殺すのか放置するのか、それが今ひとつ曖あい昧まいで、行動も矛む盾じゆんしているように思える。

　篠しの田だ医い院いんへ攻め入った時に彼を殺そうとしたのは知っている。しかし一方で、彼に負かされたというのに意い趣しゆ返がえしする素そ振ぶりもない。それは彼女の性格上、あり得ないことだった。

　そもそも前者がブラフなのか、或あるいは今日きようという日を待っていただけなのか。

　とにかく、供子が景介を殺そうとするなら、止めなければならないと思っていた。

　今の依紗子には、鈴鹿の一族の内輪もめに関わるという興味本位の楽しみよりも、遥はるかに大事な人がいる。化け物なんかに景介を取られる訳わけにはいかないのだ。

　森のどこで戦いが始まるのかはわからない。が、始まりさえすれば歩ほ摘づみが察知し、案内してくれるだろう。最悪の場合は景介に電話でもしてみればいい。

　空にかかっていた雲は既すでになく、大きな満月が夜を照らしていた。彼の愛いとしい顔を月の下で眺ながめるのもなかなか趣おもむきがあるな、と思いながら、依紗子は森の中でじっとその時を待つ。




　　　　　　　　　　※




　指定されたのは、迷い家から二百メートルほど離はなれた小川のほとり。

　合図として笛を吹く、ということだった。もちろん景介には、そんなもの吹かれたところで森の中の特定の場所に辿たどり着つけるのかという疑ぎ問もんしかなかったが、どうやら鈴鹿にとっては当たり前のことらしい。子供の頃ころからそういう訓練を受けていたそうだ。

　警けい戒かいすべきは奇き襲しゆうだった。

　供子はご丁てい寧ねいに「三人で行く」と予告してきたが、罠わなの可能性が高い。

　それに合図を目指してのこのこ歩いていたら横殴りにされるということもある。相手が巳み代よや通つ夜や子こならそんなことを気にしなくていいのだが、供きよう子こも秋あき津つもそういう意味では、正々堂々という鈴すず鹿かの性格はまったく当てにならない。

　だが拍子抜けすることに、景けい介すけの懸け念ねんとは裏うら腹はら、罠わなや待ち伏せの気配すらなかった。

　一同の中で最も耳のいい型かた羽はを先導に、約十分。

　木々の少ないやや拓ひらけた平地で、景介たちは悠ゆう然ぜんと待ち構えている供子と出会う。

　傍かたわらにはあの双子。

　見たところ、神楽かぐらも秋津も日ひ崎ざきもいない。隠かくれているのだろうか。

　一同は供子たちの前、五メートルの距きよ離りで立ち止まった。

「やあ、こんばんは」

　先に口を開いたのは、供子だった。

　それに対し、枯かれ葉はが一歩前に出る。

「……久しいな、供子」

　心中はどうあれ、毅き然ぜんと堂々とした態たい度どだった。

　彼女のそんな様子を見て、供子が嘲あざけるように笑んだ。

「ふん。……これだけ煮え湯を飲まされておいて、まだそんな顔をしていられるとはね。図太さに恐れ入る。尊そん大だいさが忌いま々いましい」

　枯葉は視線を鋭くし、供子を睨にらみ付けた。

「ひとつ問う。薊あざみどのと慎しん一いちどのを殺したのは、お前の仕し業わざか？」

「くくく……さあ、どうだろうね」

　供子は挑ちよう発はつ。

「だったらどうする？　私たちを殺す？」

「殺す、だと？　妾わたしは決して、そんな下げ衆すな行こう為いに手を染そめない！　だが、だからといって許ゆるす訳もない。貴き様さまに……自分のしたことを思い知らせてやる」

　枯葉が身構え、懐ふところから『白銀しろがねりょうげ』を取り出した。

　対して供子が持つのは、西洋的な外見に日本的な意い匠しようをほどこされた鉾ほこ槍やり。

　景介は、あれが『ぎゅうきの牙きば』だろうと判断した。さっき型羽に聞いたところによれば、刀身の重量を操って一いち撃げきの破は壊かい力りよくを高める蔵ぞう物ぶつのはずだ。

　ふたりは対たい峙じし、もはや一も二もなく戦うつもりのようだ。

　景介は思考を巡めぐらせた。

　──どうする？

　まず気になるのは、神楽を始めとした、この場に姿を見せていない奴やつらのこと。

　途中で乱入してくるつもりだろうか。ただ、考えたところでこちらには打つ手がない。取とり敢あえずは、背後に気を付けるくらいの対策しか取れないか。

　供子に対して。こいつには問とい質ただしたいことが幾いくつもあるからもう少し会話を続けてもいい。が、彼女がまともに答えてくれるとは限らないし、返答によっては枯かれ葉はが無用に怒りを滾たぎらせる結果にもなるだろう。今の枯葉は、冷静さを失って逆上してしまう危険性がある。

　では黙って戦わせるか、となると、それにも迷いがあった。

『ぎゅうきの牙きば』は、その特性上、檻おり江えの持つ『たまも喰ぐらい』を当てた方が戦いやすいのだ。供きよう子こは一度、これを持った砂さ姫きに手も足も出ずやられているらしい。

　供子の背後に立っている双子を一いち瞥べつした。

　一見、無む手てのように見える。彼女たちに檻江と型かた羽はをぶつけてもいいものかどうか。

「檻江さん、型羽」

　小声で問うた。

「あの双子、いけるか？」

「なめないでください、けいすけおにいさま」

　型羽がにやりと、猛もう獣じゆうのような気配で笑った。

「おりえおねえさまは、わたしがじきじきにきたえまくっています」

「……そうなのか」

　どうやら景けい介すけの知らない間に、秘密の特訓でもしていたらしい。

　型羽は年齢相応に暴ぼう走そうしやすく油断しがちだが、檻江が止めてくれるだろう。

『白銀しろがねりょうげ』と『ぎゅうきの牙』の相性が心配だが、枯葉の技量を信じよう。あとは景介自身の働き如何いかんだ。もっとも、それ以前に足あし手で纏まといにならないよう鋭えい意い努力の必要があるが。

　景介は身構えつつ『かみらの枝えだ』を握にぎり締しめた。

「伏ふく兵へいの可能性も考えて、ひとりにならないように」

「うん」

　檻江の返事に頷うなずき返し、枯葉の背中に、言う。

「よし。じゃあ、枯葉……やってやろう」

　──それが、合図。

　枯葉が、そして檻江が、型羽が、全員が即座に動いた。

　まずは檻江が『たまも喰い』を抜き放ち、横よこ薙なぎに一いつ閃せん。

　空間を越こえて眼前に現れた白刃で、供子に咄とつ嗟さの防ぼう御ぎよをさせる。

　そうしておいて、足の止まっている彼女へ枯葉が『白銀りょうげ』を手に飛とび掛かかる。

「供子！　妾わたしが相手になる！」

「ふん」

　それでも鼻を鳴らしつつ余よ裕ゆうの笑みを崩くずさないのが癪しやくだった。

　同時、型羽は木を蹴けり、上空から虚きよを突き双子の片方に襲おそいかかっている。

「……っ！」

　驚おどろいたような顔をして、血ち香かが背後へ一歩下がった。

「血ち香かさん！」

　双子のもうひとりが同じ顔をした姉妹へ視線を遣やった時にはもう、型かた羽はは着地ざま、標的をそっちへと変更している。
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「……のおっ！」

　雄お叫たけびとともに、這はうような跳ちよう躍やくで鉄てつ爪そうを突き出す。

「きゃ！」

　とても戦いに際しているとは思えない、可愛かわいらしい声をあげる双子の片割れ──血ち沙さ。

　しかし嬌きよう声せいとは裏うら腹はらに、既すでに得え物ものを手にしている。

　鎖くさりの付いた菱ひし形がたの分ふん銅どう、或あるいは振り子。外見はそうとしか見えなかった。

　血沙はそれをひと振りし、型羽へと投げ付ける。

「……『かわひめのいと』っ！」

　型羽の血相が変わった。刹せつ那な。

　分銅から大量の水が噴ふん出しゆつ。型羽の身体からだを打ち付ける。

「が……っ！」

　見た目とは裏腹に、恐らくは高水圧。型羽は悲鳴とともに吹き飛ばされた。

「檻おり江えさん！」

　景介は咄とつ嗟さに叫ぶが、

「わかってる」

　檻おり江えは既すでに、走りだしていた。

　疾しつ走そうしつつ、血ち沙さへ突とつ撃げき。……と見せかけて、体たい勢せいを立て直してこっちを向きかけていた血ち香かへと体当たりを食らわせる。

　景けい介すけも安あん穏のんと見ている訳わけにはいかない。戦いに加わらなければ。

　とはいえ、こちらは鈴すず鹿かの一族と直接殴り合えるはずもない。

　自分がすべきなのは、主に支援だ。

　──まずは、双子と供きよう子この分断を。

　既に傍かたわらの木に『かみらの枝えだ』で傷を付けている。その木に思念を送り、根の三本を地面の下で伸長させる。僅わずかに土が揺れる気配がし、そして、

「……行け」

　短く、命令を出した。

　木の根が三本。それぞれ供子と血沙、血香の足あし許もとへと、土を突き破り出現する。

「ち！」

　供子が勘かん付づき、舌打ちとともに上へ飛んだ。あわよくば動きを止めてしまおうと思ったが、さすがに鋭い。だが、双子の方は反応できずきょとんとしている。

　足首に巻き付け、そのまま持ち上げ、

「あ？　っ……きゃあっ！」

　ふたり同時に、後方へと放り投げる。

　双子が悲鳴とともに、暗くら闇やみの向こうへと落ちていった。

「型かた羽は、大丈夫か!?」

　叫ぶと、「むろん！」と、立ち上がる。

「あいつらは、わたしたちにおまかせを！」

「ああ、頼む」

　そうして檻江とともに、血沙と血香が消えていった森の奥へと走っていった。

　これで、初しよ手ては景介の計算通りに打てたことになる。

　あっちは二対二。こちらは二対一。双子の持っている武器が未知数なのが気に入らないが、そこは型羽と檻江のコンビネーションで勝負、か。

　次は、枯かれ葉はとふたりで供子を無力化できるかどうかだ。

　供子へと向き直った。

　彼女は枯葉からも距きよ離りを取り、景介を陰いん湿しつに睨にらんでいる。

「……ふん、相変わらず姑こ息そくな手を使う。実に人間らしい。気に食わないね」

「俺からしたら、お前らの馬ば鹿か力ぢからの方が卑ひ怯きようなんだよ」

　まとわりつくような視線に悪寒を覚えつつ、虚きよ勢せいでせせら笑う。

　前に戦った時は、こっちができる限りの準備をして臨のぞんだ。それでもなお、強引にひっくり返されかけた。もちろん景けい介すけだって以前とは違う戦い方ができるようになっているが──相手は、その気になればこの五メートルの間合いを一いつ瞬しゆんで詰めて、景介が反応するより前に首を刎はね飛とばすことができる存在なのだ。それを忘れてはいけない。

「くくく。じゃあ、その馬ば鹿か力ぢからで、お前の胴体を捩ねじり切ってやろうか？」

　前言訂正。首だけじゃなくて胴体も捩り切れるらしい。

「そいつは勘かん弁べん願いたいね」

「心配するな、景介」

　供きよう子こを見み据すえたまま、枯かれ葉はが力強く言う。

「妾わたしと棺かん奈なが、そんなことさせない」

「おやおや。相変わらずご高こう潔けつであらせられること。まったく反へ吐どが出る」

「貴き様さまこそ、相変わらず澱よどんだ目をしているな」

「それはどうも。『このはな』としては褒ほめ言葉だね」

　薄ら寒い笑み。

「それで、どうするのかな？　澱んだ目をした『このはな』に……頭とう首しゆを騙かたる滑こつ稽けいな次女と、それに誑たぶらかされた哀あわれな婿むこ殿どのが揃そろって挑いどむ？　面白い。面白過ぎて、笑える」

　そして、嘲あざけりの言葉を針のように枯葉へと向ける。

　枯葉は眉まゆをひそめ、唇を咬かんだ。怒りを我が慢まんしているようだ。

「いや、違うね。『つうれん』を持っていないお前はもはや頭首を騙ることすら許されない。ただの本家の生き残り……言ってみれば傍ぼう流りゆうに過ぎない。くく……そうだ、いっそ私たちに下り、かしずいては如何いかが？　分家の字あざなでも分け与えてあげるから」

「……貴様」

　供子は枯葉の扱いを──悪い意味で──実に心得ている。

　このまま喋しやべるに任せていては、後ご手てだ。景介は反対に挑ちよう発はつしてやることにした。

「は。二対一じゃ勝てないと見て、口くち喧げん嘩かに持ち込むつもりか？」

　枯葉の前に出て、供子と対たい峙じする。

「その哀あわれな次女と弱っちい人間を相手に、随ずい分ぶんと姑こ息そくなことで。『このはな』とやらもたかが知れるってもんだ。俺らが一族を統率した暁あかつきには、使いっ走りにでもなってもらうかね」

　舐なめるな、と笑ってみせる。

　挑発には挑発を。性しよう悪わるな会話なら──こっちの得意分野だ。

　二度対峙した結果、なんとなく感じたことがある。どうやらこいつは、自分が『このはな』であることにそれなりの誇ほこりを持っているらしい。

「そうだな……口先だけが取とり柄えのお前だ、買い物の時の値切り役、ってのはどうだ？」

　だから、そこを突いてみる。

　自分のことを差し置いて、小こ馬ば鹿かにしたように言ってやった。

　眉まゆをひそめる供きよう子こ。唇が微かすかに引ひき攣つっているのを景けい介すけは見逃さない。

　ビンゴ、か。

「……よっぽど死にたいと見えるね、婿むこ殿どの」

　殺気が増した。陰いん鬱うつな瞳ひとみが暗く染そまる。

　だったら、止とどめだ。

「は、さっきから『捩ねじり切る』だの『死にたいか』だの言って、実際にやろうともしねえじゃねえか。やっぱ達者なのは口だけか？　暗あん役やくさんよ。それとも、俺が恐こわいのか？　なにせ……一回、ものの無様に負けてるからな、あんたは」

　効果覿てき面めんだった。

　供子は無言で『ぎゅうきの牙きば』を構え、身を沈める。

　──来る！

　一週間前、慎しん一いちに言われたことを思い出した。

　鈴すず鹿かの一族に相対する時の、人間なりの戦い方。

　曰いわく、相手の動きを予測し、呼吸のリズムに合わせて虚きよを突く。

　彼ほどにできるとは思わない。が、やるしかない。

　教えてくれたことを無む駄だにしないためにも。見込んでくれたことに報むくいるためにも。そして──彼を殺したかもしれない供子を、あの人のやり方で打ち負かしてやる。

　相手は冷静でなく、おまけにこっちは弱っちい人間。フェイントなど使ってくるはずがない。突っ込んでくる軌き道どうは真まっ直すぐだろう。

　ならば、たとえ動きが目にも止まらなくたって、先読みは可能だ。

　景介はさっき支配下に置いた木、その根を、再び操作した。

　地面から五本、自分の目の前に、柵のように突き出す。

「ふん……なんだ、それは？」

　供子がせせら笑った。『ぎゅうきの牙』を振りかぶり、打ち付けようとする。

　残念ながらそれも計算のうちだ。

「……っ!?」

　既すでに六本目の根を、供子の背後から忍び寄らせている。

　そいつは鉾ほこ槍やりの柄つかに絡み付き、彼女の足を止めた。

　供子が硬こう直ちよくする。長らく束そく縛ばくできるはずもないが、一いつ瞬しゆんの隙すきが生まれればそれで充分だ。

「枯かれ葉は！　今だっ」

「承しよう知ち！」

『白銀しろがねりょうげ』を手に、舞まう枯葉。

　柵の間を縫ぬうようにして、起こすのは鎌かま鼬いたち。狙ねらうのは供子の両足。

「学習しろよ。言っただろ。人間を舐なめんな、って」

　景けい介すけは笑う。

　巻き起こった風に、供きよう子こは大きく目を見開いた。




　　　　　　　　　　※




　そして型かた羽はと檻おり江えは、双子と対たい峙じする。

　木の根によって投げ飛ばされた双子をそのまま追つい撃げきすることはさすがにできなかった。型羽たちが追い付いた時には既すでに、森の中で立ち上がり、身構えている。

「おりえおねえさま」

　隣となりに立つパートナーへ、呼よび掛かけた。

「いけますか？」

「うん」

　檻江は頷うなずく。

　特に力強くもなく、かといって弱気でもない。つまり、いつも通りの顔で。

　型羽は安あん堵どに頬ほおを緩ゆるめた。

　だが、油断はできない。

　血ち沙さと血ち香か──会うのは初めてだが、話だけは聞いている。

　鈴すず鹿かの闇やみ『このはな』が生み出した、禁きん忌きの仔こ。背格好からするに、歳は型羽よりも少し上だろうか。左右対称の髪かみ型がたに同じ顔を貼はり付つかせた様相は、見れば見るほど頭がおかしくなりそうだ。双子というものを目にするのは初めてだった。

　どちらが血沙でどちらが血香かを考えるのはやめた。武器で識しき別べつする。

　向かって左。手に持つのは鎖くさり付きの分ふん銅どう『かわひめの糸いと』。形としては振り子と形容した方がいいかもしれない。菱ひし形がたの先せん端たんから水を噴ふき出させることができる。一見地味だが、威い力りよくはさっき型羽自身が経験したようにとてつもなく痛い。圧力を変えれば刃にもなるはずだ。

　もう片方、向かって右は無む手てだった。

「……あなたは、としゅくうけんでたたかうつもりですか？」

　問う。

「あなたって、私のこと？」

　右の娘はきょとんとした。

「そうね。血香さんのことじゃないかしら」

　左の娘が呼よび掛かける。では、こちらが血沙か。

「覚えておいて、私が血香よ」

「そして私が、血沙」

　順番に自己紹介しながら、仰ぎよう々ぎようしく袖そでを摘つまみ、膝ひざを曲げる。

　覚える気はしなかった。というより、頭がこんがらがって覚えられない。

「……、しつもんにこたえてください」

「質問？　なんのことかしら？」

「っ……あなたはぶきをもってないんですかってきいたんですっ」

　おまけに苛いら々いらしてきた。会話のリズムがまったく噛かみ合あわない。

「ああ、武器。武器ね。持ってるわよ？　ねえ、血ち沙ささん」

「ええ、血ち香かさん。血香さんの武器、見せてあげたら？」

　どうしていちいち姉妹に語りかけるのだろう。訳わけがわからない。

　鈴すず鹿かであるならせめて礼れい儀ぎを通すのが筋だと思ったが、もう襲おそいかかってやろうか。そんなことを考えた型かた羽はは、直後──血香の取り出した得え物ものを目にし、

「……それ、は」

　息を呑のんだ。

「まさか……」

　外見は、ただの木の棒に見える。

　その外見。そして、

　ひゅん。血香がそれを軽くひと振りした。

　先せん端たんがにゅるりと伸び、鞭むちのように地面を打ち付ける。

　その特性──。

「『ものぬしの杖』っていうんですって」

　玩具おもちやを手にした子供のように、血香は言った。

「みよ、おねえさまの……」

「そうね。巳み代よお姉ねえさんの蔵ぞう物ぶつだったみたい。でも今は、私のものだけど」

「そうね。今は、血香さんのものだわ」

　意味深げにきゃらきゃらと笑う双子。厭いやな予感がした。

「……みよおねえさまは、どうしたのですか」

「「死んだわ」」

　返事は二重奏だった。

　型羽は絶句する。

「な、……ぜ」

　かろうじてそれだけ、たった二文字だけを発した。

　──みよおねえさまが、しんだ？

　どういうことだ。型羽が最後に会ったのは、二月の末だったか三月の初めだったか。とにかく、景けい介すけが攫さらわれた時だ。枯かれ葉はがその後、今月に入って一度会ったはずだが、その時にも死んだというような話は──いや、枯かれ葉はたちが巳み代よを殺す訳わけがない。

　だったら、繁はん栄えい派はの仲間割れか。

　双子がなんでもないことのように答えた。

「巳代お姉ねえさんは、もういらなくなってしまったの。だから食われたわ」

「そうね。私たちも食べられちゃうところだったあの剣に、食われたのよ」

「つうれん……で？」

　巳代のことは昔から嫌きらいだった。

　からかわれてばかりいたし、彼女の恋人が事故だかで目を覚まさなくなってからは荒れて手が付けられなくなり、型かた羽はも当たり散らされた。挙あげ句く叛はん乱らんに加担し、里を焼き、枯葉の父の命を奪うばった張本人でもある。できるならばこの手で殺してやりたいとすら思っていた。

　けれど、それでも。

　型羽にとっては、姉のひとりであったことに変わりない。

　まだ年とし端はのいかない型羽と稽けい古こする時も、彼女だけは決して手加減してくれなかった。容よう赦しやなく型羽を打うち据すえ「まだまだだな」と笑う。「それじゃ本家を守れねえぞ？　せめて私に勝てるようになれよ」と。──それが憎にくらしくて、悔くやしくて。だから強くなろうと努力した。

「そう……ですか。みよおねえさまが」

　悲しくはなかった。同情もしない。

　ただ、胸の裡うちに怒りだけが満ちる。

「ちさ、ちか……どっちでもいい。きもにめいじておくがいい」

　型羽は鉄てつ爪そうを突き出す。

「『ものぬしのつえ』を、みよおねえさまほどうまくつかえるものはいない。そしてわたしは……みよおねえさまのむちをうけて、つよくなったんだ」

　それを受け、隣となりで檻おり江えが『たまも喰ぐらい』を、じゃき、と鳴らす。

　双子の笑みを睨にらみ付けた。

　型羽たちは身構え、殺気とともに一歩を踏ふみ出だす。




　　　　　　　　　　※




　枯葉が扇おうぎを振るった時に景けい介すけが抱いたのは、楽観半分、悲観半分。

　即すなわち、これで終わってくれればいいなという楽観と、これで終わるなら苦労はしないという悲観だった。そして現実は──あっさりと後者へ転ぶ。

「……ふん」

　迫り来る真空の刃を目の前にして、供きよう子こは鼻を鳴らした。

　直後。めき、と。木が軋きしみをあげ、彼女の身体からだが背後へ大きく反それる。

　地面を蹴ける鈍にぶい音。次いで、跳ちよう躍やく。

　後ろ手に振り上げようとしたまま動きを止められた『ぎゅうきの牙きば』を、重量操作。重みで根の束そく縛ばくを引ひき千ち切ぎり、その勢いきおいを利用して高く背転、鎌かま鼬いたちを逃のがれる──一連の離はなれ業わざは即座に行われ、景けい介すけが理解した時にはもう、供きよう子こは一回転しての着地を終えていた。

　そして反応しようとした時には、既すでに反はん撃げきが開始されている。

「……っ！」

　着地と同時に根の柵を回り込み、景介の真横に。

「相変わらず、舐なめた真ま似ねをしてくれる」

　耳みみ許もとで囁ささやかれる、不気味な声。

「くく……お前は少しばかり、痛い目を見た方がいいね」

『痛い目』という実にささやか過ぎる表現とともに、鉾ほこ槍やりが薙ながれた。

　斧おの状の刃は外向き。つまり柄つかを打ち付けようとしている。どうやら殺すのではなく、腕の骨を盛大にへし折ってくれるつもりらしい。

　もちろん景介に避けられるはずもない。

　だが、冷や汗はかいても「もうダメだ」とは思わなかった。

　残念だが、自分たちと供子とは、二対一ではない。

　三対一だ。

　景介は襟えり首くびを掴つかまれ、強引に背後、やや下向きへ引っ張られる。鼻先を『ぎゅうきの牙』の柄が物もの凄すごい勢いで通り過ぎていく。

「う、おわぁっ！」

　それでも恐きよう怖ふに悲鳴が洩もれた。心臓に悪過ぎる。というか、あと三センチずれていたら頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつ、もしくは粉ふん砕さいだ。腕を折られるより質たちが悪い結果になっていた。

　そのまま身体からだを抱きかかえられ、後方へと跳ちよう躍やく。

　着地の衝しよう撃げきの後、襟元に触ふれる冷たい掌てのひらの主に感謝の言葉を告げた。

「っ、と……助かった、棺かん奈な」

「いえ」

　棺奈は短く頷うなずき、景介を地面に下ろした。

「お怪け我がは、ありませんか、景介さま」

「大丈夫」

　立って体たい勢せいを整える。

　どうやら自分が棺奈に助けられている間に、枯かれ葉はが牽けん制せいの攻こう撃げきを加えてくれたらしい。供子は追撃できず再び距きよ離りをとり、こちらを睨にらみ付けている。

「なにをしている？　……鎖くさり女め」

　代わりにとでも言うように、忌いま々いましげに眉まゆをひそめた。

「私は鈴すず鹿かだ。鈴鹿の邪じや魔まをするとは……壊こわれでもしたか？」

「いえ、棺かん奈なは、壊れては、おりません」

　尊そん大だいな追及にも、律りち儀ぎに答える棺奈。

「棺奈には、一族と、それに、準じる、方を、お助けする、責が、あります」

　そう──これは景けい介すけが事前に確かく認にんしていたことだ。

　以前、枯かれ葉はと日ひ崎ざきが戦った時に彼女は言った。『一族を傷付ける行こう為いができない』と。あの時は戦いそのものに割って入れないのだろうと思っていたが、それは違う。

　傷付ける行為でないのなら、構わない。

　恐らくあの時も、枯葉が決定的に殺されそうになったとしたら、遠えん慮りよなく戦いに乱入し助けていただろう。そもそも里が焼けた夜に枯葉を救ったのも棺奈だった。

「すみません、供きよう子こさま」

　棺奈は頭を下げた。

「供子さまよりも、景介さまの、方が、お嬢じようさまに、近う、ございます、故ゆえに」
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　そもそも彼女は、枯葉の姉、木こ春はるに仕えていた『くさりめ』だ。一族すべてに対して平等に仕えるのではなく、優ゆう先せん順位がある。

　彼女にとって今の主は枯葉。そして景介はその婿むこ。

　本家の婿は、分家の娘などよりも重要性が高い位置にいる。

「ち。……なるほどそういう訳わけ。面白くない」

　理解はしても納得はできないといった表情で、供きよう子こは舌打ちした。

　しかし直後、機き嫌げんを直したように肩を竦すくめ、皮肉げに眉まゆと唇を歪ゆがませる。

「だけど、まあ……見方を変えれば面白い。面白くて滑こつ稽けいだ。悲しくて笑える。命令に忠実なだけの、杓しやく子し定じよう規ぎに行動する哀あわれな死体人形め」

「供子。……棺かん奈なを愚ぐ弄ろうするか？」

　枯かれ葉はが怒りの表情で供子を一いつ喝かつする。

「棺奈は妾わたしの家族だ。嘲あざけることも笑うことも許さん」

　景けい介すけも同様の気持ちだった。枯葉にとって、景介にとって、棺奈は物や道具ではない。ひとつの人格を有した家族であり、仲間だ。

　たとえ、蔵ぞう物ぶつによって動く死体だったとしても。

　たとえ、本質的には意志などなく機き械かい的てきなルールに従って行動しているだけだとしても。

　枯葉の身の回りの世話を甲か斐い甲が斐いしく焼いている姿を何度も見た。景介自身、迷まよい家がで風か邪ぜをひいて寝込んでしまった時に一晩中看病してもらったこともある。眠りもせず、愚ぐ痴ちひとつ言わず、それでもこちらの気持ちを汲くんでくれる彼女を──物や道具だと思えるものか。

　供子を睨にらみ付ける景介と枯葉。

　そんなふたりの怒ど気きとは裏うら腹はらに、いや、怒気それ自体を楽しむように、

「くく。く、は。ふふ……ははっ！」

　供子はさも可お笑かしそうに、陰いん鬱うつな笑顔を更に軋きしませた。

「これは傑けつ作さく。家族ごっことは！」

　高らかに吐き捨て、棺奈へと向き直る。

「棺奈、お前はさっき、自分がなにをしたか理解している？　いや、してないだろうね。それが滑稽。それが面白い。それが笑える。それが悲しい」

「供子、貴き様さま、なにを……」

「無む駄だ話ばなしは終わり」

　嘲ちよう笑しようの意味を問おうとした枯葉を遮さえぎって、供子の顔から再び笑顔が消えた。

　今度は恨うらめしげに、そして疎うとましげに。

「来なさい、なにも知らない次女、誑たぶらかされた婿むこ、哀れな鎖くさり女め。まだお遊ゆう戯ぎは始まったばかり。私はもう少し楽しみたい。お前たちの苦しむ姿を見て、存分に笑いたい」

『ぎゅうきの牙きば』が構えられる。

　景介と枯葉も再び唇を引き結び、供子へ向き直る。

　確かに供子の言う通り、まだ数度の打ち合いを演じただけ。

　本番はむしろこれからだ。

　それにさっきは躱かわされたが、まだ景介の策は尽きてなんかいない。

「は。……だったら来いよ、化け物」

　景けい介すけは挑ちよう発はつする。

「目にもの見せてやる」

「……くく」

　ゆらり、と供きよう子こが動く。枯かれ葉はが短い気合いとともに鉄てつ扇せんを振るう。景介は数歩退さがり、供子の射しや程てい圏けん外がいへ逃のがれてその様子を見守るふりをする。

　第二ラウンドが、始まった。
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『白銀しろがねりょうげ』と『ぎゅうきの牙きば』が幾いく度どめかの攻防を展開する。

　それを横目に景介は、じっと機会を待っていた。

　一見、あちこちに細かい切り傷を作った供子の方が押されているように見える。対して枯葉は土つち埃ぼこりにまみれているだけだ。だが戦いそのものは拮きつ抗こうしており、状じよう況きようはあまりよくない。

　風と重力──端はたから見ている限り相性は悪いとさえ言えた。重量を倍加させた鉾ほこ槍やりの刃は、鉄扇から吐き出される竜たつ巻まきや風圧を突き破るだけの破は壊かい力りよくを持っている。鎌かま鼬いたちに関してはさすがに細い柄つかでの防ぼう御ぎよが不可能だが、それとて治ち癒ゆ力りよくの高い鈴すず鹿かであれば最低限の回かい避ひさえすれば済む。太い血管や筋肉さえ切断されなければ動きが鈍にぶることもない。

　武器に関しては枯葉の方が不利だった。枯葉は小傷を与えることが多いも決め手に欠け、供子は未いまだ当たらずも一いち撃げき必殺の破壊力を携たずさえている。

　恐らく、枯葉もこの状況は予測していただろう。それでも、数ある蔵ぞう物ぶつの中から『白銀りょうげ』を持ち出したのは、それが元々、日ひ崎ざき歩ほ摘づみの武器だからだ。

　敵に回ってしまった彼女に、自らの思いを知らせたい。あやつが来るかもしれない以上、妾わたしはこれで戦う──出発前にそう言った枯葉に、景介は反対しなかった。

　だが、そろそろ限界だ。

　枯葉と戦っているのが日崎ではなく供子であり、彼女の武器と『白銀りょうげ』の相性が悪いというのは事実。他ほかの武器さえ持ってきていればとか、『つうれん』さえあればとか、そんなことを考えても仕方ない。なにより景介は、枯葉をフォローするため、ここにいる。

　供子が枯葉との戦いに気を取られている間に、木の数本に傷をつけて回った。戦いの舞台が森であったことは幸運だ。木という奴やつは、葉といい枝といい根といい実に使い勝手がいい。

「枯葉！」

『かみらの枝えだ』を握にぎり締しめ、叫んだ。

「そろそろ仕し掛かけるぞ！」

「ふん」

　わかりやすい合図に供きよう子こが反応した。

「くく。今度はなにをしてくれるのやら」

　言いつつ『ぎゅうきの牙きば』を上段から振り下ろす。間かん一いつ髪ぱつ躱かわした枯かれ葉はだが、地面が爆ばく発はつしたように抉えぐれた。視界を覆おおう土煙が即座に『白銀しろがねりょうげ』の風で吹き飛ばされる。

　既すでに何度も繰り返された攻防。

　異なるのは──次の一手だ。

　枯葉は大きく一歩後退し、鉄てつ扇せんを斜め下から上へと大きく振った。

「……捲まけっ！」

　人の大きさほどもある竜たつ巻まきが、供子を起点にして周囲に巻き起こる。

「なにを……」

　眉まゆをひそめる供子。

　当然だ。中心は無風状じよう態たい。これでは自分を守っているようにしか思えないだろう。

　その困こん惑わくに、景介はにやりとした。

　木々に命令を送る。葉の何百枚かを分ぶん離りさせ、その竜巻へと吸い込ませた。

　竜巻に色が付く。四月の新緑、月明かりの下でも鮮あざやかに。

「食らえ！　名付けて『自然に優やさしくない作戦』！」

　自らを奮ふるい立たたせるために冗談めかして叫ぶ。もちろん名前のアホさ通り、ただ供子の視界を奪うばっただけではない。自然に優しくないのはむしろこれからだ。

「舐なめた真ま似ねを……」

　乱れ飛ぶ葉たちの向こうで供子が身構える気配。恐らく竜巻を突とつ破ぱするつもりだろう。

「読んでんだよ、んなこたぁ！」

　既に二手めを打ってある。

　操作した枝、合計三十二本。伸長させ、竜巻の周囲に先せん端たんを向けている。

　葉の入り混じった風を突き破り供子の姿が現れる。

　供子の身体からだを刺し貫くべく、枝が殺到した。

　不意に目の前、辺り一面に現れたそれらに、供子が一いつ瞬しゆんだけ動きを止める。

　だが、直後。

「ふん。なんだ……これは？」

　莫ば迦かにしたような嘲あざけりの笑みとともに。

　ぐぉん、と。

　殆ほとんど強引に『ぎゅうきの牙』を振り回す。

　枝の数本が腕や太ふと腿ももに突き刺さるのも構わない、ぞんざいな一いつ閃せん。それでも伸ばした枝たちはあっさりと、文字通り木こっ端ぱに破は壊かいされる。

「……くだらない」

　スイングの後、勢いきおいを余らせて鉾ほこ槍やりの先せん端たんを地面に突き刺した供きよう子こは鼻を鳴らした。

「少しは期待していたが、こんな児じ戯ぎに付き合わされてはたまらない。まさか、これで終わりとでも言うつもり？　だとしたら、とんだ、」

「ああ」

　だから景けい介すけは、




「残念だけど、その通り。これで終わりだ……あんたがな」




　飛び切りの笑顔で、笑ってやった。

　両手を開く。まるでお手上げのように、

　なにも持っていない両手を。

　同時、景介の足あし許もとの地面から音をたてて伸びてきたのは、木の根。

　先端に『かみらの枝えだ』を絡ませた、細い根──。

　それはお手上げの形に広げた景介の右掌てのひらに『かみらの枝』を手渡す。

「ジャスト三秒。間に合った」

　景介は宣言した。

「あんたが俺の作戦を小こ馬ば鹿かにしてへらへら笑ってた、ついさっき。……どっさりと地面に下ろした『ぎゅうきの牙そいつ』に、地下から細工させてもらった」

　既すでに実感がある。

　供子の持っている『ぎゅうきの牙』は、もはや景介の支配下だ。

「よくやった。さすがだ、景介」

　枯かれ葉はが景介の前に、供子から守るように立ちはだかる。

「妾わたしが守る。遠えん慮りよなくやってくれ」

「了りよう解かい」

「……、貴き様さま」

　供子がようやく、景介がなにをしたのかに気付く。

「まさか……」

「遅いんだよ。『蔵物殺し』……とくと味わいやがれ」

「……っ！」

　血相を変え、景介に向かって突とつ撃げきしてくる。

「させるか！」

　枯葉が風を起こし、供子へとぶつけた。

『ぎゅうきの牙』を振るおうとした供子は、目を見開く。当然だ。

　重量操作はもはや供子の自由にならない。

　もちろん、それだけで終わると思うな。

　彼女の相手は枯かれ葉はに任せ、景けい介すけは目を閉じる。

　生なま半なかな集中では通じない。既すでに意い識しきの中で『ぎゅうきの牙きば』は景介から逃のがれようと暴あばれ回っている。『しらぬえ』の時の感かん触しよくを思い出せ。圧倒的な支配力を行使しろ。

　ふと気になった。蔵ぞう物ぶつについてのこと。

　──これらはいったい何なのか。

　だが、自問自答しているようなキャパシティーは精神に存在しない。メモリ一杯までフル稼か働どうしなければ、この不ふ可か思し議ぎな物質──物質？　本当に？──は、壊こわせない。

　腕の先、足の先、頭の天てつ辺ぺんから身体からだの中まで、触覚が消きえ失うせていく。

　枯葉と供きよう子この戦いの音も聞こえない。舌が渇かわきを訴うつたえるが無視。森に充満する土と植物の匂においも消え失せる。視覚は意識の内側を向き、得体の知れないそれを睨にらみ付けていた。

　もやもやとした煙のようなものが広がっていく感覚と、箱の中に水を流し込んでいるような感覚。ふたつが鬩せめぎあい、そしてこいつを完全に把は握あくしたという実感を得た刹せつ那な。

　ああ、まただ。

　また、見える。




　モノクロかカラーかすらわからない映像。

　支配が飽ほう和わし、破は壊かいが為なされる寸前のフィードバック。

　今度は、海岸だった。

　視線は地面すれすれを舐なめている。やけに広角な視界で、焦点は焦点で景介の意志とは無関係にきょろきょろと忙せわしない。目が回りそうだ。

　唐とう突とつにその動きが止まる。中心に、少女がいた。

　髪かみを長く伸ばした着物姿。やっぱり、前と同じように現代とは思えない。

　ただし前回の少女とは違う。今度はどことなく供子に似ていた。あの陰いん鬱うつな視線はなく、代わりに真まっ直すぐな瞳ひとみ。供子と双子を足して二で割った感じかもしれない。

　少女が持つのは、あれは──棘とげの突き出た車輪。

　こちらの視線が更に低くなる。

　恐らくは『ことり車ぐるま』を構え、少女が跳ちよう躍やくする。

　彼女の周囲には、同じように着物を纏まとった女たちが五、六人。

　そのうちのひとりに枯葉と似た顔を発見し、しかし視界はそれに焦点を結ぶことなく、供子に似た少女を睨み付けていて──。




　映像が途切れる。

　景介は目を開けた。

　足あし許もとがふらつき、よろめく。

　棺かん奈なが後ろから支えてくれた。

「大丈夫、ですか。景けい介すけさま」

「ああ」

　喉のどは嗄かれていた。四し肢しも疲れ果てている。

　けれど、終わった。

　枯かれ葉はと戦っていた供きよう子こが異変に気付き、動きを止める。

「……な!?」

　ぼこり。

　生々しい音が『ぎゅうきの牙きば』から響ひびいた。

　枯葉は大きく一歩を退さがり『白銀しろがねりょうげ』を下げた。

「お前の負けだ、供子」

「ふざけるな、なにを……」

「俺からも忠告しとく」

　景介は言った。

「そいつから、離はなれた方がいい。たぶん……でかい」

　ぼごぉ、と。

　鉾ほこ槍やりの先せん端たんが、大きく泡立った。

　それは更に連れん鎖さする。刀身、柄つか、基部の布飾り。素材の一切を無視して、まるで発はつ疹しんのように、火ひ脹ぶくれのように、次々と音をたてて膨ふくらんでいく。

「……ち！」

　供子は舌打ちし『ぎゅうきの牙』を地面へ投げ捨て、飛び退いた。

　ぼご。ぼご。ごぼ。

　ぼごごごごごごごごごごごごごごごおごごおごおごごごごごごごごおごごおごごごご──。

　もはやそれは、肉にく塊かいだった。

　泡立ちが数えきれないほど連続し、増ぞう殖しよくし、全容は武器の体積を遥はるかに越こえる。人の身体からだよりも大きくなり、見渡すほどになり、天井が見えなくなり、ぐるり。

　裏返り、ばしゃん、と。

「……っ、うお!?」

　──破は裂れつ。

　景介は思わず腕で顔を覆おおいながら身を縮ちぢこまらせた。だが、中身が撒まき散ちらされることはなかった。そいつはまるで、中身が空気だったかのように表皮を萎しぼませる。

　表皮。

　即すなわち、細かい毛の生えた六本の、先端が鋭い爪つめとなった足。

　萎しぼむ前は女じよ郎ろう蜘ぐ蛛ものように丸々としていたであろう、ごわごわとした腹。

　そして二本の角を宿した、毛のない人間のような、おぞましい顔。

　見るだけで吐き気が込み上げてくる。あまりの異形に現実味がないのが救いだ。

「これが……」

　枯かれ葉はが驚きよう愕がくの声を洩もらした。

　供きよう子こすらも無言で、そいつを見ている。

　そして、萎み乾ひ涸からびきった『牛鬼の牙』の成れの果ては、やがて景けい介すけたちが見守る中、身体からだすべてが細かな塵ちりとなってその姿を崩ほう壊かいさせる。
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　打うち据すえられた鞭むちは音速を超こえて型かた羽はへと襲しゆう来らいする。

　それを受け止めるのは空中に出現した白刃──檻おり江えの振るう『たまも喰ぐらい』。

　檻江が型羽を防ぼう御ぎよした隙すきを見て、血ち沙さが振り子を投げ付けた。先せん端たんに滞たい留りゆうした水は鋭い斬きれ味で以もつて、伸びきった檻江の腕を切り落とそうと飛来する。

　だが軌き道どうに割って入った型羽が、鎖くさりを無造作に踏ふみ、そのまま強引に身体からだで引っ張る。

「……きゃ！」

　バランスを崩くずし、血沙が前につんのめった。檻江はその間に体たい勢せいを整え、振り子の射しや程てい圏けん外がいへと離り脱だつする。同時に刀を構えなおし千ち香かを牽けん制せいすることも忘れない。

　一同は距きよ離りを取った。これで八回めの攻防が終わったことになる。

　呼吸を整えながら、型羽は心中で首を傾かしげた。

　戦いの中で生まれた違和感が、抑おさえきれない。

　おかしいと思うのは、彼女たちの戦い方だ。

　まるで遊んでいるような表情と態たい度どなのはまだいい。そういう性格だろうというのはなんとなく察しがつく。だが──それにしても、戦い方がぬるい。

　修練を重ねてきたとはいえ、型羽と檻江のコンビネーションは付け焼き刃だ。おまけに檻江の技術も、現段階ではそれほど褒ほめられたものではない。生来の器用さがあるのか『たまも喰い』の扱いは短期間で感心するほど上達したが、体術は素人しろうと以下といっていい。

　そんなふたりを前に、何な故ぜこの双子は互角の戦いを繰り広げているのだろう。

　武器の相性のせいとも言えない。不規則な動きをする鞭と振り子は、むしろ『たまも喰い』が苦手とするところだ。或あるいは、扱いに慣れていないのだろうか。

　正直なところ、型羽は相当の苦戦を予想していた。

　双子の息がぴったりだというのは枯葉から聞いていたし、そもそも型羽自身、こうした決けつ闘とう形式の戦闘がそれほど得意ではない。最悪の場合、手足の一、二本くらいは覚悟していた。

　それなのに、今に至るまで型かた羽はも檻おり江えも、かすり傷の幾いくつかだけで済んでいる。

　まるで、手加減をされているかのようだ──いや。

　間違いなく、手を抜いている。

「……なぜだ？」

　確信すると早かった。型羽は疑ぎ念ねんを双子へぶつける。

「なぜ、ほんきでこない？　ばかにしているのか？」

　双子はきょとんとした。

　そして、ややあって、

「ふふ、あはっ！　面白いわね、血ち沙ささん」

「あはは！　ええ、面白いわね、血ち香かさん」

　揃そろって、弾はじかれたように笑い始める。

「っ……なにがおもしろい！」

「だってあなたたち、思っていたよりずっと強いんだもの。ねえ、血沙さん？」

「ええ、血香さん。びっくりしたわ。まさかそんなことを考える余よ裕ゆうがあるなんて」

「……なんだと？」

「殺しちゃ駄だ目めだって言われてるのよ、ちさかは」

　ふたりが揃って、同じ言葉を発した。

　型羽は怒りよりもむしろ、呆あつ気けに取られる。

　何な故ぜ。どうして繁はん栄えい派はがそんな命令を出す必要がある？

　血沙と血香は、可お笑かしそうに破顔しながら型羽たちへ告げる。

　型羽にとっては──困こん惑わくに値あたいする内容のことを。

「あのね、あなたたちは……鈴すず鹿かの一族は、生いけ贄にえなの」

「そう。ちさかが殺しては、意味がないんですって」

「そう。あなたたちは、あの剣に食わせないと駄だ目め」

「『つうれん』に食わせないと、駄目なの。……巳み代よお姉ねえさんみたいに」

「ええ、巳代お姉さんみたいにね」

　──どういうこと。

　訳わけがわからない。

『つうれん』。頭とう首しゆの証あかしにして一族殺しの宝ほう刀とう。傷を成長させる魔ま剣けん。

　型羽の知っている情報はそれだけだ。

『食わせる』──あの魔剣に？　傷を成長させ尽くして殺すことを意味するのか。だったら、そうしなければならない理由があるということか。巳代はそのせいで殺されたのか。

「でも、さすが『きしみ』ね」

「そうね。『えそな』もなかなかやるわ」

「ちさか、本当はあなたたちの手足くらいは切り落としたいと思っていたのよ？」

「でも、できなかった。頑がん張ばったのにね」

「凄すごいわ、あなたたち。できれば本気で戦ってみたかったわ。ね、血ち沙ささん？」

「ええ、血ち香かさん。本気で戦えなかったのがちょっぴり悔くやしいわ」

　双子は一転、こちらに賛さん辞じを送り始めていたが、もはや型かた羽はの耳には届かない。

　檻おり江えを見み遣やる。

　彼女は目が合うと僅わずかに首を振った。元繁はん栄えい派はである彼女にも意味不明らしい。

「なん……なんですか」

　型羽は薄ら寒いものを覚え、震ふるえる唇で問とい掛かける。

　答えを教えてくれはしないと思いつつ、それでも尋きかずにおれなかった。

「『つうれん』に、いったいなにがあるというのですか！」
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　自分の武器が奪うばわれたのなら負けが確定したも同然だ。

　景けい介すけはそう考えていたし、枯かれ葉はだって同じだろう。

　それなのに供きよう子こは『ぎゅうきの牙きば』が失われた様さまを見届けた後、くつくつと不ふ可か解かいに笑い始めた。いつもの捻ひねくれた感情ではなく、ただ、本当に愉快だから笑っているだけに見えた。

「くくく……なかなかやる、婿むこ殿どの」

　景介に向き直り、まるで褒ほめ讃たたえるように。

「まさか、こんなものが見られるとは思わなかった。現代に生まれたことを後こう悔かいしていたけど……これなら、遥はるかな過去を夢見ずに済むね」

「どういうことだ？」

　問う。問うた直後、彼女の口調から、景介は妙みような違和感を抱いた。

「いや……待て。あんた、まさか」

　──遥かな過去を夢見ずに済む。

　鈴すず鹿かの一族の遥かな過去に、なにがあったか。

　それは、異なものどもとの戦いだ。

　鵺ぬえや、牛ぎゆう鬼き。御お伽とぎ話ばなしや怪談の中にしか存在しないとされてきた化け物たちは、しかし鈴鹿にとっては過去に戦った、実在する──実在した敵でもある。

　景介もこの目で見てしまった。『しらぬえ』と『ぎゅうきの牙』の成れの果てを。

　加えて、あの映像。

　そうだ。

　わからないことがあるのだ。

　蔵ぞう物ぶつは、かつて鈴すず鹿かの一族と戦った妖怪たちの力を模して作られた道具という。

　でも、そんな超ちよう常じようの力を持つ道具を、こいつらはどうやって作りあげた？

　何な故ぜ蔵物を破は壊かいする時、景けい介すけには妙みような光景が見える？

　鈴鹿の一族らしき女たちと相対しているあの視点は、視界は、人間ではあり得ない。

　もしあの映像が、コンポを操作した時に見えたあれと同じだとしたら、あれは蔵物の構造でなければならない。妙な光景──鈴鹿の一族と妖怪が戦っている光景──それが即すなわち、蔵物の構造だということになってしまう。

「あんた、なにか知ってるのか」

　たまらず、景介は怖おず怖おずと尋たずねた。

　手の中にある『かみらの枝えだ』を一いち瞥べつし、

「これが……蔵物がいったいなんなのか。これはどうやって作られたものだ？　妖怪だかの力を模したんだっていうなら、具体的に、どうやって」

「くく、く」

　供きよう子こは含み笑いで、何故か枯かれ葉はを見た。

「婿むこ殿どのもご存じない。当たり前だね。そもそも蔵物の精製は本家頭首の役目、精製方法は頭首のみの秘伝。次女ごときが知るところではない。……だからおこがましい、と言ったんだよ、枯葉。なにも知らない次女がどうして頭首などを名乗れる？」

　枯葉はなにも言わない。

　ただ黙って唇を咬かんでいる。

「いい加減にしろ！」

　たまらず景介は怒ど鳴なった。

「そういうてめえだって、なにも知らないことには変わりないんだ。偉えらそうなこと言える立場かよ。それに……妖怪とやらがもう滅ほろんでる以上、秘伝だろうがなんだろうが、そんな知ち識しき、どこで役に立つってんだ。意味のない伝統を守る必要がどこにある！」

　それこそ、かつて枯葉が口にした『くだらない因いん習しゆう』だ。

　もはや鈴鹿の一族が妖よう魅みの類たぐいと戦うことなど、未来永えい劫ごうない。力を模す対象がいないのであれば、蔵物を作る必要もない。要いらなくなった技術は捨て去るべきだ。そんなものを象しよう徴ちようにするなど、枯葉を否定したいためのただの屁へ理り屈くつに過ぎない。

　供子を睨にらみ据すえた。

　だが相手は、なにを考えているのか。

「それだよ、婿殿」

　したり顔で、どこか楽しそうに、言いたいことを言ってくれたとばかりに、

「『どこで役に立つか』ねえ。役に立つ。とても役に立つ」

　口くち許もとを押さえ、身体からだを歪ゆがませ、

「教えてあげよう、枯かれ葉は。婿むこ殿どの」

　演技じみた陰いん鬱うつな気配に嘲ちよう弄ろうを織おり交まぜながら、

「蔵ぞう物ぶつは、妖よう魅みどもの力を模して作られたものなどではない」

　供きよう子こは、嗤わらった。




「異なものどもの生命。

　鵺ぬえなら鵺、牛ぎゆう鬼きなら牛鬼、血吸鬼カーミラなら血吸鬼カーミラ、大物蛇主なら大物蛇主の……、

　種としての生命を凝縮し、封じ込め、貌にしたもの。つまり、妖魅そのものだ」




　言って、景けい介すけの持つ『かみらの枝えだ』を指差す。

「そいつはまだ生きている。われら鈴すず鹿かが殺し尽くした後、集めた生命を生かされている」

　──そのもの？

『かみらの枝』。

　象ぞう牙げのような、歪わい曲きよくした円えん錐すい形けいの刀身を持つ短刀。

　まるで吸血鬼の牙のような形をした、道具。

　傷付けた対象を、操作する。血を吸った対象を支配下に置く──。

「供子、……貴き様さま」

　枯葉が唖あ然ぜんとして言った。

　彼女の驚きよう愕がくの理由は、景介のものとは違っていた。

　それはつまり、

「貴様、何な故ぜ。……何故、そんなことを知っている？」

　さっき供子自身が口にしたことだ。蔵物の精製方法は本家の長女、一族頭とう首しゆのみに伝えられるものであるはず。それなのにどうして。分家に過ぎない供子が、それを？

　だが景介の頭の中にふと、もうひとつ別の疑ぎ問もんが湧わいてくる。

　蔵物。妖魅たちを封じ込めた生ける道具。

　だったら──。

「おい、待てよ」

　だったら、一族最古と謳うたわれる宝ほう刀とうは、

「『つうれん』は、なんなんだ？　あれは、なんの妖怪を封じ込めて作った蔵物なんだ？」

　問いに、目を閉じる供子。

　目を閉じ、やけに穏おだやかに、静かに息を吐いて。

　答える。

「……われら、鈴鹿の一族。始し祖その鈴鹿さまが斬きり殺した同胞たちの生命の塊かたまり。くく……あれ以外の他ほかのすべての蔵物は、そもそも『つうれん』によって造り出されたんだよ。異なものどもの生命を吸い取り、凝ぎよう縮しゆくして吐き出すことで、ね」




　そして供きよう子こは動けずにいる景けい介すけと枯かれ葉はをそれぞれ一いち瞥べつすると、再び薄い溜ため息いきを吐ついた。

「呪ノロイ。異なものどもの、生命たちの、封じ込められたことへの呪じゆ詛そ」

　今度はまるで、ひとりごとのようだった。

「病ヤマイ。その呪詛によってわれらが負った、種を蝕むしばむ病びよう魔ま」

　誰だれに向けてというでもなく、

「汚ヨゴレ。病魔によって冒おかされた者が、追い込まれた汚お濁だく」

　一方で、枯葉に、景介に向けているように、

「穢ケガレ。それら呪詛と病魔と汚濁を乗のり越こえ、われらが辿たどり着つくべき、穢え悪あく」

　もう一方で、自分自身に言い聞かせているように、

「そう。すべてはあなたのために。私の大事な、あなたのために」

　そしてなにより、もっと別の誰かに話はなし掛かけているように──。

「生命を吸い、同胞を殺し尽くす。それが私『このはな』の役目。ただ頭とう首しゆのためだけに存在する『このはな』の責せき務む。あなたのためなら、あなたが望むのなら、あなたと一緒に堕おちられるなら……どんな卑ひ劣れつな行こう為いも厭いとわない。どんな残ざん虐ぎやくな行為にも手を染そめるよ」

　枯葉に、景介に、背を向けた。

　視線はなにもない後方へ。

　月明かりの差す、夜の闇やみへ。

　手を伸ばす。

　音はしなかった。

　ただ、静かに、とても静かに。

　まるで舞まっているかのように、まるで幽ゆう霊れいかなにかのように。




　木々の奥から、ひとりの人影が、姿を現す。




　背は低い。

　供子よりも、景介よりも、枯葉よりも。

　型かた羽はよりは少し高いだろうか。それでも、まるで幼子のように見えた。

　ように、ではない。紛まぎれもなく──幼子だった。

　歳としは恐らく十二を越えないだろう。

　月明かりの下でなお艶つやめいて輝かがやく漆しつ黒こくの髪かみ。

　その黒を引き立てる、深い紺色の着物。

　薄闇に見るその姿は、泥の中に墨すみを一滴垂らしたかのようだった。

　歩く姿は、歳としに似合わない威い厳げんに満ちている。

　いや──威厳などという生なま易やさしいものではない。

　まるで生まれながらの王のような、堂々とした美しさがある。

　尊そん大だいさと繊せん細さいさを兼ね備えたような佇たたずまい。

　その少女は、泰たい然ぜんと口にした。

「久しぶりだな」

　一同を見渡して、ただひと言。

　供きよう子こが一歩下がる。

　棺かん奈なが居住まいをただした。

　枯かれ葉はが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。




「姉……さ、ま？」




　彼女は視線を枯葉に向けると、薄く笑った。

　その顔は、枯葉を幼くしたかのようで、とてもよく似ている。




　何な故ぜだろう。

　彼女の笑顔を見た瞬しゆん間かん、景けい介すけの心臓が一度、ずくん、と鳴った。
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「姉ねえさま……」

　枯かれ葉はが今にも泣きそうなほど、声を潤うるませている。

「生きて……いらし……姉さま」

　もはや言葉になっていない。

　足は震ふるえ、今にもその場に泣なき崩くずれてしまいそうだった。

「枯葉」

　そんな彼女に、少女──木こ春はるは、言った。

「今までよく頑がん張ばったな。もう大丈夫だ」

　すべてを許きよ容ようするような、穏おだやかな笑みだった。

　外見は十一、二歳とはいえ、鈴すず鹿かの病やまいによるもの。実年齢は供きよう子こと同じはずだ。幼い目鼻立ちに威い厳げんが宿っているのはそれ故ゆえだろう。

　景けい介すけは動けなかった。

　心の奥でなにかが蠢うごめいている。

　木春の顔を見ると、胸の奥が軋きしむ。違和感もある。

　そしてその正体がなんなのか、わからない。

「姉さま」

　枯葉が一歩を踏ふみ出だした。

　姉の許もとへ向かって。彼女に縋すがり付こうとして、歩いていく。

　木春はゆっくりと両手を広げた。妹を抱き締めるべく待ち受ける。

　感動的な再会、そう見えた。

　当然だ。叛はん乱らんの夜、死んだと思われていた木春が今こうしてここにいるのだから。生きていたのだから。生きて──「……え」景介は喉のどの奥で声を洩もらす。

　違和感が、急にくっきりとした。

　一週間前に枯葉がしていた話を思い出す。

　──姉さまを殺したのは、母さまだ。

　それが本当だとしたら、叛乱の夜、神楽かぐらはやはり枯葉の母と入れ替わっていたということになる。枯葉の母を殺し、頭とう首しゆに偽ぎ装そうし、木春をその手にかけた。

　だが、ぎりぎりのところで神楽は失敗する。その時に神楽は再び首だけとなった。木春はからくも生き延びて、こうしてここにいる。……辻つじ褄つまも合う。合い過ぎるほどに。

　何な故ぜ、木春が供子の呼よび掛かけに応こたえて出てきたのか。

　最初から木春の生存を知っていて、そもそも木春に付き従っていたのか。

　夭ようが言っていた。彼女たちは仲が良かった、と。だったらそうなのだろう。供きよう子こは最初から敵ではなかったということか。

　そう考えれば説明がつく。説明は、つく。だけど。

　だけどもし、枯かれ葉はたちの母親と、神楽かぐらが入れ替わってなどいなかったとしたら。

　本家屋や敷しきで木こ春はるの首を絞しめていたのが、母親本人だったとしたら。

　供子が、木春の味方ではあっても、景けい介すけたちの味方なんかではないとしたら──。

「姉ねえさま……！」

　枯葉が走り、木春へ抱きつこうとしている。

　景介は弾はじかれたように動いた。




「枯葉、止まれっ！」




　叫び、抱ほう擁ようを阻はばむため横から飛びかかる。

「……きゃ！」

　ふたりはもんどりうって地面へと倒れ込んだ。

　そうして枯葉の上に覆おおい被かぶさる形になりながら、景介は即座に起きあがった。木春の方に視線を遣やる。視界に映ったのは、景介の悪い予感、そのままの光景だった。

　背中にでも隠かくしていたのだろう。

　いつの間にか木春が片手に握にぎっていたのは、古めかしい形をしたひと振りの剣。

　両刃。大和やまとの時代を感じさせる形状。

　白金色の柄つかから伸びた、六、七十センチほどの長さを持つそれは、

「『つうれん』……？」

　起きあがった枯葉が、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「……姉さま？」

　訳わけがわからない、といった表情だ。

　何な故ぜ木春が『つうれん』を持っているのか。

　何故、その『つうれん』を自分と抱擁しようとしたその瞬間に、取り出していたのか。

「姉さま……それ、は……どうして」

「立て、枯葉」

　彼女を背に、景介は木春の前へと立たち塞ふさがる。

　あまり考えたくはなかった。けれど、これで決定的だ。

　こいつの、木春の目もく論ろみ。

　それはつまり──、

「敵だ。……こいつは……お前の、敵」

　枯かれ葉はを、殺すこと。

「景けい介すけ、なにを言っている？　この方は、妾わたしの姉ねえさまで……」

　信じられないのか、信じたくないのか。なおも枯葉は狼ろう狽ばいした声で景介を非ひ難なんする。

「違う。違うんだ、枯葉」

　母親が木こ春はるを殺そうとしていた？

　それは事実だろう。たぶん先代の頭とう首しゆは、枯葉たちの母親は、あの夜、知ったのだ。

　自分の娘──次の頭首となるべき長女が、

「こいつは……この木春が、叛乱の首謀者。お前たちの里を焼いた、張本人だ」

　惨さん劇げきを企くわだてたという、その事実を。

「お前が見たのは神楽かぐらなんかじゃない。あれは正しよう真しん正しよう銘めい、お前の母親だ」

　叛乱の責任を取るため、娘を自らの手にかけようとしたに違いない。

　しかし彼女は失敗した。

　木春は生き延びる。その上で供きよう子こを従え、繁はん栄えい派はの裏でずっと動いていた。

「そしてたぶん……木こ陰かげ野のの両親も」

　慎しん一いちと薊あざみは無抵抗で殺されていたという。それをずっと疑ぎ問もんに思っていたが、木春がやったのなら納得がいく。死んだと思われた本家の長女が生きて家に来訪したのだ。驚おどろきこそすれ、よもや敵だとは思わないだろう。まったくの無む警けい戒かいで家にあげ、居間へと通したところを背後から刺される──彼らがいかに強くても不意を打たれれば関係ない。

「うそ、だ」

　枯葉がふるふると首を振る。

「嘘うそだ。景介、ふざけたことを言うな！」

　現実から目を背そむけ必死に否定する。当たり前だ。こんな事実、認みとめたくもないだろう。

　だがそんな彼女に、傍かたわらで事態を見ていた供子が冷れい徹てつな嘲ちよう笑しようを浴びせかける。

「くく……事実だよ、枯葉。ご明察だね、婿むこ殿どの」

　枯葉のもとへと歩き、しゃがみ込み、小こ馬ば鹿かにしたように顎あごを掴つかんで引き上げ、

「言っただろう？　あの夜、木春さまを殺したのが私たちだと思っているのか、って。……私は木春さまを殺したりなんかしていない。繁栄派の誰だれも、木春さまに手をかけてなどいない。この方を殺そうとしたのは先代頭首だ。もっとも、果たせなかったけれど」

　くつくつと笑むその顔は、優ゆう越えつ感かんに満ち満ちていた。

「お前はその光景を見た。それなのに忘れてしまった。信じられず、目を背けて、見なかったことにしてしまった。……くだらないね。軟なん弱じやく過ぎて反へ吐どが出る。おめでた過ぎて情けない。それでいて偉えらそうに頭首を騙かたるのだから……私は可お笑かしくてたまらなかったよ」

　最初から供子はすべてを知っていたのだろう。

　いや、恐らく──供子と木春だけが、把は握あくしていたのだ。

　神楽かぐらがどんなふうに関わっていたのかはわからない。元々、計画を持もち掛かけたのは神楽なのかもしれない。が、少なくとも木こ春はるたちにとって彼女の名前と存在は格好の隠かくれ蓑みのだった。

　叛はん乱らんの責をすべて神楽に押し付け、自らは死んだように見せかけて姿を隠す。

　狡こう猾かつで、周到。それでいておぞましい計画。

「本当は……お前もあの夜、死ぬはずだったんだよ。次女さま」

　供きよう子この言葉は容よう赦しやなく、枯かれ葉はを打うち据すえる。

「お前を取り逃がし、挙あげ句く『つうれん』まで持ち去られたのは失しつ態たいだった。そのせいでいろいろと話がややこしくなったからね」

　枯葉の唇がわなないている。

　いつもの気丈さや毅き然ぜんとした態度など欠片かけらもない。

　まるで打ち捨てられた子犬のように、弱々しく無抵抗に。

「まあ、いいよ」

　供子が立ち上がった。子犬を見限るように。

「もはやお前には生命ひとつ分の価値しかない。私たちが欲しいのは、お前の命であってお前自身ではない──意味がわからない？　大丈夫、じきにわかる。……さて」

　もはや枯葉を一いつ顧こだにせず、景けい介すけに向き直る。

　景介は一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくした。

　彼女が自分を見詰めているのは、何な故ぜだろう。

　殺すつもりなのかと反射的に思うが、それにしては殺気も感じられない。

　しかし次の瞬間、供子のとった行動によって景介の硬直は困こん惑わくに変化した。

　彼女は何故か、わざとらしく跪ひざまずき、

「……婿殿。お迎えにあがりました」

　やたらと丁重に、言った。

「……え」

　婿殿。

　ずっと供子は自分のことをそう呼んでいた。でも、皮肉だと捉とらえていた。自分を通して遠回しに枯葉のことを貶けなしているのだと。

『誑たぶらかされた婿殿』──そう繰り返していたのを思い出した。

　考えようによっては、ふたつの意味を持つ。

　誑かされて婿になった男、と、誑かされた『婿殿』。

「くくく」

　供子が陰いん惨さんに笑み、顔を上げた。

「お前も罪作りだ。私としてはまったく気に食わないけれど、友人の想おもい人びとに難なん癖くせをつけるのは鈴すず鹿かの性さがみたいなものらしい。私も業ごうから逃のがれられないのかな」

「なん、だっ……て？」

　今や困こん惑わくは混乱へと成長していた。

　こいつの言っていることがわからない。

　わかりたくない。

　さっきからずっと、ずっと感じている胸の軋きしみは、きっと気のせいだ。木こ春はるの正体に対して本能的に抱いた違和感のはずだ。そうに違いない。でも、だったら。

　どうしてまだ、すべてが暴あばかれてなお、この軋みは消えないのだろう──？

「景けい介すけ」

　自分を呼ぶ声がした。

　振り返る。

　呼んだのは、枯かれ葉はではなかった。




「久しぶりだ。会いたかったぞ、景介」




　潤うるんだ瞳ひとみ。

　はにかんだような、躊躇ためらうような、恋こい慕したうような表情。

　黒く長い髪かみと、深い紺色の着物。

　幼さの中に美しさを秘めた、すらりとした目鼻立ち。

「ま、さか」

　ああ──そうだ。

　俺は、こいつに、会ったことが、ある。




　古い記き憶おくがある。

　たぶん、五歳か六歳か。小学校にはまだ通っていなかったと思う。

　冬だった。

　いつの間にか、家の庭ではしゃいでいた自分の傍そばに、彼女はいた。

　──ゆきははじめてか？

　うん、と頷うなずいた。

　──さむくはないのか？

　だいじょうぶ、と笑った。

　やけに大人おとなびた喋しやべり方だったのを、はっきりと思い出す。

　──おまえはげんきなのだな。

　おまえじゃないよ。けいすけっていうんだ。きりさわ、けいすけ。

　──けいすけ、か。よいなだ。

　偉えらそうにそう言ったので、じゃあお前はなんていう名前なんだよ、と問うた。

　──わたしは──。

　彼女がなんと名乗ったのかを、思い出した。




　──わたしは、こはる。
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「そん、な」

　まさか。

「嘘うそ……だ」

　だって、あれは、あの記き憶おくは。

　枯かれ葉はと。枯葉と自分との、初めての出会いで──。

　そのはずで、そう思っていて──思い込んでいた、だけ？

「懐なつかしいな。大きくなった。でも、全然変わっていない」

　木こ春はるは目を伏せた。

　口調は枯葉そっくりだった。いや、枯葉が彼女の口調を真ま似ねていたのだろう。

　憧あこがれていた、と言っていたから。尊そん敬けいしていた、とも。

「お前が巻き込まれてしまったのは偶ぐう然ぜんだ。すまない」

　確かにそうだ。よく似ている。

　外見は、枯かれ葉はをもっと子供にした感じ。雰ふん囲い気きは、枯葉をもっと大人おとなにした感じ。

「……景けい介すけ」

　いつの間にかその場に座り込んでしまっていた景介の前に、木こ春はるは立つ。

「背丈、追い抜かれてしまったな。……これは？　目が悪くなったのか？」

　頬ほおに触ふれた指が眼鏡めがねの弦つるを撫なでる。

「な、んで」

　優やさしげな眼まな差ざしに射い竦すくめられながら、景介はようやくのこと、それだけを言った。

「なんで、お前は、こんなことを……」

「決まっている」

　木春は嬉うれしそうに笑った。

「お前との、あの約束を果たすためだ」

「やく……そく」

　約束？

　あの日、あの冬の雪の中、自分とこいつはいったいなんの約束を──。

「……、あ」




　──なあ、けいすけ。

　ずっと切れていた記き憶おくの糸が、木春との再会によって繋つながっていく。

　雪ゆき兎うさぎを作って、一緒に遊んで、縁えん側がわで姉の淹いれてくれたホットミルクを飲んだ。

　美お味いしい、と木春は笑い、景介は彼女の横顔になんだかどきどきした。

　やがて夕方近くになり、そろそろ帰らなければと木春が言い出し、だから景介は、明日あしたも来いよ、と彼女に笑った。明日も遊ぼう。まだ雪は解とけないから。

　木春は寂さびしげに微笑ほほえんだ。

　──むりなのだ。あしたは。

　じゃあ、いつなら会える？

　たぶん景介はあの時、恋をしていたのだろう。

　また会いたい、一緒に遊びたいとしつこく食い下がり、帰ろうとする木春を困らせた。

　──いつあえるかは、わからない。

　そんなのイヤだ。景介はむくれた。

　──ああ。わたしもおまえと、もういちどあいたいな。

　彼女も同様に悲しげだった。名な残ごり惜しそうに──顔を僅わずかに染そめて。

　そして、それから──。

「そう……だ」

　木こ春はるは、

　やおら大おお真ま面じ目めな顔をして景けい介すけの手を握にぎり、

　──じゅうごになったら、おとなになったら、じゆうにさとからでられるようになる。

　妙みよう案あんを思い付いたかのような、

　未来を夢見るような、

　想像に恥はじらうような、そんな顔で、

　──そのときに、もういちどあいにくる。かならずくる。だからそのときには……、

「あ……」

　言った。

　確かに言った。

　──おまえ、わたしのおっとになれ。

　そうすれば、お前とずっと、一緒にいられるから。

　景介は「うん」と頷うなずいたのだ。夫になるということの意味も、よくわからないままに。




　そして木春は、茫ぼう然ぜん自失した景介にゆっくりと語り始める。

「本当は、もっと早くに会いたかった。十五になったらすぐ迎えに行きたかった」

　懐なつかしげに、どこか寂さびしげに。

　あの日──冬の、雪が積もった日。

　景介が木春に仄ほのかな感情を抱いたように、木春もまた自分を見み初そめた。

　本来なら、時が経たって大人おとなになれば忘れてしまうようなものだったのかもしれない。景介は実際、忘れていた。切きっ掛かけがなかったら一生思い出すこともなかっただろう。

　──けれど彼女は、時が経っても大人にならなかった。

　その後、景介は学校に通い始め、たくさんの同世代たちと交流を始めた。小学校低学年、高学年、そして中学校。特定の女の子が気になったり、結局なんの進展もしなかったり、誰だれそれと誰それが付き合っているなんて話もして、人間社会で成長していった。

　──けれど彼女は、他ほかの男の子に出会うこともなく、閉へい鎖さされた村の中に暮らしていた。

　女ばかりの里で、景介ただひとりのことだけを、ずっと想おもい続けていたのだろう。

　あの冬の日の記き憶おくを募つのらせ。

　雪が解とけることもなく。

　約束を楽しみにして──。

「……でも、わたしは病やまいになってしまった」

　鈴すず鹿かの病。

　檻おり江えと同じ、成長の止まってしまう病。

　木春がそれを発症したのは檻江よりも早い段階でだ。今ここで目にしている彼女の外見が、そのまま病やまいに罹かかった時の年齢だろう。

「悲しかった。わたしは、もうお前に会いに行けないと思った。お前が大人おとなになっても、わたしはずっと子供のままだったら……わたしは、約束を果たせない」

　幼い恋を、幼いままに。

　身体からだが成長しなければ、大人にならなければ恋を遂とげられない。

　その思い込みは、絶ぜつ望ぼうは、強く、深く募つのった。

「だから大人になる方法を探した。そして、見付けたのだ」

　手に持っていた『つうれん』を、愛いとおしそうに、誇ほこらしげに眺ながめる。

　宝ほう刀とう。頭とう首しゆの証あかし。

　呆ぼう然ぜんと景けい介すけは呟つぶやいた。

「生命を吸い取る……鈴すず鹿かの一族、の、命の塊かたまり……」

「そうだ」

　それに頷うなずく木こ春はる。

「これは『大だい通つう連れん』。傷を成長させ、生命を食らう刃」

　もう片方の手で後ろ手に、なにかを取り出した。

　緑ろく青しよう色いろの鞘さやだった。何箇所かにあしらわれた半透明の玉が、すべて薄うす紅べに色いろに染そまっている。

「これが『小しよう通つう連れん』。食らった生命を貯蔵する鞘だ」

　大通連と、小通連。

『大通連』という単語を一週間前、神楽かぐらが口にしたことを思い出す。つまり『つうれん』とは──剣である『大通連』と、鞘である『小通連』、そのふたつを指しての呼称。

　木春がどこか誇らしげに、景介へ告げた。

「これを使えば、わたしは大人になれるのだ」

　どうやって、とは、もう尋きけなかった。

　景介は既すでに理解していた。

　さっき供きよう子この話した、蔵ぞう物ぶつの精製方法。

　それが──答え。

「大通連で一族の生命を食い尽くせば、この小通連の宝ほう玉ぎよくは赤く染まる。新しい蔵物を生み出すだけの力が満ちる。それをわたしに流し込めば……わたしは、大人になれる」

　成長とは、生命の営みそのものだ。

　成長が止まるということは、生命の力が枯こ渇かつしたということ。

　ならば、成長を再開するためには、どうすればいい？

　生命の力さえあればいい。

　鈴鹿の一族そのものの『種』としての力を、個人が成長する力へと変えればいい。

「そ、んな」

　けれどそれは、即すなわち、他の者から生命を奪うばうということ。

　同胞たちを『つうれん』で、殺し尽くすということに他ほかならない。

「かつて始し祖その鈴すず鹿かさまも、そうしたそうだ」

　大たい罪ざいを背負うというよりもむしろ誇ほこらしげに、木こ春はるは語る。

「人に恋し、人と結ばれんがために同族を殺し尽くした。……この『つうれん』で」

　それは以前、枯かれ葉はが聞かせてくれた、一族始祖の伝でん承しようだ。

　土つち蜘ぐ蛛もを征せい伐ばつに来た武人と、その頭とう領りようである鈴鹿御ご前ぜんとの恋。

　彼女は仲間を裏切り、想おもい人びとに味方し、同族を殺し尽くした。

　結果、その地の土蜘蛛たちは途絶え、鈴鹿御前は彼と結ばれ子を産んだ。

　それが彼女たち鈴鹿の一族の始まりだ。

　枯葉は言った。妾わたしたちの血はそもそも裏切りと殺さつ戮りくの宿しゆく業ごうを背負っている。だからこそ、せめて誇り高く生きなければならない、と──。

　けれど木春は、笑う。

「だからわたしは、鈴鹿さまの再来となる。この病やまいはきっと……運命だったのだ」

　自らに言い聞かせる、そんな口調で。

　殺戮は正当なものだ、そんな顔で。

　自分の身に降ふり掛かかった病という不幸を克こく服ふくするために。叶かなえられなくなった初恋を叶えるために。──伝承と自分とを重ね合わせ、そうして実行にまで移したというのか。

「おまえ、は……」

　木春が企くわだてた叛はん乱らんで里は焼け、たくさんの一族が死んだ。今や残っているのは、数えるほどしかいない。それなのに──友人や肉親を殺してもなお、木春の表情に憂うれいはなかった。

「待っていてくれ、景けい介すけ。もうすぐだ。もうすぐわたしは、大人おとなになれる」

　無む邪じや気きで、屈くつ託たくなく。

　なんの迷いも持っていない、恋こい焦こがれる少女の瞳ひとみ。

「おれ、の……」




　──俺の、せいなのか？




　景介が、木春と出会ってしまったから。

　木春が景介のことを好きになってしまったから。

　景介が意味もわからず、約束を交わしてしまったから。

　だから鈴鹿の里は焼かれ、一族は死に絶えた。

　枯葉の両親も、型かた羽はの両親も、日ひ崎ざきの両親も、木こ陰かげ野のの両親も。

　もし内乱さえなければ、一族は幸せに暮らしていたはずだ。

　供きよう子こや巳み代よたちとも敵味方に分かれることなく、それなりに上う手まくやっていただろう。なにせ彼女たちはみんな同じ里で育った幼おさな馴な染じみなのだから。

　彼女たちの幸せは、ひとつの種族の生活のすべては、壊こわされてしまった。

　──霧きり沢さわ景けい介すけという、頭とう首しゆの娘を勾引かどわかした男のせいで。

　今までずっと、自分は巻き込まれただけだと思っていた。

　たまたま内乱から逃げた枯かれ葉はが白しら州す高こう校こうの美術室に隠かくれ、灰はい原はらと出会い、彼女と喪も着ぎを行った枯葉に求婚されて──一連のすべてに対して景介は受動的で、だからこそ自ら戦いに身を投じる決心をしたのだ。灰原や枯葉の想おもいを無む駄だにしたくないと、そう思って。

　その前ぜん提ていが、崩くずれた。

　最初から事じ態たいの中心にいたのは景介だった。むしろ景介さえいなければ、内乱が起きることもなく、もしかしたら灰原も死なずに──。

「あ……」

　どうしたらいいのか、わからなくなる。

　目の前で嬉うれしそうに微笑ほほえむ木こ春はるを、景介は感情のない目でぼんやりと眺ながめていた。




　　　　　　　　　　２




　景介を愛いとおしげな眼まな差ざしで見詰める木春に、供子が薄く溜ため息いきを吐ついた。

「木春」

　呼よび掛かける。その声こわ音ねは景介の知っている供子とはまったく違う、親しみと気安さ、その中に尊そん敬けいの念を混ぜた、友人に対するてらいのないものだった。

「そろそろ始めよう。血ち香かと血ち沙さを呼び戻す」

「うむ」

　木春が頷うなずいた。

「景介、少し待っていてくれ。今から些さ事じを片付ける」

　──些事？

　なんだろう、とぼんやりと思う。だが、身体からだが動かない。

　これ以上自分がなにかをすれば、もっと恐ろしいことになるのではないかという不安があった。ただでさえ──景介のせいで、鈴すず鹿かの里は焼かれてしまったのだから。

　供子がなにか笛のようなものを取り出して吹いた。

　きぃん、と甲高い高周波が耳に届く。ここへ来る時、合図として使われたのと同じものだ。鈴鹿の一族にはよく聞こえる音らしい。

　一分も経たたなかっただろうか、それとも三分ほどは待っただろうか。誰だれもが無言のせいで時間の感覚が曖あい昧まいだったが、やがて木々の陰かげから双子が顔を覗のぞかせる。

「お呼びですか？　供きよう子こ姉ねえさま」

「ただいま、供子姉さま」

　続いて、騒さわがしい気配。同じ方向から彼女たちを追うように型かた羽はと檻おり江えが走ってきて、

「まて、まだはなしは……、っ……！」

　双子を止めようとしていた型羽が、驚きよう愕がくに両目を大きく見開いた。

「……、こはる、さま……？」

　見れば檻江ですらも、僅わずかに眉まゆをひそめている。

「久しいな、型羽、檻江」

　木こ春はるは穏おだやかな、威い厳げんのある口調でふたりに笑いかけた。しかしすぐにその笑顔は──突き出された『つうれん』の刃とともに、冷然としたものへと変わる。

「お前たちに選ばせてやる」

「え、こはる、さま？　それは……え？」

　型羽は完全に混乱していた。木春に、枯かれ葉はに、供子に、景けい介すけに、棺かん奈なに、順番に視線を遣やり、それでも事じ態たいがまったく掴つかめていないようだ。

　死んだものとばかり思っていた木春。愕がく然ぜんとしたまま放心状じよう態たいの枯葉。地面にくずおれたまま動かない景介。腕を組んで悠ゆう然ぜんと、陰いん惨さんに笑う供子。無表情に立つ棺奈。

　型羽の疑ぎ問もんに答える者は、誰だれもいない。

「お前たちにはふたつ、道がある」

　構わずに、木春が言い放った。

「枯葉を殺し、わたしとともに来るか。それとも枯葉とともにわたしに殺されるか。ふたつにひとつだ。好きな方を選ぶがいい」

　あくまで、穏やかに。

　命令というよりも問とい掛かけるような態度だった。

　ただし内容は剣けん呑のん、かつ、不ふ条じよう理り極きわまりない。特に、本家の者を守しゆ護ごすることを責せき務むとする型羽にとって『本家の者を殺さなければ殺す』などという二者択一は、矛む盾じゆんに満ちている。

　ただでさえ木春の生存に思考が追い付いていないのに、そんなものを突き付けられて平へい静せいでいられる訳わけがない。型羽は可か哀わい想そうになるほど狼ろう狽ばいしていた。

「こはる、さま。なにを、おっしゃって……」

「言葉通りだ、『きしみ』」

　困こん惑わくに対しても、告こく諭ゆは一切行われなかった。

「鈴鹿頭首であるこの木春か、次女の枯葉か。好きな方を選べ、そう言っている」

　木春に質問しても明めい快かいな答えが得られないと悟さとったのか、型羽は枯葉へと叫んだ。

「かれはおねえさま！　これは、どういうことですかっ」

「……型羽」

　枯かれ葉はは僅わずかに視線を動かし、今にも泣きそうな──いや──涙を一粒、頬ほおへと伝わせ、

「妾わたしを殺せ」

　そう、口にした。

「かれは、おねえ……さま？」

「妾はもはや、頭とう首しゆでもなんでもない。いや……最初から、ただの道化だったのだ。姉ねえさまがそうしろと言う以上、お前はそれに従うがいい」

　声に力はない。いつもの高こう潔けつさや毅き然ぜんとした態たい度どなど、微み塵じんも感じられない。

　当たり前だ。枯葉の持っていた、枯葉の性格の根こん幹かんを為なすそれらはすべて、自分が一族の頭首を担になわねばならないという自負によって成立していたのだから。

　基き盤ばんを砕くだかれた塔とうは瓦が解かいする。彼女はもはやすべてを失ってしまっていた。

「なに、を？　わたしには、いみが……」

　枯葉の虚うつろな態度にますます混乱した型かた羽はは、次に景けい介すけへ助けを求めた。

「っ、けいすけおにいさま!?　いったいなにがあったのですか!?」

「……すまない。全部、俺のせいだ」

　景介は声を絞り出すのに、十秒を費やした。罪ざい悪あく感かんと困こん惑わくでまともに型羽の顔も見られない。しかし、それでも──言うべきことだけは、言っておかなければ。

「里を焼いたのは、木こ春はるだ」

「……え」

　型羽は愕がく然ぜんとする。再び視線を移ろわせ、

「こはるさま……？」

「景介の言っていることは事実だ。わたしが叛はん乱らんを主導した」

　木春はそれでも堂々としていた。

「その上でもう一度問う。型羽、檻おり江え。お前たちはどちらを選ぶ？」

　自身の善悪や功こう罪ざいなどまるで意に介さず、ただ相手の判断を問う。

　一族を束ねる頭首としての、王としての器うつわか。確かに彼女と枯葉はその点で比べるべくもない。尊そん大だいさや毅然とした態度、すべてにおいて木春は完かん璧ぺきとさえ言えた。

　ただ、問われた方はたまらない。

　対たい峙じしているだけで緊きん張ちようを強しいるような相手に、返答に窮きゆうするほど困こん難なんな問いを投なげ掛かけられる。しかも返答によっては、死。

　型羽は畏おそれるように唇を震ふるわせた。なにか言葉を発したいのにできない、そんな表情で。

　膠こう着ちやくを破ったのは、意外なことに──檻江だった。

「木春さま」

　普段とまったく変わらない茫ぼう洋ようとした調子で、彼女は告げた。

「『えそな』は、枯葉によって復ふつ興こうして頂きました。だから私は、枯葉に従います」

　それはあっさりとしていて、一いつ瞬しゆん戸と惑まどってしまうほどに。

　気負うでもなく、恐れるでもなく、まったく迷いもせずに。

「……檻おり江え」

　枯かれ葉はの声は、どんな感情を示していいかわからないと言いたげだった。

「それに、私は景けい介すけのお姉ねえちゃんだから」

　景介の方へ歩き、しゃがみ込み、頭に手を触ふれ、笑って、

「景介と枯葉についていく。雅みやびお姉ちゃんなら、きっとそうする」

「檻江……さん」

　その時──だった。

「く。くく……く」

　不意に横から、我が慢まんできない、といった調子で、

「くく、ははっ！　ははは！」

　供きよう子この低い、溢あふれ返るような嘲ちよう笑しようが聞こえてきた。

「くく、ははっ！　檻江、まったく面白いことを言う。……枯葉に劣おとらず貴き様さまも滑こつ稽けいだ。滑稽過ぎて悲しい。悲し過ぎて笑いが止まらない！」

　ひとしきり声をあげ、檻江を見下ろすようにして、

「ふん、人形が自我を持ったと思っていたら、とんだ買いかぶりだ」

「私は人形じゃないよ」

　檻江は立ち上がると、供子をじっと睨にらみ付ける。

「いや、人形だね」

　供子はそれでも唇の端はしを歪ゆがめ、

「雅お姉ちゃんならそうする、か。それこそが面白い。愉ゆ快かいだね」

　何な故ぜか得意げに、木こ春はるへと向き直った。

「なあ、木春。雅お姉ちゃんは、いったいどうするんだろうね？」

　──なんだ？

　景介は思わず供子を仰あおぎ見た。

　何故、供子が姉の名を口にするのだろう。

　木春に向かって、そんなことを言うのだろう。

「……そうだな」

　木春は微かすかに俯うつむき、それから顔をあげる。

　棺かん奈なに向かって、言った。

「どうする？　雅。いや……棺奈」

「はい」

　棺奈は、答える。




「棺かん奈なは、お嬢じようさまに、従います」

　木こ春はるに──向かって。




「み、……や、び？」

　心臓が、止まったような気がした。

　雅みやび、だって？

　なにを言っている。だって、棺奈は──。

　くさりめ。

　蔵ぞう物ぶつ『ぐるの槍やり』を埋め込まれた、人間の死体。

　生前の記き憶おくをすべて失い、鈴すず鹿かの一族に仕える道具として動く、生き死人。

　そして棺奈は、本来、木春の所有物だったもの。

　確か、棺奈自身が言っていた。

　自分はかつて木春の友人で、死後『くさりめ』になった、と──。

「……嘘うそ」

　檻おり江えが今まで見たことのないような動どう揺ようを、表情に出していた。

「雅、お姉ねえちゃん？　棺奈、が？　だって……声、が」

　声が違う。

　なにかに縋すがるようにして繰り返す檻江に、供きよう子こが追おい討うちをかける。

「ああ、そうか。お前は実際に会ったことがなかったんだものね。声だけが頼りか」

　続いたのは景けい介すけにとっても、残ざん酷こくな言葉だった。

「でもね、檻江。くく……呼吸もしていない。声帯も生きていない、ましてや感情もない。だから『くさりめ』の声は、声質も喋しやべり方もなにもかも、生前とはまったく違うものになる。お前が壁越ごしに聞いていた雅の声など……もう、どこにもないよ」

「ねえさん？」

　景介は棺奈に、絶望的な問いを投なげ掛かけた。

「姉さん……なのか」

　景介も檻江と同じだ。失しつ踪そうしたのは八年前、残っていた写真もすべて両親が処分してしまっていたから、今ではもう姉の顔を殆ほとんど思い出せない。

　だから目の前の棺奈が雅だと言われても、檻江以上に信じられない。

「申もうし訳わけ、ございません、景介さま」

　棺奈の態たい度どはいつもとまったく変わらない。

「棺奈は、生前の、記憶が、ありません。ですが……」

　だがそれは同時に、

「……棺奈の、生前の名は、雅と、いうそうです」

　どうしようもない冷れい酷こくな真実を──これ以上ないほど冷酷に、景けい介すけへ突き付ける。

「なに、婿むこ殿どの。悲しむことはないよ」

　供きよう子こが猫ねこ撫なで声で景介に嗤わらった。

　慇いん懃ぎん無礼な口調。いや、それは、

「もはや覚えていなかったのだろう？　顔も、声も。挙あげ句く、ずっと一緒にいたのに気付くこともなかった。だったら怒ったり悲しんだりしても仕方ない。くく……お前の姉は、お前にとってその程度の存在だったのだから。嘆なげく必要なんか、どこにもない」

　それはあからさまな皮肉、或あるいは叱しつ責せきだ。

　突っぱねることなどできなかった。その通りだ、と思った。

　──これは、罰ばつだ。

　あれほど行方ゆくえを知りたがっていた姉が、目の前にいる。

　いや、ずっといた。

　それなのに景介は棺奈が誰なのかに気付きもせず、安あん穏のんと時を過ごしていた。それどころか『姉を殺した奴やつを捜さがし出す』だの『姉の行方を突き止める』だの喚わめいていたのだ。

　まったくもって供子は正しい。

　滑こつ稽けいな道化だ。

　姉の死体が弄もてあそばれていたことに怒る？　姉が既すでに死んでしまっていたことを悲しむ？　なにを莫ば迦かな。自分にそんな資格が、あるはずもない。

　肉親なのに。

　あれほど好きだった人なのに。

　どうして顔を忘れてしまったのだろう。八年、たった八年会わずにいただけじゃないか。本当に姉のことが大事だったら、記き憶おくに強く焼き付けていられたはずだ。

「姉ねえ……さん」

　いつの間にか視界は滲にじんでいた。

　涙が溢あふれる。止まらない。

「ごめん。……俺」

　棺奈は──かつて姉だった死体は、なにも応こたえなかった。

　怒りも、泣きも、笑いもせず、景介を一いち瞥べつする。

　ほんの一時間前までは愛あい嬌きようすら感じられたその無表情が、今ではとても悲しい。

「俺、どうして。……どうして……」

「大丈夫だ、景介」

　柔やわらかな声とともに、背後から抱き締められる。

　木こ春はるだった。

「雅みやびはもともと、病やまいに冒おかされていた。だからわたしが引き取って、看み取とった後に『くさりめ』になってもらったのだ。……これは、雅が望んでいたことでもある」

　──姉ねえさんが？

　そういえば、檻おり江えが言っていた。

　里にいた姉は、楽しそうだった、と。少なくとも詩を諳そらんじている時はそう聞こえたと。

　木こ春はるの言葉に疑うたがわしい点は幾いくつもあった。

　病だというけれど真しん偽ぎは定かでない。景けい介すけ自身、姉が寝込んでいたところなど数えるほどしか見たことがない。それに幾ら病だといっても、姉は家族に黙って姿を消してしまうような人ではなかったはずだ。違和感は数え始めたらきりがない。

　けれど景介の記き憶おくなど、もはや景介自身にとって唾だ棄きすべきものでしかなかった。なにせ自分は姉の顔すらも忘れてしまっていたのだ。そんな最低な脳のう味み噌そに詰まった記憶がどうして当てになるだろう。いっそ、木春の科白せりふを鵜う呑のみにする方がよほど確実ではないか。

「檻江、もう一度問うが、お前はどうする？」

　景介からそっと身体からだを離はなしながら、木春は檻江へと向き直る。

「雅はわたしと来ると言っているぞ。来るならば『えそな』を正式に復ふつ興こうしてやろう」

　檻江は答えられない。

「雅お姉ちゃん……景介」

　普段は感情を表に出さない彼女が、それとわかるほどに狼ろう狽ばいしていた。

　きっと、わからないのだろう。自分がどうすればいいのか、どうしたいのか。感情そのものを長く封じ込めていたせいで、複ふく雑ざつな思いを処理できずにいる。

　景介も、そんな彼女を気き遣づかう余よ裕ゆうはない。

　しばらくの間、沈ちん黙もくに支配された時間が流れた。

　やがて──型かた羽はと檻江、双方から返答が得られないと判断した木春が、静かに口を開いた。

「……選択できないか」

　失望するでもなく喜ぶでもなく、厳げん然ぜんと、状じよう況きようを判断するかのように。

「では、仕方ない。お前たちは枯かれ葉はと一緒に死ぬがいい」

『つうれん』が水平に突き出される。

　刀身を、赤い、血の色をした光が纏まとい始める。

　怨をん──と、剣が哭なく。

　チェーンソーだった時よりもより一層明確な、まるで女たちの喘あえぐ、悲鳴のような音。

　型羽も檻江も、反抗することができない。自らの生命の危機よりも強力な、頭とう首しゆに抗あらがうことなど許されないという禁きん忌きが彼女たちを支配していた。

　ああ。景介は思った。

　この場で、自分以外のみんなが全員死んでしまう。

　どうにかしなければ。でも、どうすればいいのかわからない。木こ春はるのこと、姉のこと、後こう悔かいと罪ざい悪あく感かんが身体からだを支配してしまって、神経が『動け』という命令を拒否している。

　剣が、まずは型かた羽はに、ゆっくりと振り上げられた。

　だから景けい介すけはせめて木春に縋すがり付こうと、無理矢理身体を動かそうとし──。




　救いの手は、思わぬところから現れた。
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「待ちなさい」と。

　その場にはびこる絶ぜつ望ぼう的てきな、同時にどこか厳げん粛しゆくな空気をまるで無視し、依い紗さ子こは言った。

　木こ陰かげにひそめていた姿を晒さらす。『つうれん』を構えた木春が、棒立ちの型羽が、檻おり江えが、供きよう子こが、景介が、一斉にこっちへ顔を向けた。

　その様子が面白くて、笑いが込み上げてくる。ただ──枯かれ葉はだけが殆ほとんど無反応で、一拍だけ遅れてゆるゆると顔を向けたのが少しだけ気に入らなかった。

　あなたは私のライバルじゃない。いったいなにを呆ほうけているの？

　そんな思いで一いち瞥べつを送るが、通じたかどうかはわからなかった。

　依紗子が戦いの場を見付けたのは『ぎゅうきの牙きば』が壊こわされる直前のことだ。供子が吹いた笛、枯葉との待ち合わせの合図を歩ほ摘づみが察知してすぐに向かったのだが、森の中は広く、思ったよりも時間がかかってしまった。まあ、肝心なところに間に合ったのでよしとしよう。

　その後のことはずっと、遠巻きに見ていた。

　蔵ぞう物ぶつの正体。

　木春の生存と、叛はん乱らんの真実。

　そして、彼女の目的──。

　大だい通つう連れんと小しよう通つう連れんの力に関しては事前に知っている情報だった。なにせ神楽かぐらは、十七年間自らを苦しめていた傷を、その小通連で癒いやしたのだから──依紗子の目の前で。

　とはいえ、木春が生きていたこと、そして『つうれん』が彼女の手に渡っていたことは完全に予想外だった。

　いつの間に神楽から奪うばったのだろう。

　いや──恐らく、奪ったのでも盗んだのでもない。渡されたのだ。

　つまり神楽は最初から木春と通じていた。そうでなければ、首だけだった彼女が叛乱を先導することなどできはしない。

　目的が一致した故ゆえの協力関係か、それともどちらかがどちらかの傀かい儡らいなのか、或あるいはどちらかが操られている振りをしているだけなのか。幾いくつか予想が立つがさして興きよう味みはない。

　やはり自分は神楽かぐらに殆ほとんど信用されていなかったのだなと考えると少し愉ゆ快かいだった。これほど欺ぎ瞞まんと虚きよ偽ぎに満ちた母子関係もそうそうない。

　供きよう子こに関しては、最初から木こ春はるの下で動いていたと考えるのが自然だろう。

　こちらは神楽など関係なく、ただ木春のためだけに、という実にシンプルな行動原理。わかりやすくて微笑ほほえましい。化け物のように振ふる舞まいながら、心の底で親友に対する友情を大事にする──つまりは意い識しきせず人間を気取っていたという訳わけだ。

　一連の流れは総じて、面白い見せ物だった。

　憎にくしみと恨うらみに縛しばられて、結果として身を滅ほろぼした巳み代よ。

　化け物のくせにやっていることは人間と変わらない供子。

　そして、彼女たちの掌てのひらの上で躍おどらされていた哀れな枯かれ葉は。

　化け物たちの化け物たちによる、滑こつ稽けいで馬ば鹿か馬ば鹿かしい──響きよう宴えん。

　ただ、依い紗さ子こにとって気に入らないことがひとつだけあった。

　木春の目的だ。

　霧きり沢さわ景けい介すけ。彼のために、彼と結ばれるためだけに、木春はすべてを計画した。

　つまり化け物たちの化け物たちによる響宴は、ただ人間のために行われたということになる。それが許せない。それが、気に入らない。

　化け物は化け物らしく夜の墓場ででも踊っていればいいのに、何な故ぜ人間に姿を見せる？

　それができるのは、人に姿を晒さらしていいのは、人と戯たわむれていいのは、人として生まれた化け物である私だけだ。本物の化け物なんかではない。

　そうだ。

　霧沢景介を、愛いとしい人を──こいつらに渡してなるものか。

「随ずい分ぶんと、ふざけた真ま似ねをしてくれたものね」

　依紗子は言った。

「……私を差し置いて、なにをしているのかしら。見事に欺あざむいてくれたわね、供子？　まさかこんなことが目的だったとは思わなかったわ」

　ただし、あくまで『神楽の娘』としての態たい度どを貫く。

　依紗子が人間であることを、ひょっとしたら供子と木春は知っているかもしれない。が、少なくとも自分がなにを考えているか、なにを目的として動いているかはわからないはずだ。

　ずっとそういうふうに振る舞ってきた。秋あき津つ依紗子という存在の精神構造を決して理解されないようにしてきた。欺くことにかけて──化け物が人間に、勝てるはずがない。

「『このはな』として動く、か。……確かにあなたは最初から暗あん躍やくしていたという訳わけね。友達だった巳代さえも殺し、ただあなたの頭とう首しゆのためだけにせっせと働いてきた」

「……なにをしに来た？　依紗子」

　供子が鋭い視線を送ってきた。

「お前はここに来ることになっていなかったはず」

「ええ、そうね。でもそれはあなたが決めたこと。私が納得してのことじゃないわ」

　彼女の殺気を涼すずしい顔で流してみせながら、それでも言葉は厳きびしく、

「それに、来ることになっていなかった、ではないでしょう？　来て欲しくなかった、よね。木こ春はるさんの、霧きり沢さわくんに対する想おもいを知られれば……私の邪じや魔まが入ってしまうから」

　依い紗さ子こは笑った。

　とびきりの笑顔で。

　自らも意い識しきしていない──経験したことがない故ゆえに理解できない──憎にくしみを込めて。

「なるほどあなたの言う通りね、供きよう子こ。世界を歪ゆがめるのは……真に世界を歪めているのはまさしく愛だわ。木春さんの、霧沢くんに対する愛。それがすべてを歪め、すべてを狂わせた。鈴すず鹿かの一族を、そして霧沢くん自身を。とんだ血みどろの恋物語ロマンスね」

　木春を一いち瞥べつする。

　彼女は冷然と、感情の窺うかがえない顔で依紗子を見ていた。幼い外見にまるでそぐわない賢さかしらな視線だ。年齢そのものは依紗子より上だから当然かもしれないが、その理知的で高圧的な態たい度どに、自分の幼い頃ころを見ているような気がした。

　その木春が、口を開いた。

「依紗子。……なにが望みだ？」

　だから短く答える。

「仕切り直し」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた彼女に、もう一度笑い、

「これじゃあ、フェアではないわ。霧沢くんは冷静でないし、木春さん、あなたはそれに付け込もうとしてる。そんな卑怯な方法でしか霧沢くんの心を奪うばえないんなら、あなたの想いが偽にせ物ものに過ぎないって自ら証明しているようなものよ。そんなの、本意ではないでしょう？」

　欺ぎ瞞まんと挑ちよう発はつをたっぷり混ぜてミキサーでシェイクした、とびきりの皮肉を叩たたき付ける。

「貴き様さま、わたしを愚ぐ弄ろうするのか？」

　案の定、睨にらまれた。威い厳げんと冷れい徹てつさに満ち満ちた、実に恐ろしい顔だ。思わず震ふるえて足が竦すくんでしまうだろう──普通の人間なら。

「愚弄？　違うわ。だって私、あなたはそんな真ま似ねをしないってわかっているもの。仮にも鈴鹿の頭とう首しゆを名乗るあなたであれば。でも……そうね。もしそんな汚いやり口で男の心を掴つかむのが鈴鹿頭首のプライドだっていうんなら、話は別だけど」

　だが、依紗子は残念ながら普通の人間ではない。

　生まれてから十七年、常に恐怖を与える側だったのだ。

　そんな自分が化け物程度に恐怖する道理など、どこにもない。

「随ずい分ぶんと口が達者なようだな」

　とはいえ木こ春はるもたいしたもの。

　怒りを面おもてに出すことなく、あくまで冷静さを崩くずさない。

「わたしと景けい介すけが結ばれるのが、そんなに不満か」

「結ばれるんじゃなくて、無理矢理結ばされる、よ。霧きり沢さわくんにとってはね。少なくとも私にそう思われるのは、あなたの本意ではないはずよ」

「……ふん」

　木春がどこか楽しそうに、息を吐いた。

「まるで故こ事じだな。王を正論で丸め込もうとする家臣のようだぞ」

「正論というのは認みとめるのね。……もっとも、私はあなたの家臣ではないけど」

　──あと一歩、かな。

　依い紗さ子こは丸め込むための仕上げに入ることにした。

「まあ、あなたが王であることは確かよ。私なんか傍ぼう流りゆうに過ぎないし、器うつわでもないもの。でも……いいえ、だからこそ、仕切り直しは譲ゆずれない」

「仕切り直し？　具体的にどうするつもりなのだ」

　木春は剣を僅わずかに下げた。『つうれん』の光が消失する。

　話を聞く気になったらしい。

　もっとも、聞かざるを得ない状じよう態たいに追い込んだのは依紗子だった。彼女が自分で口にしたように、王が正論に丸め込まれるのは古来からの慣ならわしである。

　ただその後で首を刎はねられるか褒ほう美びを与えられるかは、こちらの口先にかかっている。

　さあ、仕上げだ。

　依紗子は緊きん張ちよう感かんに高こう揚ようしつつ、交こう渉しようを開始する。

「そのままの意味よ。あなたたちはここで退ひく。私もここで一いつ旦たん、退く。その上で改めて、霧沢くんの心をどちらが掴つかめるかを正々堂々勝負するの」

「ふん……景介がお前などに心を受け渡すと思うのか？」

「そう考えてるなら、勝負を受ければいいじゃない。受けられないっていうなら、あなたは恐れてるってことね。霧沢くんが、私を好きになるって未来を」

「……詭き弁べんを」

　余よ裕ゆうを見せてはいるが、ここまで依紗子が追及した以上、もしこの場で自分を殺したとしたら『言い負かされた』という事実を認めてしまうことになる。できれば避さけたいはずだ。

　なので、次は譲じよう歩ほ。

「納得できないかしら。だったら、条件を出すわ」

「条件、だと？」

「ええ。ここで退くなら、私は歩摘をあなたたちに返す」

「歩、摘……？」

　枯かれ葉はが親友の名にぴくりと反応した。無視。今の彼女はライバルになるには役者不足。

「あの娘こは一族でも随ずい一いちの技量。手に入れて損はないと思うわ」

　そもそも、歩ほ摘づみを調教したのは依い紗さ子こだ。

　今の彼女に自由意志はなく、その上で、こちらの命令に従うようにしてある。今は森の奥で待たい機きさせているが、依紗子の合図ひとつで突入してくるだろう。

「条件が甘いのではないか？　ここで枯葉たちを殺せば、もはやわたしの邪じや魔まをする者はいない。故ゆえに、新たな戦力など不必要だと言える」

「確かにそうね。でも……忘れていない？　私が欲しいのはただ霧きり沢さわくんだけ。つまり、霧沢くんが手に入らないのであれば、私はどうなったって構いやしないのよ」

　譲じよう歩ほはした。それでも呑のめないのなら、

「どうしても退かないという場合、私たちは今この場であなたたちの敵に回るわ。たとえ負ける結果になろうとも、腕の一本か二本は一緒にあの世へ連れて行く」

　脅きよう迫はくだ。

「依紗子、貴き様さま……ふざけているね」

　供きよう子こがこちらを睨にらみ付けてくる。

　──あなたも眼中にはないのよ。

　供子を一いち瞥べつすらせず木こ春はるを見み据すえたまま、どこ吹く風で薄ら笑いを浮かべ、

「一族随一の技量を持つ『かいら』の娘と、『しらぬえ』を擁ようした私。あなたたちが無傷で済むかどうかはわからないわよね」

　挙あげ句くに、堂々と──嘘うそを吐つく。

『しらぬえ』が壊こわされてしまったことを、依紗子はまだ誰だれにも言っていない。もちろん景けい介すけが供子に話した可能性もあるが、そこは賭かけだった。景介を信じる。そのくらいの運がなければどのみち彼の心は自分に向いてはくれないだろうという思いもあった。

「選んで。今ここで私たちと戦うか、仕切り直してから私ひとりと戦うか。私は最大限の譲歩をしたし、いい条件だと思うけど？」

　──さあ、どう？

　打てるだけの手をすべて打ち、依紗子はすっぱりと口を噤つぐむ。

　数秒間の沈ちん黙もくがあった。

「……木春、どうする」

　供子が眉まゆをひそめつつ、主に伺うかがいを立てる。

　木春は──、

「ふふ……面白い」

　おもむろに笑みを浮かべると『つうれん』を鞘さやに納めた。

「よかろう、依紗子。お前の条件を呑もう」

　いいのか、と無言で問うた供きよう子こに、

「構わん。どのみちわたしたちにはまだやることがあるだろう？　このまま難なん癖くせを付けられたまま景けい介すけと結ばれても気分が悪いしな。それに……」

　景介を一いち瞥べつし、微かすかに笑って、

「十年待ったのだ。あと数日など、なんということはない」

　その言葉を聞いて、依い紗さ子こは丁てい寧ねいに目礼した。

「感かん謝しやするわ、頭とう首しゆさま」

　──心中で、嘲あざけりの笑みを浮かべながら。

「歩ほ摘づみ！」

　それでも約束は果たす。背後、森の奥へと叫んだ。

「聞いた通りよ。あなたはこれから、彼女たちに従いなさい」

　返事はない。まあ、放っておいても命令は聞くだろう。

　だから木こ春はるに向き直り、

「後ででも、呼べば来ると思うわ。……さてと。じゃあ、私は霧きり沢さわくんを街まで送り届けることにしましょうか。安心して？　あなたがいない隙すきに手を出したりはしないから」

「……下げ衆すなことを言うな」

　眉まゆをひそめてから、木春は視線を依紗子から外す。

「棺かん奈な！」

「はい、お嬢じようさま」

　恭うやうやしく、木春に返事をする棺奈。

「迷まよい家がまで案内しろ。……枯かれ葉は、あれも元々、わたしのものだ。返してもらうぞ」

「あ……」

　枯葉がびくりと身体からだを震ふるわせた。

　ゆるゆると顔を上げる。絶ぜつ望ぼうを絵に描いたような表情をしていた。

「……姉ねえさん」

　続いて、景介が弱々しく声を発する。

　棺奈へ向けて、叫んだ。

「待ってくれ、姉さん！　そんな……そいつに付いていくなんて、俺は……」

「心配するな、景介」

　木春が振り返ると、景介へと歩み寄り、しゃがみ込んで視線を合わせた。

「もう少し待っていてくれな。お前はもうこんないざこざに関わる必要はない。普通に暮らしていろ。すべて片付けたら……わたしと雅みやびとで、迎えに行く」

「……あ」

　愛いとおしげに頬ほおを撫なで、柔やわらかに微笑ほほえみ、そして立ち上がり。

　最後に、

「枯かれ葉は」

　妹へ、冷れい酷こくなひと言を放つ。

「この場は依い紗さ子こに免じる。次に会うまでの間、命を大事にしているがいい」




　　　　　　　　　　※




　木こ春はるは踵きびすを返した。

　供きよう子こと双子がそれに続き、棺かん奈なも同様、枯葉たちに背を向ける。

「申もうし訳わけ、ありません、枯葉さま」

　その直前──棺奈が僅わずかに首だけで振り返り、無表情のまま頭を下げた。

「ですが、棺奈は、お嬢じようさまの、くさりめで、ございます」

　もはや彼女は、枯葉のことを『お嬢さま』とは呼ばない。

　景けい介すけや檻おり江えのことも一いつ顧こだにせず、そのまま森の奥へと消えていった。




　　　　　　　　　　４




　木春たちがいなくなってから、たっぷり十ほども数えただろうか。

　景介は全身に力を込め、ようやくのことで立ち上がる。いろいろなことがあり過ぎてショックは大きかった。本当なら今すぐにでもこの場で泣なき崩くずれてしまいたい。けれどこっちを見て笑っている秋あき津つ依い紗さ子この存在が、そうさせてくれなかった。

　立ち上がれたのは、木春たちがいなくなったお陰かげだ。姉のことや自分自身の問題をひとまず先送りにできたから──その事実には心の奥で気付いていた。だが、それがただの逃とう避ひでしかないということからは目を背そむけた。そうしなければ耐たえられなかった。

　そして景介の無む意い識しきは、自分の感情を秋津の不ふ可か解かいさへと集中することに決める。

「どういうつもりだ」

　問う。

「……なんで、俺たちを助けた？」

「待って」

　秋津はしかし、景介を制し、

　相変わらずの、なにを考えているかわからない笑顔で言った。

「まずはここから離はなれましょう？　せめて、もう少し山を下りないとね」

　ついてきて、と、先導して歩き始める。

　選せん択たくの余地はなさそうだ。

「型かた羽は、檻おり江えさん。……、枯かれ葉はを頼む」

　景けい介すけは背後の三人を一いち瞥べつした。

　全員が全員、酷ひどい顔だ。

　型羽は当とう惑わくと混乱のあまり疲れきった表情をしている。檻江は眉まゆをわずかにしかめ、困ったように唇を咬かみ、俯うつむいていた。

　枯葉が、いちばん深刻だった。
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　泣なき濡ぬれて踞うずくまり、肩を震ふるわせていた。檻江が呼よび掛かけているが、反応らしい反応をしない。彼女に支えられ、よろめきながらやっとのことで歩きだす。

　当然だろう。彼女は今度こそ、すべてを完全に失ったのだ。

　一族頭とう首しゆとしての矜きよう持じという拠より所どころも、一族を再さい興こうするという責せき務むも、家族も。

　どんな言葉をかけてやればいいのかわからない。いや──その資格がない。

　枯葉がすべてを失ったのは景介のせいだ。景介が、木こ春はると出会ってしまったせいだ。

　憎にくまれても仕方がないという思いから、まともに顔を見ることもできなかった。

「けいすけ……おにいさま」

　秋あき津つの後について山道を歩きながら、型羽が小さく呟つぶやいた。

「わたしには、わかりません。……せつめいしてください」

　そうだった。型羽は一連の事情を、断片的にしか知らないのだ。

　話すにはどうしても景けい介すけと木こ春はるのことに触ふれなければならない。それに強い罪ざい悪あく感かんがある。それでも──これは自分の義ぎ務むだと思った。

「……わかった」

　景介は歩きつつ、型かた羽はに説明する。

　叛はん乱らんの真実。木春の目的。『つうれん』の力。

　ひと通り話し終えると、前を向いたまま景介は、

「砂さ姫きさんの……『ひじり』のところへ行け。あの人に指示を仰あおぐのが一番いい」

「……、けいすけおにいさまは、どうするのですか」

　問うてきた型羽に、

「すまない。……全部、俺のせいだったんだ」

　ようやくのこと、それだけを言った。それだけしか、言えなかった。

「……っ」

　型羽は黙り込んだ。彼女もなにも言えないようだった。

　そして、歩き始めて十分ほども経たっただろうか。

「この辺でいいかな」

　さっきと同じようなやや拓ひらけた場所を見付けると、秋あき津つが立ち止まった。

　くるりと回れ右をすると景介たちに向き直る。

　周囲を見渡し、

「うん。ここなら幾いくら騒さわいでも、もう聞こえないよね」

「……騒ぐ？」

　こいつは果たしてなにをするつもりなのか。

　困こん惑わくした景介に向かって、彼女は笑った。

「それにしても、鈴すず鹿かの一族って本当に単純よね。私の言ったこと、あっさり信じちゃうんだもん。さっきは吹き出さないように必死だったわ」

　その笑顔は、やはりいつもの通り。

　つい数カ月前まで教室で目にしていた、朗ほがらかで人当たりのいい、見る者すべてを魅み了りようするような──美しさと親しみやすさを兼ね備えた、

「私が……この私が、霧きり沢さわくんを街まで送り届ける？　仕切り直して、改めてあなたを奪うばい合あう？　冗談じゃないわ。歩ほ摘づみちゃんも『しらぬえ』ももうないのに、どうしてそんな無む謀ぼうな勝負を挑いどまなきゃいけないの？　ねえ、霧沢くんもそう思うでしょう？」

　とびきりの、笑顔だった。

「お、前……」

「この機き会かいを逃したら、私は霧沢くんを手に入れられないわ」

　言って、ポケットに手を突っ込むと、なにかを取り出した。

　──バタフライナイフ。

　かしゃん、と。

　月明かりを受けて、秋あき津つの手の中で蝶バタフライが舞まい、刃が露あらわになる。

「ねえ、霧きり沢さわくん」

　秋津は笑う。

　狂気の中で、笑った。

「私はあなたを、殺すためにここへ来たのよ」

「……あき、つ」

「あなたを殺して、私のものにする。永遠に、私のものに。もう誰だれにも奪うばわせないし、触さわらせない。あなたは私の中で笑ったり怒ったり泣いたり喜んだりして……幸せに、暮らすの」

　ふざけた気配は微み塵じんもない。

　本気だった。

　こいつは本気で景けい介すけを、その生命ごと自分のものにしようとしている。

「な、んで」

　だがその笑顔を見て、景介が感じたのは恐きよう怖ふではなかった。

「……なんでだ」

　死の恐怖よりも先に、疑ぎ問もんが浮かぶ。

「なんで……俺なんだ」

　半ば怒りにも似た、疑問が。

「お前も、木こ春はるも……どうしてだ？　どうして俺なんだ？」

　──久しぶりだ。会いたかったぞ、景介。

　木春が言った。懐なつかしげに、嬉うれしげに。

　──あなたを殺して、私のものにする。

　秋津が言う。楽しげに、愛いとしげに。

　その理由がわからない。

　他ほかの誰でもよかったはずだ。自分なんて、顔も人並みなら性格は最悪。特別な力を持ってもいない。実は鈴すず鹿かの一族の血を引いていましたなんていう隠かくされた真実もない。

　ただ普通の、ごく普通の、どこにでもいる高校生に過ぎないのに。

　それなのに、何な故ぜ。

　何故？　何故、

「なんでよりによって、俺を選ぶ!?　答えろ、秋津っ！」

　叫んだ。

　自らの身に降ふり掛かかった出来事を呪のろうように、絶ぜつ叫きようした。

　けれどそんな景介の激げき情じように返ってきたのは、理り不ふ尽じんな答えだった。

「理由はないわね」

「っ……そんな訳わけが……」

「ふふ、ある訳ないじゃない、そんなもの」

　秋あき津つは、そして。

　夢見る乙おと女めのようにうっとりとした表情で、

　景けい介すけに告白した。




「ねえ、霧きり沢さわくん。……女の子が男の子を好きになるのに、理由なんてないのよ」




　それは景介にとって、

「強しいていえば、あなたのせいね」

　残ざん酷こくな、

「私が、あなたに出会ったから。あなたが私に出会ったから」

　とても残酷な、

「うん、そうね。出会ってしまったから。運命。それが一番、しっくりくるわ」

　あまりに残酷な──真理だった。

「運……命？」

　なにが？　なにが、運命なのだろう。

　出会ったことが？

　木こ春はるに、秋津に、たまたま出会ったことが？

　たまたま、出会っただけなのに──？

　景介の心に、なにか昏くらいものが蠢うごめいた。

　──そうだ。

　あの冬の日、木春が家に来たのは景介のせいではない。好奇心で人里へ降りた木春が気き紛まぐれに訪れたのが、偶ぐう然ぜん、景介の家だったに過ぎない。結婚の約束？　ふざけている。子供だった自分は意味もわからずに頷うなずいただけなのだ。自分の責任であるはずがない。

　秋津も同じだ。高校に入って、偶然同じクラスになって、ただそれだけ。

　そんな些さ細さいな偶然を、運命というのなら。

　その程度のことで、景介の運命が決まってしまうというなら。

「ふざ……けるな」

　その運命が、自分に死をもたらすというのなら──、

「ふざけるなあっ！　なにが、なにが……運命だ！」

　そんなものに従う道理など、この世のどこにもありはしない。

　手の中にあった『かみらの枝えだ』を強く握にぎる。

「冗談じゃねえんだよ！　俺がなにをした？　なにもしてない、それなのに……巻き込まれてたまるか、殺されてたまるか！」

　景けい介すけは、秋あき津つに向かって駆かけ出した。

　背後で誰だれかが自分を呼ぶ声がする。どうでもいい。そんなこと、今はどうだっていい。

　厭いやだ。冗談じゃない。

　こいつに殺されて、運命とやらに呑のみ込まれるのはごめんだ──。

　景介は、気付いていなかった。

　自分の知る鈴すず鹿かの一族の中で唯ゆい一いつ、秋津依い紗さ子こだけが、景介と木こ春はるの因いん縁ねんによって引き起こされた内乱の被害者ではないことに。それ故ゆえに、景介が抱いた一族に対しての罪ざい悪あく感かんが、彼女だけを対象外にしていたことに。

　そしてその事実は──木春の想おもいに対して無む意い識しきに感じていた不ふ条じよう理りさ、姉を奪うばわれたことによる憎にくしみ、すべての矛ほこ先さきを、秋津依紗子という存在へと向ける。

　やり場のない感情をぶつけるように、走った。

　秋津は動かない。バタフライナイフを弄もてあそびながら笑っている。

　ふざけるな。

　自分が身体能力の優すぐれた鈴鹿の一族だからといって、莫ば迦かにしている。

「っのおおおっ！」

　本来の使い方も忘れ、短刀として『かみらの枝えだ』を秋津に向かって振り上げ、振り下ろす。

「……駄だ目めね」

　秋津が小さく呟つぶやいた。

　ぐぉん、と、柔やわらかく鈍にぶい、それでいて分厚い抵抗感が刃を止める。

　不ふ可か視しの壁を作る蔵ぞう物ぶつ『七しち塗ぬり曲まがり』。

「く……！」

「そんなのじゃ、駄目。そんなくだらない方法はあなたらしくないわ」

　秋津が一歩を踏ふみ出した。ナイフの切っ先をこちらに向ける。

　慌あわてて後退した。同時に歯は咬がみする。

　やろうと思えば今の交こう錯さくで殺せたはずだ。それなのに、

　──遊んでやがる。

　なぶり殺しにするつもりなのだろう。恐らくそうした方が、楽しいから。

　冷静になれ、と自分に言い聞かせる。

　そうだ。

　鈴鹿の一族とまともにやり合って勝てるはずがない。

　頭を使え。どうにかして虚きよを突け。そう教えてもらったではないか。

　誰だれにだったっけ？　……今は思い出している暇ひまなどない。

　相手を見ながら横に飛ぶ。彼女の追つい撃げきを警けい戒かいしながら。

　やはり追ってこない。

　傍かたわらにあった木の一本に『かみらの枝えだ』を突き立てた。

　クヌギがざわめく。枝を蠢うごめかせ、十数本が一斉に秋あき津つのもとへと。

　コントロールも曖あい昧まいに、無む作さく為いに、本能のまま殺さつ到とうさせる。

「なかなかいい手ね」

　向かってくる枝たちを眺ながめつつ、評価する秋津。

「でも、まだまだ。私の知っているあなたはもっと素す敵てきなはずよ」

　それらもやはり、彼女のもとには届かない。

　木々が『七しち塗ぬり曲まがり』によって阻はばまれ、一斉に折れる音がする。

　折れた先から枝を伸ばすもやはり結果は同じ。

「これでどうだよ！」

　破片を更に操作し、弾だん丸がんのように掃そう射しや。

「根性なんて最低。霧きり沢さわくんは、そんな人じゃないでしょう？」

　それも無意味だった。

　同じようにして、不ふ可か視しの防ぼう壁へきはすべてを跳はね返す。

　どさどさと木の枝々が地面に落ちる音は、驟しゆう雨うのようだ。

「そんなもので私は焦こがれないわ。もっと霧きり沢さわくんらしいところを見せてよ。私が好きになったあなたを……本当のあなたをもっと見せて？　もうこれが、最後なのだから」

「舐なめるな！」
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　やけに示し唆さ的てきな秋あき津つの言葉にも憤いきどおりしか感じなかった。

　好き勝手なことを言いやがって。

　そうして遊んでいろ。余よ裕ゆうを見せていろ。

　お前ら化け物はいつもそうだ。

　だが、それ故ゆえに、人間に負ける。

　人間に、人間こそに、打ち負かされる定めにある──！

　景けい介すけは木々の破片が地面へ落ちる音に紛まぎれて、地面の下で木の根も操作していた。

　さっき供きよう子こに使ったのと同じ手だったが、『七しち塗ぬり曲まがり』で油断しきっている秋津には覿てき面めんだろう。結けつ界かいの内側、地面の下の死角から肚はらを貫いてやる。

　先せん端たんを思いきり尖とがらせ、攻こう撃げきしようとした時。

　ふと頭の中で、やめろ、という声がした。

　僅わずかに残った理性か、それとも恐きよう怖ふ心しんか。

　──やめろ。そんなことをしたら、相手が死んでしまう。

　なにを言っている？　こいつは鈴すず鹿かの一族。首を切り落としても死なない化け物だ。

　──それでも、死ぬ可能性がある。可能性がある以上、やってはいけない。

　この程度で死にはしない。腹に突き刺して動きを止めるだけだ。そして完かん膚ぷなきまでに打ち負かして、二度と自分にまとわりつかないことを誓ちかわせれば、それでいい。

　──本当に？　本当に、殺すつもりはないのか？

　殺してはいけないことくらい、俺にだってわかっている。

　──でも殺さなければ、こいつは何度でも自分を求めてくるのではないか？

　いや、殺してしまったら取り返しのつかないことになる。ちゃんと理解している。

　──だったらどうするんだ？

　だから頭ではなく腹を狙ねらう。それでいいだろう？　そうすれば、

　──そうか。そうだな。それなら、

　やっても、構わない。

「行けええ！」

　景介は命令を出した。

　自分に降ふり掛かかった運命への憎にくしみを、雄お叫たけびに乗せて。

　自分を愛してくる女への苛いら立だちを、意い識しきに乗せて。

　浸しん蝕しよくしてくる、昏くらい泥でい濘ねいのような欲望に──その身を任せて。




「……っらあ！」

　三本の槍やりたちを、下方から秋あき津つの腹部へ向けて突き出させる。

　彼女は刹せつ那な、それに気付き、

「そうよ。それだわ」

　何な故ぜか──動きを止めた。

「さすがね、霧きり沢さわくん」

　秋津が笑った。

　槍は止まらない。

　鈍にぶい音とともに、三本、立て続けに。

　景けい介すけの殺意が秋津依い紗さ子この下した肚はらを、無む惨ざんなまでに刺し貫いた。
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　景けい介すけが依い紗さ子こに向かって突進していった時「まってください」と叫んだのは型かた羽はだった。

　けれど彼は、制止に耳を貸さずに戦いを始めてしまった。

　何度も強く言えばよかったのかもしれない。無理矢理にでも止めてしまえばよかったのかもしれない。が、型羽には憚はばかられた。

　景介の纏まとった気配が、あまりにも激はげしかったから。

　止めてしまえば、恨うらまれてしまうような気がしたから。

　加えて──もし自分の予感が外れていたら、景介が型羽の言葉に耳を貸して動きを止めた瞬しゆん間かん、依紗子が攻こう撃げきを仕し掛かけてくるかもしれない。そうなったら景介はひとたまりもない。自分のせいで彼が死んでしまうことを、型羽は恐きよう怖ふしていた。

　でも、それでも。

　予感が、あったのだ。




　一週間と少し前、檻おり江えと一緒に『日ひ溜だまりの家』へ行った時から。いや──依紗子が型羽の喪も着ぎの相手、礼れい菜なの名を口にした時から、なんとなく抱いていた予感だ。

　依紗子は鈴すず鹿かの一族として、神楽かぐらの娘として生まれたという。

　ならば、何な故ぜ彼女は、あの施し設せつで暮らしていたのだろう？

　あそこは親や社会と上う手まくいかなかったり、性格に問題がある子供を集め、矯きよう正せいさせるための施設だ。人間の子供のために作られた場所だ。

　最初は、そもそも依紗子は施設にいなかったのではないかと考えた。どこかで型羽のことを調べ、その上で動どう揺ようさせるためにあんなことを言った、そう考えればあの廃はい墟きよに彼女の痕こん跡せきが見付からなかったことも説明がつく。

　だが一方で、もしそうではなかったら。

　依紗子が本当にあの施設にいたのだとしたら。

　神楽は十七年間『つうれん』の傷が癒いえずにいたという。先代頭とう首しゆと血が近かったこともあり自身の血が傷の進行を抑おさえたものの、完治させるには至らなかった、と。

　彼女は果たして、その状じよう態たいで本当に子供を妊にん娠しんすることができたのだろうか？　十月十日も首を繋つなげたままでいられるのであれば、年に一回でも喪着を行い続ければいいではないか。

　いや、それ以前に。人間を憎うらんでいる神楽が子供を作ることなど、あり得るのか。

　どちらにしても確信はなかった。

　だから違うだろう、と判断し、誰だれにも話さないことにして、檻江にも口止めした。

　それに、型羽は──認みとめたくなかったのだ。

　もしその予感が当たっていたとしたら、自分は人間を恐れたことになる。人間なんかを恐れて、怖がって、無ぶ様ざまにも動けなくなってしまったことになる。

　そんなこと、認めたくない。絶対に嫌いやだ。




　そんなつまらない自じ意い識しきの結果が、今のこの光景だった。

　景けい介すけが呆ぼう然ぜんと立っている。

　その一メートル向こうで、依い紗さ子こが口から血を溢あふれさせている。

　彼女の腹部を貫いた木の根たちも、赤黒い液体で染そまっていた。染み込みながら伝い、地面に雫しずくを垂らし、腐ふ葉よう土どの中へと落ちていく。

「ふ、ふ」

　依紗子は、まるで聖母のように笑った。

　傷を治しもせず。

　いや──治せないが故ゆえに。

「え……？」

　その有様を見て、景介は当とう惑わくの悲鳴を洩もらした。

「なん、で……」

「きり、さ、わ。くん」

　腹に根を突き刺したまま、依紗子がゆっくりと手を伸ばす。

　ごぶ、と、血を吐きながら。顔を青白くしながら。

　そのくせに、幸せそうな微笑ほほえみを浮かべながら。




　濡ぬれた指先が、景介の頬ほおに触ふれた。

　べちゃりと赤い痕こん跡せき。生命の徴しるし。

　まるで──破は瓜かのように、男にへばりつく女の血。

「あのね。いいこと、おしえてあげる」

　愛いとおしげに。

　恋しげに。

　狂おしげに。

　苦しげに。

「あいし。てる、わ」

　睦むつむように。

　乞こうように。

　恨うらむように。

　呪のろうように。

「これ、で……」

　秋あき津つ依紗子は、言った。




「これで、あなた、は……えいえんに、わたしの、もの」




　それが、遺ゆい言ごん。

　指先が景けい介すけの頬ほおから離はなれ、だらりと下がる。

　目から光が失われる。

　呼吸が止まる。

　死ぬ。

「……あき、つ？」

　返事はない。

　死人は、返事をしない。

「……秋あき津つ？」




　そして──。

「あ、……あ」

　事じ態たいをようやく理解した景介の唇が、震ふるえ始める。

　喉のどから洩もれる慟どう哭こくは、月光を彩いろどる音楽のような不協和音。

　わななく全身は、夜に煌きらめく舞ぶ踏とうのような痙けい攣れん。

　自らの手で殺した女の顔は、これ以上ないほどに幸せそうで、それだけが美しかった。

　だから彼はその呪じゆ詛そに──秋津依い紗さ子この本当の目もく論ろみに、完全に囚とらわれる。

「あ、あ……あ、あ、……！」




　景介は絶ぜつ叫きようした。

『かみらの枝えだ』が手から離れ、地面へと転がる。

　落下音は、聞こえなかった。







あとがき




『ロマンス（Romance）』という英単語は、一般に知られた『恋愛物語』の他ほかに『伝奇物語』という意味を持ちます。ですから、この物語のタイトルに『ロマンス』を使うのは作者にとって半なかば必然のようなものでした。

　正直なところ、ロマンスなんて言葉、多少古くさい響ひびきがあります。語感からくるイメージも電撃文庫の読者層にはあまりそぐわないものです。商業的な面での不安もありました。かなり悩んだし、関係者一同、それこそタイトルの発表ぎりぎりまで何度も何度も話し合いました。でもやっぱり、これ以上相応ふさわしいものは考え付きませんでした。今でも考え付きません。

　そして、そのことと関係あるようなないような感じなのですが──。

『かなしい』という言葉は、古語において『愛しい』と表記されることがあります。愛しい、と書いてかなしい、と読むのです。昔の人にとって、愛しさからくる胸の痛いたみと悲しさからくる胸の痛みは同じものだったのかもしれません。

　初めて知ったのは中学の時、国語の先生に教えてもらってからなのですが、それ以来ずっと好きな表現で、今回章タイトルに使うことにしました。




　という訳わけで、五巻をお送りしました。

　四巻で予告していた通り、次が最終巻になります。

　できるだけ早く出すつもりです。が、シリーズ最終巻の執しつ筆ぴつというのはなんというか非常にエネルギーを要するものでして（他の方は知りませんが、少なくとも僕にとっては）、さすがに来月とか再来月とかは無理です……すみません。

　割ととんでもないところで続きになっているのでやきもきしてしまう方もおられるとは思いますが、どうかご容よう赦しやください。秋の終わりか冬の初めか、そのくらいに出せたらいいなという希望を持ちつつ、現在鋭えい意い執筆中です。




　作品の展開的に、あまり長々とあとがきを語るような雰ふん囲い気きでもないので今回は短めに。

　最終巻でまたお会いしましょう。

　結末まであと一冊、どうかお付き合いください。


藤原 祐　
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藤ふじ原わら祐ゆう

そういえばこの本は僕の二十冊目の著作です。六年で二十冊というのが多いのか少ないのかよくわかりませんが、これからも死なない程度に頑張ります。

画像はそれとはあまり関係ないですが満月（本巻のクライマックスが満月の夜だったので）。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。（前巻からのつづき）勢いづいてモニターとグラフィックボードも新調。ぎゃああ、色が！色があああ！（ム○カっぽく読んでください）（…続く？）










アカイロ／ロマンス５




枯かれて舞まえ、小さ夜よの椿つばき








藤ふじ原わら　祐ゆう
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